

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　口絵・本文イラスト●八葉










　──かつて、この世界は神々の戦場だった。




　神の力をその身に宿した英雄たちと、異界より顕現した邪神が、世界の覇権をかけて激戦を繰り広げた。




　戦いは気の遠くなるような永きに渡って続き、三つの大陸を砕き、四つの海を干上がらせた。

　その果てに、邪神は滅ぼされた。

　しかし、その時には人類の文明は跡形もなく破壊され、地に溢あふれていた人の子らは姿を消した。




　神話の終しゆう焉えんから数千年──再び大地に、人の子が姿を現した。

　新たな世代の人の子らは、まもなく同族同士で争いを始めた。

　長い戦乱の中、彼らは時に手を取り合い、時に争いながらも、この大地の上に増えていった。




　やがて戦乱が収束を迎え、争うよりも手を取り合うことを人々が選んだ頃──彼らは発見する。

　もはや口伝の中にしか存在しないかに思われた、神話時代の遺産を。




　地下大遺跡。

　神話時代の技術と、英雄の遺物が眠る、旧世界からの贈り物。







　これは、そんな地下大遺跡の上に作られた、遺跡発掘の最前線にして大陸随一の大都市──遺跡都市を舞台に繰り広げられる物語。

　野望と欲望とロマンを内包した街で神々の遺産を追い求める、とある青年と──少女の物語。
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「あうぅ……こまりました」

　ひとりごとの通り、リリーシャ・フェレースは困っていた。

　百三十センチ程度の、肉付きの薄い小柄な体。十一か十二歳という年頃の、まだ幼い少女だ。

　レースとフリルがあしらわれた深緑色のワンピースは平服ながら仕立てがいい。背中には大きなリュックを背負っており、まるきりハイキングに来た子供のいでたちだ。

　そんな彼女がいるのは草木の香る新緑の草原──などではなく。

　どこまでも続くごつごつした土色の壁の通路。壁に埋め込まれた魔力反応式の恒常灯のおかげで、足元も見えぬ暗闇ではないのがせめてもの救いか。

「迷いました……。まさか、遺跡の中がこんなに入り組んでるとは思わなかったのです」

　リリーシャは「ぐぬぬぅ」と唸うなる。

「でもでもっ！　めげてる場合じゃありませんっ！　きっと宝はもうすぐそこっ！　元気をだすのです、わたしっ！」

　自分で自分を鼓舞する少女。ふんす、と鼻息も荒く、萎えかけた足に気合いを入れて歩みを再開する。

　そうして角を曲がり──リリーシャはなにか堅いものに鼻をぶつけて尻餅をついた。

「ひゃわっ!?」

「おわっ!?　なんだ!?」

　驚きの声を上げたのは、まだ少年と言ってもいい年頃の若い冒険者だった。ほとんど傷もついていない、真新しい魔術鎧装マギア・メイルに身を包んでおり、腰には量産品の魔術剣マギア・ソードを差している。

「なに、魔獣ッ!?　……って、子供じゃない。……いや、なんでこんなとこに子供が？」

　続いて顔を出した、これまた若い女冒険者がリリーシャの姿を確認して首を傾かしげる。

　しまった、という顔をするリリーシャに、さらに現れた少年が不思議そうな顔をする。こちらは大きなリュックを背負っていることから、恐らく冒険者の遺跡探索を補助するサポーターだろう。護身用と援護用を兼ねてか、弩いしゆみ型の魔術武装を携えている。

　通常、冒険者はサポーターと二人組を組むのが一般的な構成だ。これを一ユニットとし、状況に応じて数ユニットで協力したりもする。冒険者二人に対してサポーター一人というのは変則的であり、恐らくはサポーターを二人雇うだけの金銭的余裕がないのだろう。

「どうしたの？　迷子？」

「ばか。そんなはずないでしょ、遺跡の中なんだから」

　のんびり屋らしく、抜けたことを言うサポーターの少年を窘たしなめつつ、女冒険者はしゃがみこんでリリーシャに手を差し出しながら笑いかける。

「あなた──さしずめ、探検にでも来たんでしょ？」

　あっさり言いあてられて、リリーシャはバツが悪そうに「あぅ……はい」と認める。

「だめよぉ、子供がこんな場所に一人で入ってきちゃ。──ていうか、よく遺跡協会の受付で止められなかったわね」

「その……冒険者さんの中に、紛まぎれて通ったので……」

　リリーシャは怒られるかと思って身を縮こまらせるが、

「あははっ！　やるわね、あなた」

　女冒険者はむしろ明るく笑った。

「おまえに似てんな。鹿撃ちにこっそりついてってゲンコツ貰もらったろ？」

「うっさい、昔の話を持ちだすなっ」

　少年冒険者の胸に軽く拳をぶつけて怒って見せるが、すぐに苦笑に変わる。

「けど、どうするの？　送り届けた方がいいんじゃないかな？」

　サポーターの少年の言葉に、女冒険者が「そうねぇ……」と悩む。

「今日は、もう少し進むつもりだったけど」

「おいおい、ここまできて帰るのはないだろ？　この先にはウォーベアの巣穴があるって話だ。あれの内臓は高く売れるし、いい実績になる」

「うーん……ま、そうね。この子ひとり守るくらい、どうってことないわよね」

　少年冒険者に言われ、女冒険者も乗り気になる。

「というわけで、一緒にくる？　獲物をしとめたら、外まで連れて行ってあげるわよ」

　自信にあふれた三人組の様子に感化され、リリーシャは白い頬を紅潮させて言った。

「はいっ！　お願いします！」




　十分後──リリーシャと三人組冒険者は横穴の前にいた。

「ここね、ウォーベアの巣穴は」

　女冒険者は手の平に拳を打ち付けて気合いを入れると、仲間に合図を送る。

「いいわ、燻いぶりだして。──あなたは下がっててね」

　言われた通りにリリーシャは岩陰の後ろに下がり、一同を見守る。

　少年冒険者が発煙灯に火をつけて巣穴へと放り込み、すぐに下がって剣を抜く。

「来るぞ！　準備しろ！　──〈起動〉！」

　少年冒険者が起動[image: ]語ブート・スペルを唱えながら剣に刻まれた文様をなぞると、刃やいば全体がほのかな光を帯びる。魔術剣マギア・ソードに搭載された魔術機巧に使用者の魔力が流れ込み、魔術による強化が付与エンチヤントされたのだ。

　女冒険者、サポーターもそれぞれの武器や魔術鎧装マギア・メイルの魔術機巧を発動させる。

　本来、人間ヒユームは実戦で役に立たない、非効率的な魔力運用しかできない。それを高効率化したうえで安定させ、搭載された魔術機巧固有の魔術的恩恵を得るのが、魔術武装だ。

　冒険者たちが待ち構える中、巣穴の奥から黒い影がのっそりと這はい出だしてくる。

　──それは、熊によく似た生き物だった。

　短めながら太く強きよう靭じんな四肢には鋭い爪。突き出した口こう吻ふんにずらりと並ぶ牙は、獲物の肉を噛かみ千切ることに特化した肉食獣特有のもの。

　しかし、通常の熊とは一線を画する特徴が、その獣にはあった。

　額に象ぞう嵌がんされた、赤い結晶体──魔力核。生物が持つ微弱な魔力を増幅する器官であり、これを持つ獣は総称して魔獣と呼ばれていた。日常的に魔力を帯びることで魔獣の肉体は強化され、上位の魔獣ともなると炎や電撃といった現象をも起こせるという。

　ウォーベアが後ろ足で立ち上がると、その頭部は二メートルにも届く高さとなる。

「おれから行く！　コンビネーション崩すな！」

「「了解！」」

　三人の若き冒険者は血気盛んだが、無鉄砲でもなかった。

　少年冒険者が真正面から向かっていくと見せかけ、側面から女冒険者が奇襲。魔獣の注意が逸それたところで少年冒険者が背後をとって一撃離脱。魔獣の爪が届くかというタイミングでサポーターの放った矢が出鼻をくじく。

　互いに連携をとり、ウォーベアの注意を引きながら傷を与えていく。

　サポーターの矢がウォーベアの眼球に命中。たまらず仰のけ反ぞったところへ、女冒険者が跳躍。

「いやぁああああああああああああッ！」

　気合いの一声と共に繰り出された突きは、ウォーベアの胸を深々と抉えぐる。

　女冒険者がウォーベアの胸を蹴って飛とび退すさると、間欠泉のように血が噴き上がる。

「とどめだッ！」

　少年冒険者が女冒険者と入れ替わりに飛び上がり、ウォーベアの頭部に魔術剣マギア・ソードを叩たたき付ける。魔術強化の施された剣がウォーベアの強きよう靭じんな頭蓋骨を叩き割り、半ばまで埋まる。

　少年冒険者が剣を引き抜くと、魔獣は重々しい音を立ててその場に倒れ伏した。

「よっしゃあ！」

「ちょっと！　最後のあれはないでしょ！　魔力核にあたってたら大損よ！」

「あはは、まあまあ、いいじゃない。うまくいったんだし」

　女冒険者は文句を言いながらも、なんだかんだで二人の肩を叩いて笑い合う。

　リリーシャはそんな三人の姿に胸を躍らせる。

「どう？　怖くなかった？」

　女冒険者からの問いに、リリーシャは瞳をキラキラさせて答える。

「いいえっ！　すごかったです！　みなさん、強いんですね！」

　少女からの称賛の声に、三人はまんざらでもなさそうな笑みを浮かべる。

　──それは、冒ぼう険けん譚たんで読んだ冒険者たちの姿そのものだ。

　いずれは英雄と呼ばれる者たちの、若き日の冒険──その一場面をこの目で見られたように思え、リリーシャは興奮に目を輝かせる。

　いつか、この冒険者たちが名を馳はせた時、自分との出会いと、この戦いを思いだしてくれたら──そんなことをリリーシャは思う。そう考えれば、リリーシャもまた彼らの物語の登場人物の一人になったような気がして、誇らしい気分だった。

「よし！　それじゃ、目標も達成したことだし！」

　少年冒険者が調子よく手を叩き、ジョッキを呷あおるようなジェスチャーをする。

「今日はここらで引き返して、景気よく打ち上げでも」

　ドグッ──！

　馬車に撥はねられたような異音。

　癇かん癪しやくを起こした子供に放り投げられた人形のように、少年冒険者は水平に飛ひ翔しようして壁面に激突。ボロ布のように崩れ落ちる。

「…………え？」

　リリーシャの喉から掠かすれた声が漏れる。

　先ほどまで少年がいた位置──そこに現れていたのは、巨大な孤影。

　暗がりの中、影が厚みをもって立ち上がったかのようなその姿は、煉れん獄ごくに巣食う悪魔か死神か。

　その影が牙を剥むきだすに至り、ようやく気付く。影は悪魔や死神といった超常の存在ではなく、たった今冒険者たちが倒したウォーベアと同じ姿をしていた。もっとも──先ほど倒した個体よりも、さらに二回りは巨大だったが。

　グルルルル──とウォーベアの口こう腔こうから吐き出されるのは、むせ返るような生臭い吐息。

「ひっ……！」

　足から力が抜け、尻餅をつく。逃げなきゃ、と本能が逃走を促すが、足腰にまったく力が入らない。後退ずさろうとして、指先がむなしく地面を引ひっ掻かく。

「う、うわぁぁぁぁぁっ……！」

　サポーターが弩いしゆみから魔術強化の付与エンチヤントされた矢を慌てて射出。奇跡的に矢はウォーベアの頭部に命中するも、硬い頭蓋骨に弾はじかれてあっけなくひしゃげ落ちた。

「よくも……っ！」

　やぶれかぶれになった女冒険者がウォーベアへと疾走、刺突を放つ。切っ先がウォーベアの体に突き立つ。が──

「……っ、刺さらない……!?」

　剛毛と硬い肉に阻まれ、わずか数センチ刺さったところで刃やいばは止められてしまった。

　直後、女冒険者はウォーベアの腕に薙なぎ払はらわれて少年冒険者と同じく宙を舞い、地面を転がった。

　残ったサポーターに、ウォーベアを止める術すべなどなかった。突進するウォーベアに破れかぶれで射た矢は弾かれ、鼻面で掬すくい上あげるような突進をくらい、天井に激突してから墜落。それきり動かなくなった。

　──少女は知らなかった。

　冒ぼう険けん譚たんに描かれる冒険者たちは、決して志半ばで果てることはない。しかしそれは、人間ヒユームが優れた生き物だからではない。

　たまたま死ななかった者が、冒険譚の主役となるからだ。

　そして、順風満帆に成功への道を歩き続けられる者が極めて稀まれだからこそ、冒険譚は人の娯楽として機能する。

　つまり──これは、冒険譚の主役になれなかった者たちの、ありふれた末路だった。

　──遺跡都市は、あらゆるものが遺跡を中心に集まってできた街だ。あまりに身近な場所に遺跡という迷宮が存在する。

　ゆえに、時折人々は忘れてしまう。

　晴れた日に公園に足を運ぶような、あるいは顔なじみの商店に食材を仕入れに行くような気軽さで足を運べるからこそ、人々は失念する。

　そこは腐っても魔獣の領域。常に死と隣り合わせの、身近な人外魔境だということを。

　──グルルルルルルルルル！

　魔獣の唸うなり声ごえは遺跡の通路に二重三重に反響し、リリーシャをすくみ上がらせる。

　魔獣を前にしては少女はあまりに幼く、か弱く、矮わい小しようだった。

　リュックの肩ひもをぎゅっと握りしめた手は力を込めすぎて白くなっている。大きな瞳にじんわりと涙を滲にじませ、魔獣を震えながら見上げる。

「え……ぅ……っ！」

　悲鳴とも言えない引ひき攣つった声を漏らし、リリーシャは硬直する。

「…………にげ……て…………」

　弱々しくかすれた声が、少女の横から上がる。女冒険者だ。身に纏まとった魔術鎧装マギア・メイルはひび割れている。かろうじて声を上げた彼女以外の二人は、息があるかどうかもわからない。

　広大な遺跡だ。他の冒険者がたまたま近くにいることなど期待できない。

　魔獣が地を蹴り、少女に飛びかかる。

「や…………っ！」

　少女は短く悲鳴を上げて目を閉じる。

　──だが、予想された衝撃も苦痛も、やってはこなかった。

「…………？」

　恐る恐る目を開けた少女は──見た。




　魔獣の前に立ちふさがる、白髪の剣士の背中を。




　その手に握るのは、使い込まれた剣。刃やいばは魔獣の剛腕を受け止め、それ以上進むことを許していない。ひと撫なでするだけで人の頭を潰せそうな剛腕による薙なぎ払はらいを、白髪の剣士は剣一本で押しとどめているのだ。

　剣士の風体は、ある意味で異様だった。

　遺跡に潜る冒険者は、十分な装備を整えるのが基本だ。魔獣に備えて全身甲かつ冑ちゆうで防御力をあげるか、あえて軽装にしてスタミナの消費を抑えるかの選択はあるが、いずれにしろ魔術的な加護を施された工房謹製の防具に身を包むのが一般的だ。

　だというのに──男は百八十センチを超える長身に、防具の類をほぼ身につけていない。

　生地の裏側に護符でも縫い付けてあるのかとも思ったが、魔力障壁を帯びているようにも見えない。その装いは、冒険者というより裏路地の酒場の用心棒とでも言われたほうがしっくりくる。

[image: ]

「──ふッ！」と風鳴りのような鋭い呼気。

　直後、分厚い肉に斬りこんで止まっていたかに思われた刃やいばが、唐突に切れ味を増したかのように、魔獣の剛腕をすり抜けた。

　落下するウォーベアの巨腕。

　どす黒い血液をまき散らしながら、ウォーベアが叫び声をあげる。

　そこでひとつの事実に気づき、リリーシャは瞠どう目もくする。

　白髪の剣士が握っている剣には、魔術機巧が搭載された近代武器ならではの機械的な構造が一切見当たらない。

　つまり──それは、ただの金属製の直剣だった。

　遺跡発掘の黎れい明めい期きならともかく、今の時代、ただの金属剣を魔獣との戦いで使う者などまずいない。その点で言えば、後ろで倒れている新米冒険者たちの武器の方が、最低限の強化機能を備えている分、上等とすら言えた。

　なら──この剣士はただの鋼の剣で、魔獣の腕を両断したというのか？

　ウォーベアは前傾姿勢になると、爛らん々らんと熾おき火びのような光を宿した眼めで剣士を睨にらみつけ、威嚇するような低いうなり声を上げる。

　一方──

「あー……ったく」

　白髪の剣士は、緊張感のないけだるげな声でぼそりと呟つぶやく。

　かと思えば両腕を広げ、天を仰ぐように体をそらし──唐突に叫ぶ。

「なんだよ。なんなんだよッ。なんなんですかー!?」

「……ふぇ？」

　癇かん癪しやくを起こしたような叫びをあげる白髪の剣士に、リリーシャは唖あ然ぜんとする。

「こっちは日銭稼ぐので精いっぱいなんだよ！　ヒーローならいくらでもいるだろ!?　名の知れた工房専属冒険者とか、遺跡協会お抱えの警備隊とかさ───！　それがなんでよりによって、俺のそばで遭難者とか出てるんだよっ!?」

　怪物を前にして気のふれたような態度だったが、やけくそのような叫び声は恐怖によるものではない。

「おかげで今日の稼ぎ全部置いてきちまったよ！　これ誰か補ほ償しようしてくれんの!?　なぁ、なぁ、なぁ!?」

　ぐるん、と白髪の剣士が上半身を捻ひねってこちらを振り返った。

「…………ん？　子供？」

　リリーシャを目に留め、首を傾かしげる。

　野生の狼おおかみのように鋭く吊つり上がった三白眼。最低限の光量で通路を照らす恒常灯の光を反射し、ギラギラと光っているようにも見える。

「……っ、あぶないっ、うしろ……！」

　少女の視点からは、後ろ足で立ち上がったウォーベアが、今にも男の首を噛かみ砕くだこうとしている姿が見えた。

　目を覆いたくなる光景に、しかし恐怖のあまりに目を離すこともできない。

　ウォーベアの口が耳まで裂ける。ずらりと並んだ牙は断頭台もかくやという禍まが々まがしさだ。

　次の瞬間──ガヂン！──と金属同士を打ちつけたような異音を立て、魔獣の牙が噛み合わされる。

「──オイ。人が悲嘆にくれてんのを待つこともできねぇのか？」

　白髪の剣士がぎらついた目に剣けん呑のんな光を宿らせ、どすの利いた声で唸うなる。

　魔獣の顎あごが噛んだのは男の頸けい骨こつではない。一見無造作な動きで、けれど後ろ向きであるにも拘かかわらずこの上ない正確さで突き出された剣が、魔獣の口蓋に挿し込まれていた。

　予想外の歯ごたえに、魔獣が驚きとも怒りともつかない声をあげる。

「おう。どうだ、味は。中古市場の三万ルピア均一で見繕った剣だ。つまり……」

　ギリギリと歯を食いしばり、体を震わせる白髪の剣士。さすがに魔獣を抑え続けるのはきついのか。そう思ったリリーシャだったが──

「──そいつは俺の、一カ月分の食費だッッッ！」

　怒声一喝。男の肘うちがウォーベアの脇腹を打ち据えると、こともあろうか五百キロはあるであろう巨体がよろめいた。

　その拍子に、ウォーベアの牙と白髪の剣士の剣が同時に砕ける。

　ウォーベアが重々しい音をたてて背中から倒れるのには目もくれず、剣士は悲痛な顔で自分の武器を見る。刀身が半ばから砕け、鍔つば元もとまで罅ひび割われが走っていた。

　これが、魔術的な機能補助を受けない金属武器の限界だ。魔獣は魔力核によって増幅された魔力を体内に循環させることにより、骨も筋肉も尋常な生物よりも強きよう靭じんになる。

「ああ……、ああ……っ！　あーあーあ───っ！　やっぱ折れたよ！　だから壊れないように小物だけ相手にして金貯ためようと思ってたのに！　今月の家賃どうやって払えばいいんだよっ!?」

　雄々しい戦い方とは裏腹に、その言葉はどこまでも生活臭が漂い、世知辛い。

「あ、あの……大丈夫、か？」

　声をかけたのは、どうにか回復してきたらしい女冒険者。

　ギン、と飢えた獣のような眼光で白髪の剣士がそちらを睨にらみ、

「今日から一週間、井戸水だけで飢えを凌しのがなきゃならない人間が大丈夫だと思うか!?　襲われるんなら俺のいない場所で襲われろよ！」

「えぇ!?　そんなめちゃくちゃな!?　……あっ……！」

　女冒険者が切羽詰まった声で白髪の剣士の背後を指さす。

「だから──」

　男は飛びかかって来た魔獣へと振り向きざま、剣を突き立てる。

　刀身は砕け、鋭利さを失っていたが、ウォーベアの勢いもあり、無理やり胸部へと押し込まれる。しかし当然、浅い。それでは骨を砕いて心臓に届くどころか、分厚い皮下脂肪を突破することもできないだろう。

　なのに──魔獣の動きが止まった。

「──少し、静かにしろっつってんだろ」

　細く鋭く、剣士が呼気を吐き出す。

　なにをしたというわけではない。ただ、白髪の剣士がなにか目に見えない、気迫のようなものを放ったと、リリーシャは感じた。

　それは本来なら物理的な力を持ちえるようなものではないはずだったが──しかし次の瞬間、目の前で起きた現象は劇的だった。




　まるで体内で爆薬が炸さく裂れつしたかのように、ウォーベアの胸部が内側から弾はじけとんだ。




　ウォーベアは時が止まったように一瞬硬直。

　直立したまま絶命していたが、やがて思いだしたかのように重々しい地響きを立ててその場に崩れ落ちた。




　その男は、半ばから砕けた剣をだらりと提げ、自らが生み出した惨状の中にただ一人立っていた。

　足元に転がるのは、魔獣だったものの残ざん骸がい。

　そう──残骸だ。真っ二つに断たれた綺麗な屍しかばねならばまだわかる。

　その屍は、あたかも腹の内に発破用の爆薬を飲み込んだかのように、内側から盛大にはじけ飛んでいた。

　白髪の剣士の衣装は返り血を浴び、ぬらぬらと濡ぬれ光っている。

　ゆらり──と。

　幽鬼のようにその頭が揺れ、こちらを向く。

　くすんだ色合いの白髪は返り血を浴び、まだら模様になっている。

　伸びた前髪の隙間から覗のぞくのは、吊つり上がった三白眼。薄明りを反射し、白目部分がぎらりと光る。

　──嗤わらった。

　細切れとなった魔獣の残骸の中で、その男は顔を汚す返り血を気にもせず──黒目の小さな目を見開き、その口端を吊り上げて。

　その姿は、さながら血だまりの中、骸むくろで遊ぶ煉れん獄ごくの悪鬼そのもの。

「ひっ……！」

　だから、引ひき攣つったような悲鳴が女冒険者の口から漏れたのも、無理からぬこと。

　白髪の剣士はくるりと背を向け、その場を後にする。

　遠ざかっていく背中に、声をかけられる者はいない。

　魔獣と、白髪の剣士──どちらがより畏い怖ふすべき存在なのか。白髪の剣士に助けられながらも、女冒険者は判断しかね、ただただ硬直していた。




　そんな中──

　異なる感情を抱く少女が一人。

　色白の頬を薔ば薇ら色いろに染め、大きな瞳に夢見るような光を湛たたえ──去り行く男の背中を見つめる。

　少女は胸の前で手を組み、歌劇の花形俳優に焦がれるように、うっとりと吐息をこぼし──呟つぶやいた。

「かっこいい……♡」





　　　　◇






「そそそ、それではははは、か、回収代行料と……そ、そそっ、素材売却仲介料、ぃい、遺跡管理費を差し引きまして……ア、アーヴェイ様への本日の、おし、お支払いは、こ、この金額に、なり、ます……」

　天敵に襲われた子ウサギのように怯おびえまくりながら、新人らしい受付係がどうにかマニュアル通りの言葉を言い終える。

　別に脅しているつもりはないが、防犯ガラス越しに向けられる視線は殺人鬼に対するそれだ。ガラス下部の受け取り口から差し出された報酬の明細書に手を伸ばしただけで、凄すさまじい速度で後退ずさりされた。

　アーヴェイはため息を飲み込みつつ、明細書の金額に目を通す。

　遺跡都市に十数か所ある地下大遺跡への入り口を囲むように建てられた、遺跡協会の支部の一つ。その一階をまるごと使った、冒険者の出入りを管理する受付でのことである。

「あ、あああっ、あの……な、なにか問題がありました、でしょう、か……？」

　受付嬢が、防犯ガラス越しに恐る恐る問う。

「……なぁ、取り過ぎじゃないか？　仲介料とか、管理費とか」

「す、すすすすっ、すみませんっ！　それが正規の値段でしゅっ、ですの、で……」

「…………」

　ちらっと、受付嬢に視線を送る。

　睨にらんだわけでもないのだが、反射的なのか受付嬢の手が壁際のベルに繋つながる紐ひもへと伸びる。あれが鳴らされると同時、最上級の魔術鎧装マギア・メイルと暴徒鎮圧用の雷撃槍スタン・ランスを装備した警備隊がアーヴェイを取り囲むことになる。

　受付嬢が怖がっている様子に気づき、周囲の冒険者たちがざわつく。

「おい、受付のミーナちゃんが怯えてるぞ」「おれら冒険者の心のオアシスたる受付嬢を脅すとは、なんというやつ……！」「ミーナちゃんファンクラブとしては、到底捨て置けぬな」「でもあれ、〝魔獣殺し〟のアーヴェイだろ……誰か勝てんのかよ？」

　口々に勇ましいことを言うが、誰も前に出たがらない。

　アーヴェイが視線を送ると、途端に全員が明後日あさつての方向に目を逸そらし、口笛を吹く。

　その様子に、アーヴェイはため息。これ以上ここにいてもいいことはない。アーヴェイは協会支部の出口へと向かう。

　その背中に向けられるのは、他の冒険者たちからの無遠慮な視線と陰口だ。

「うわっ、おっかねぇ……見たかあの顔？」「あの目、絶対人殺してるよな」「どっかの街で犯罪組織の殺し屋やってたって聞いたぞ」「魔獣の血に塗まみれて、笑いながら戦ってたそうだ」「おれにはわかる……あれは闇を愛し、闇でしか生きられない、本物の殺さつ戮りく者しやの目だ」

　そんな言葉を聞き流しながら、遺跡協会支部の外に出る。

　空は快晴。暗くじめじめとした遺跡が足元に広がっているとは思えない、華やいだ街並みがアーヴェイを出迎える。通りは流は行やりの服に身を包んだ若者が行きかい、軽食を売る屋台から宝飾品を広げる露店まで、様々な店が客寄せの口上を張り上げている。

　そんな活気あふれる街中にあって──アーヴェイは盛大にため息をついた。

「……なーんで、こんなことになっちまったかねぇ……」

　人を殺したことなど、もちろんない。

　犯罪組織の世話になっていた過去など言わずもがなだ。

　血塗まみれで笑いながら戦っていたというのは……恐らく、苦戦していた他の冒険者を助けた時のことだろう。別に闇は愛していない。

　ふと、商店の窓ガラスに自分の顔が映っているのに気づく。

　白髪に、吊つり目の三白眼。顔の彫りは深く、眉間には皺しわが寄っている。遺跡で魔獣相手に大立ち回りを演じた疲労からか、目の下にはうっすら隈くまが浮かんでいた。

（……まぁ、人相が悪いのは自覚してるんだが）

　愛想という要素がマイナスに振り切れているような顔だ。せめて人当たりのいい表情でも浮かべようと、笑顔を作ってみる。

　吊り上がる唇。見開かれる吊り目。

　悪魔のごとき笑みが、そこにあった。

「…………」

　げんなりと肩を落とす。

　全て、この凶相が悪い。




　──アーヴェイの生まれは、大陸北部にある雪深い山村だ。

　物心ついた頃には両親は既に亡く、祖父に育てられた。祖父は元傭よう兵へいかなにかだったらしく、アーヴェイに生きていくための狩猟の技術と、そして刀剣での戦い方を叩たたきこんだ。

　小さな村において、流れ者というのはとにかく避けられる。ましてや、元傭兵という祖父の素性もあってか、村人との親交はまったくと言っていいほどなかった。

　重ねて、生まれついての凶相である。

　まず、目つきが悪い。眦まなじりは鋭角に吊り上がっている。それだけなら鋭い顔つきという程度なのだが、瞳の極端に小さい三白眼と合わさると、もはや世界全てを憎んで産まれてきた悪魔の堕おとし子か、前世が魔王だったかとしか思えない。

　黒髪の者が多い山村の中、癖の強い白髪というのも浮いていた。そんな身の上だから同年代の友人などできず、祖父は口数の多い人間でもなかったため自然と会話は少なく、アーヴェイのコミュニケーション能力は一向に育たなかった。

　それでも村の子供たちの輪に加わろうと、精いっぱいの笑みを浮かべて近づこうとした。

　泣かれた。

　どれだけ自分の顔は怖いのだろうと、さすがに落ち込んだ。

　山には白髪の鬼が住んでいるという噂うわさが子供たちの間で流れていると聞いて、ついには諦あきらめた。

　それでも──アーヴェイには夢があった。

　遺跡都市。未いまだ多くの神秘を地下に抱いたその街で、〝冒険者〟になること。

　十代の半ば、体が出来上がった頃、アーヴェイは思い切って祖父にその意思を伝えた。

　それから数年かけて剣技を叩たたき込まれた後、祖父はアーヴェイの旅立ちを認めてくれた。とはいえ、激励されたというほどではなく、「生き方も死に場所も、決めるのはおまえ自身だ」という、なんとも刹那的な生き方をしてきた元傭よう兵へいらしい言葉で送り出されたのだが。

　それが、今から一年前。

　流行と技術の中心である遺跡都市は大陸中から多くの人間が集まってくる。

　純粋に冒険に憧あこがれる者。功績をあげ、富と名声を得たい者。ひと山あてて稼ごうという者。なんらかの理由で故郷を追われた者──

　そんな全てを、遺跡都市は受け入れる。

　だから──期待していたのだ。

　故郷の村において異物だった自分も、この街でならうまくやれるのではないかと。

　まぁ。

　幻想は所詮、幻想だったのだが。




　──結局のところ、十数年もの長きに渡って人から避けられた凶相は、どこへ行こうとも凶相だった。

　さらに言えば、ぶっきらぼうで横柄な祖父に育てられたせいか、人柄で挽ばん回かいするということもできず、結局故郷にいた頃と同じような状態に陥っていた。

　ガラスに映った自分の顔は、控えめに言って戦闘狂か殺人鬼のそれだ。

　ガラスの向こうで老婆が「ひぃっ……！」と悲鳴をあげて腰を抜かすのが見えた。

　そそくさとその場を去る。

　気分が落ち込み、肩を丸めてとぼとぼ歩く。猫背になったことでかえって顔に影がさし、ただならぬ迫力を帯びていることに、本人は気づかない。

　まるで聖人が奇跡で海を割るように、アーヴェイの向かう先で人の波が左右に別わかたれていく。

　──オーケー。今日も順調に、この世界は俺に優しくないらしい。





　　　　◇






「というわけで、金がない」

「いきなり堂々と情けないこと言わないでよ……」

　日が暮れた遺跡都市の第九区。中流階級が住む区画の端っこに位置する大衆酒場で、アーヴェイは一人の青年と卓を囲んでいた。

「アーヴェイは腕が立つんだからさ、どこかの工房の専属になれば十分やっていけるよ。僕だってどうにかなってるんだし」

「その工房との専属契約が結べないからこうして苦労してんだよ、カーロ」

　据わった目で文句を垂れながら、アーヴェイはジョッキになみなみと注つがれた醸造酒エールを呷あおる。

　苦笑しながら、カーロと呼ばれた青年はつまみのナッツを口に運ぶ。

　カーロは線の細い端正な顔立ちで、都市の大学にでも通っていそうな印象だが、その腰には刃と柄つかの間に魔術機巧を内蔵した魔術剣マギア・ソードを帯剣している。アーヴェイと並ぶと優男ぶりが際立つが、れっきとした冒険者なのだ。

「……フリーから工房専属になって、なんか変わったか？」

　ふと思い出した、とでもいうように、アーヴェイが会話を振る。

「うん、まあ、そうだね。魔獣の素材は仲介料を払わなくても工房で解体してもらえるから取り分が多くなるし。魔術剣や魔術鎧装マギア・メイルだって、いいのを貸してもらえる」

　アーヴェイの視線がカーロの魔術剣に向けられる。その視線に気づき、カーロはさっと剣を隠すようなそぶりをする。

「……あげないよ？」

「いらねぇよ。だいたいそれ、おまえに合わせてチューニングしてあるんだろ？」

「うん。やっぱり、店で買った量産品をそのまま使うより、ずっと魔力の通りがいいよ。一人一人魔力の癖？　みたいなのがあるみたいなんだけど、それに合わせると効率がよくなるんだって」

　知ってるよ、とアーヴェイは気のない返事をする。

「アーヴェイは？　最近はどこの工房のを使ってるの？」

　カーロのなにげない問いに、アーヴェイはむすっとした顔で剣帯から鞘さやを外して放る。

「うわっ!?　っとと……危ないなあ、もう。…………あれ？　これって……金属剣？」

「そうだよ」

　おもしろくなさそうな顔でアーヴェイが答える。

「魔術機巧は……どこにも組み込むところないよね」

「骨こつ董とう屋やで買ったなまくらだ。魔術機巧の技術が発掘されて実用化される前に、人間同士で戦うために作られた、前時代の遺物だよ」

「アーヴェイの腕が立つのは知ってるけど……こんなので魔獣と戦えるの？」

「戦えるかどうかってより、やるしかないだろ。フリーの冒険者が、そうそう新品の魔術剣マギア・ソードなんて上等なもん買えるか。家賃だってまともに払えてねぇってのに……」

　魔剣、聖剣の類が量産化されてから数十年。その相場は生産体制の効率化に伴い下がっていったが、それでも量産モデルの魔術剣でさえ数カ月分の食費と同等の価格だ。厳選された魔獣素材を使った匠たくみの手による一品ものともなれば、中古住宅と同等の値段になる。

　ちなみに、カーロは南部の国のそこそこ裕福な家柄らしく、フリーの頃から新品の魔術剣を使っていた。

「あんまり無茶しないでね、アーヴェイ。ただでさえ、単ソ独ロ冒険者は危険なんだから。……せめて、サポーターがいれば僕も少しは安心なんだけど」

「サポーターねぇ……」

　地下大遺跡に潜る冒険者は、サポーターと呼ばれる補助役を雇っての二人一組バデイが基本だ。

　長期的に遺跡に潜る場合、食糧や各種狩猟道具、予備の武器などを持っていく必要がある。しかし、遺跡に潜るのなら魔獣との遭遇は避けられない。魔獣に襲われた際、冒険者が十全に戦えるよう、物資の輸送を請け負うのがサポーターだ。

　また、それ以外にもサポーターは通った道の地図を作ったり、魔獣を避けるためのルートを提案したりと、時として冒険者以上に遺跡について詳しくなければならない。

　元は騎士が戦場に連れ歩いていた従者が似た役割を担っており、時代が下るにつれて冒険者もそういった補助役を雇うようになり、専門職として定着したという。

　サポーターには怪け我がをするなどして戦えなくなった冒険者が多い。そういった熟練サポーターは遺跡や魔獣に関する知識も豊富であり、冒険者に重宝されている。長期契約サポーター、専属サポーター、日雇いサポーターなど形態は様々だ。

　アーヴェイもサポーターを雇えば遺跡のより深い場所にまで足を延ばせるのだが──

「試しに、遺跡協会の掲示板で募集をかけてみたら？　雇い主を探してるサポーターが見つかるかも知れないよ」

　ふっ、とアーヴェイが遠い目になり虚無的な微笑を浮かべる。

「おまえは俺が募集をかけて、志望者が集まると思うのか？」

「…………なんか、ごめん」

　カーロとて、アーヴェイが冒険者たちの間で浮いた存在なのは知っている。アーヴェイが募集をかけたところで、好き好んで応じる者がいるとは思えなかった。

　カーロは友人の現状を見かねたように、おずおずと口を開く。

「……ねぇ、アーヴェイ」

「ん？」

「アーヴェイさえよかったらなんだけど、その……僕が契約してる工房に頼んで、アーヴェイを雇ってもらうっていうのは──」

「カーロ」

　遮るアーヴェイの声は、むしろ穏やかだった。

　カーロが心からアーヴェイを心配してくれているのはわかっている。けれど──

　アーヴェイが言わんとしていることは、それだけで伝わったらしい。

「うん……そうだよね。ごめん、変なこと言って」

　カーロは落ち込んだようにテーブルに視線を落とす。

「ま──、今夜は飲もうぜ。おまえの奢おごりで」

「うん……いやっ！　さりげなく僕に奢らせようとしないでよ！」

　少々強引ではあったが、カーロが元気を取り戻したのを見て、アーヴェイは醸造酒エールを呷あおった。




「……かっこつけすぎたかね」

　それから一時間後──アーヴェイは集合住宅アパートメントの自分の部屋に入るなり、ベッドに身を投げ出してぼやいた。

　遺跡都市にやってきてから一年、幾度も工房との契約審査に臨み、そして落選してきた。

　カーロはまだ工房と契約して半年も経たっていない。口利きがあったところで、アーヴェイがすんなりと雇ってもらえるとは思えない。それでも、誰からの保証もない状態よりは、ずっと望みがあるだろう。

　それでも──意地があった。

　自分自身の力で身を立てる──そう目標を立てて、故郷を飛び出してきた。

　けれど、実際は来る日も来る日も魔獣を狩り、フリーランスの弱みに付け込まれて戦利品を買かい叩たたかれながら生活する日々。

　──果たして、これが自分のやりたいことだっただろうか──？

　この街に来た時、自分はもっと大きな目標を持っていたのではなかったか？

　酩めい酊ていした頭ではろくに思考が定まらず、記憶の中に埋もれつつあるその感情に手を伸ばしても、指先をすり抜けていってしまう。

（……これでいいのか？）

　そんな思考もやがてぼやけて輪郭を失い、アーヴェイはまどろみに落ちていった。





　　　　◇






　翌日もアーヴェイは、遺跡協会支部へと向かう。

　協会支部の周囲は、冒険者御ご用よう達たしの様々な商店が並び、午前中から賑にぎわいを見せている。これから遺跡に潜ろうとする者もいれば、武具や各種狩猟道具を真剣に見定める者もいる。

　ふと──そんな雑踏の中、場違いなシルエットを見た気がして、アーヴェイは後ろを振り返る。

「……っ、ひゃわっ！」

　そんな慌てた声をあげ、小さな人影が路地に引っ込む。

（……そういえば、人を惑わせる妖精の話があったな）

　おびき寄せた子供を妖精の国にまで連れて行く、といった類の話だ。伝承によっては人間の子供と入れ替わるとか、少々物騒なケースもある。

（まあ……その辺の商店の子供かなにかだろうな）

　アーヴェイは取り立てて気にせず、協会支部の建物へと入った。

　──その後ろをこっそりつける、小さな人影には気づかぬまま。




「それではアーヴェイ様。本日はお一人での遺跡探索ということでよろしいでしょうか？」

　先日の新人らしき受付嬢とは別の、しばしば顔を見かけるベテラン受付嬢がアーヴェイに応対する。

「ああ。単ソ独ロだ」

「それでは、こちらの申請用紙に記入を」

　受け取った用紙に必要事項を記入していく。

　遺跡協会が管理している登録番号、氏名、冒険者階級、予定到達深度、帰還予定時刻。所属工房はないので横棒を引く。

（随伴者、ゼロ人──）

　そう書こうとした時である。

「助けてくださいっ！」

　威勢のいい声が、ロビーに響き渡った。

　声のした方を見れば、支部の入り口にいたのは小さな──本当に小さな女の子。

　年齢は十歳より少し上だろう。深緑色のドレスに、大きなリュックを背負っている。

　明らかにその少女は、ぱっちりした大きな目でアーヴェイを見ていた。

「…………？」

　無論、見知った仲ではない。遺跡都市で顔見知りの相手など数えるほどだし、恐らくはまだ文法学校に通っているであろう少女の知り合いなど、いようはずもない。

「追われてるんですっ！　助けてください！」

　切羽詰まったはずの状況の割には、やけにはきはきと少女は言う。まるで事前に決めてあった言葉を読み上げるように。

　トテテ、とアーヴェイの背中に隠れ、服の裾すそにしがみつく少女。

（なんで俺に……ていうか）

「……なんか知らんが、揉もめ事ごとだったら事務所に保護してもらえば──」

「しまった！　ついに追いつかれましたっ！　ここまで逃げてきたのにっ！」

「いや聞けよ」

　というか、いちいち言葉が芝居がかっていて棒読みくさい。

　少女はちらっ、ちらっ、とアーヴェイの顔を見上げ、

「ここまで逃げてきたのにっ！」

　もう一回言った。

　どうにも話が進みそうにないので、アーヴェイはため息をつきつつ少女に問う。

「……追われてるって、誰に？」

　ぱぁっと少女の顔が明るくなる。それで、少女の中で組み立てられていたなにかの段取りをこなしたのだろう。やけに嬉うれしそうに元来た方向を指さし、

「あの人たちです！」

　そこには、汚れたつなぎ姿の男たち。その顔は目出し帽で隠されていた。

「ま、まてー」「ようやく、お、追いついたぞー」「に、逃がさん、ぞ……？」

　両手を上げ、少女ににじり寄る男たち。これまたなんともわかりやすい〝悪漢〟だった。

「大変です！　あの人たちに捕まったら、大変なことになります！」

　そして少女が口にする危機感もまたふわっとしていた。

「……どう大変なんだ？」

「へっ？」

「捕まると、どうなるんだ？」

　アーヴェイがジト目で問うと、少女は言葉を詰まらせて視線を泳がせる。

「えっと、こう……縛られたり、とか……じんもん？　されたり、とか……？　と、とにかく！　なんかこう、そんなやつですっ！」

　設定の練り込みが甘かった。

　一方、なんの見世物かと集まる視線に、男たちは明らかに及び腰になっている。

「なんでこんな場所に……」「お嬢の遊びだったんじゃないのか……？」「……死にたい」

　ひそひそと小声で言葉をかわす目出し帽の男たち。背中を丸めて人目を避けようとする姿には哀愁が漂うが、注目するなというほうが無理というもの。

　乗り切れていない演技というのは、こんなにもいたたまれないものなのか。周囲の者も困惑したような、あるいは冷めたような視線を向けている。

　そんな中でただ一人、少女は全力で自分の役に没頭していた。アーヴェイの服の裾をぎゅっと握りしめて──皺しわになるのでやめてほしい──、ぎりぎりと奥歯を噛かみ、

「くっ……！　こうなったら逃げ場はもう、遺跡の中しかないですねっ！」

「いや、普通にあるだろ。協会の事務所とか」

　第一、遺跡協会で揉もめ事ごとを起こそうものなら速攻でフル装備の警備隊が飛んでくるはずだ。これがなにかの茶番であることはわかるだろうから、受付嬢も非常ベルを鳴らしてはいないのだろうが。

　なんでもいいが、アーヴェイとしてはさっさとこの場を収めて欲しい。

　そう思って、受付嬢に助けを求めるように視線を送る。が──

「まぁ、それは大変！　ささ、早く遺跡の中へ！」

　なぜか、受付嬢は少女の言い分に乗っかっていた。

「いや待て。明らかに茶番だろ」

　ふっ、と受付嬢は慈愛に溢あふれる微笑を浮かべる。そして迷える者に行く道を示す聖職者のように穏やかな声で告げる。

「アーヴェイ様。人が誰かを救う機会というのは、そう巡ってくるものではありません。試練とは唐突に訪れるもの。──ご決断ください。今こそ、貧相な一冒険者であるあなたが英雄ヒーローになる時」

「壮大っぽいナレーションで押し通そうとすんなっ！　俺は生活費を稼ぐので精一杯なんだ！　……あと、さりげなく貧相とか言うな」

　なにこの受付嬢。さらっと人が気にしてること抉えぐってくるんですけど。

　ギュっ、と少女が全身でアーヴェイの腕に抱き着いて引っ張り始める。

「行きましょう！　早くしないと百万人の敵の増援が来ます！」

「人数適当すぎるだろ！　もうちょっとリアリティのある数字に収めとけよ！　戦争でも始まるの!?」

「さあ、急いで！　ここは私が責任をもって食い止めます！」

「あんたもノリノリだなっ!?」

「「さあっ！」」

「いやっ、ちょっ、まっ……！」

　反論の言葉が喉を通るより先に、アーヴェイは少女に遺跡の入り口へと引っ張られる。

　力任せに振りほどくのは簡単だが、怪け我がをさせるわけにもいかない。

　結果、されるがままに遺跡へと引きずり込まれていった。

　──ふと、子供が妖精に惑わされて連れていかれるおとぎ話を思いだしたが。

　少女は妖精にしては強引すぎるし、自分はかどわかされる子供にしては可愛かわいげが致命的に足りないな──なんてことを、他ひ人と事ごとのように思った。




　アーヴェイと少女の二人が遺跡に入っていったのを確認すると、受付嬢は何食わぬ顔でアーヴェイが残していった申請書類を手に取る。

　随伴者の人数を示す欄には、まだなにも書かれていない。

　受付嬢は羽ペンを手に取ると、

［　随伴者　──　子供　　１名　］

　何食わぬ顔で、そう書き加えた。

　後には困惑する冒険者たちと、所在なげな目出し帽の男たちだけが残された。





　　　　◇






　少女に手を引かれて数分走り、二人はようやく足を止めた。

（これは──どういう状況だ？）

　流れだけ見れば、悪漢に追われていた少女を咄とつ嗟さに助け、遺跡に逃げ込んだ、という形になるが。

（どちらかと言えば、俺が引きずり込まれたわけだが）

　一方、少女はというと──

「ふぅー……うまくいったです。さくせんせいこう」

　満足げにひとり頷うなずいていた。

（いや、まったく成功してないが）

　なんか流されただけだし。流れが雑過ぎて、誰一人騙だまされてなかったし。追っ手役の男たちなんか「死にたい」とか言ってたし。

　ともあれ、どういうつもりかは知らないが、この少女は遺跡に入る事か、アーヴェイを巻き込むことが目的だったのだろう。もしくは両方か。

　こちらの訝いぶかる視線に気づいてか、少女は「こほん」と可愛かわいらしく咳せきばらい。

「あぶないところを助けていただき、ありがとうございましたっ！」

　頑かたくなに追われていたという設定を貫くつもりらしい。もうこの際、少女に合わせた方が話が進みやすい気がしてきた。

「まあ、それはいいが……あいつらはなんなんだ？」

「あの人たちはうちの従業員……じゃなくってぇ！　知らない人たちですっ！　見たこともないですっ！　どこかの人さらいさんたちですっ！」

　普通に答えそうになって、慌ててぶんぶん首と両手を振る。

「なんで初対面で人さらいだとわかるんだ？」

「人さらいっぽい顔だからですっ！　ウマ顔の人とか特にっ！」

「マスクを被かぶっていたが」

「…………」

　ジッと目を見ると、冷や汗を垂らしながら小動物のようにくりっとした大きな瞳で見返してくるが、ふと視線を斜め下に逸そらしてもじもじし始める。

「あ、すまん。怖がらせちまったか」

　なにせ、近づくだけで赤ん坊は泣き、犬は吼ほえ、カラスは合唱しだすほどの凶相である。

　だが、少女はもじもじしながら、

「いえ、そうではなくて、そのぅ……」

「…………？　なんだ、どうかしたのか？」

「あの、そのぅ……そんなに見つめられると、照れちゃいます……はぅぅ♡」

　──……はぅぅ？

　なんだ。この反応は。顔が赤いが、赤面症かなにかか？

　経験したことのない少女の反応に戸惑う。とりあえず、怖がられてはいないようだが。

「あのぉー……ですね。わたしの顔、覚えてませんかっ？」

　もじもじしながら、少女はアーヴェイを見上げて問う。

「…………？　会ったことはないと思うんだが」

　少女は食い下がるように背伸びして顔を近づける。

「ほらっ！　先週遺跡の中でっ！」

「遺跡……？」

　街で会ったのかと思っていたが、違うらしい。しばし考え──思い至る。

「ひょっとして……魔獣に襲われてた冒険者に紛まぎれてた、小さいのか？」

「そうですっ！」

　覚えていたのが嬉うれしいのか、ばんざいしてぴょこぴょこ跳ねる少女。

「わたし、リリーシャっていいますっ！　あの時は助けていただき、ありがとうございましたっ！」

　少女──リリーシャは小さな体で深々とお辞儀。勢いあまり、膨らんだリュックが頭へとずりおちて「あわわっ」と慌てて両手で支える。

　つまり、少女はアーヴェイに礼を言うために近づいたということだろうか。それだけなら、街で一言声をかければ済むことだろうに。

「あー……俺はアーヴェイだ」

　名乗られたのだから、名乗り返すのが礼儀だろう。

「アーヴェイさん……素敵な名前ですねっ」

　そろえた手の平を頬に寄せ、花が咲くような無む垢くな笑顔を向けてくる。

「アーヴェイさん！」

「ああ」

「アーヴェイさんっ？」

「ああ。どうした？」

「アーヴェイさ──んっ♪」

　なにが楽しいのか、ひたすらアーヴェイの名を連呼しながらくるくる回って跳びはねる。

　ちょっとしたことで喜び、体全体で嬉うれしさを表現する。真夏に咲く花のように無む垢くな笑顔は眩まぶしく、ちょこちょこと動き回る様子は子犬のようだ。

　つまるところ──それは、『年頃の女の子』という未知の生き物だった。

「アーヴェイさんっ。お話ししましょう！」

「いや、話って……今もしてただろ？」

「聞きたいんです！　アーヴェイさんのお話！」

　流されている気はしたが、アーヴェイの中にあった毒気ごと、そういうものが軒並みどうでもよくなっていく。そんな他人を巻き込むような無垢さが、リリーシャにはあった。

　アーヴェイはため息をつく。

　第一階層の中でも地上に近いこの辺りなら、それほど強力な魔獣がいるわけでもない。

　らしくないな、とは思いながらも、

「──それじゃ、少し歩くか。冒険者が使う、ちょっとした休憩所みたいな場所がある」

「はいっ！」

　アーヴェイが言うと、リリーシャは自分が悪漢から逃げてきたという設定すら忘れた様子で、目を輝かせた。

　しばらくは、この少女の茶番につき合おう。たまにはそういう気まぐれもいいだろう。

　そんな風に思った。




　遺跡都市の直下に広がる、広大無辺な地下大遺跡。

　その本質は、神話時代に作られた一種の疑似的な生態系──いわば、人工的に作られた世界環境そのものだと言われている。

　地下第一階層、第二階層、という数え方はするが、それぞれの階層は水平の広がりだけでなく、縦にも複層的な構造になっている。広場があり、横穴があり、時には湖や断だん崖がい絶壁があったりと、到底人工物とは思えない広大な空間が広がっている。

　アーヴェイも写像板フオトグラフでしか知らないが、第三階層まで下れば〝水晶の街〟と呼ばれる数百メートル四方もの広大な区画まであるらしい。

　神話時代の末期、神々の加護を受けた英雄と、異界より現れた邪神との戦いによって、地上は焦土と化したという。その災さい禍かから逃れるべく、人々は地下に居住空間をつくり、生態系も次世代に残すため、階層ごとに様々な環境を作ったのではないか。

「──というのが、学者たちの間での定説だ」

「なるほど、そうなんですかっ！」

　リリーシャに合わせた歩幅で歩きながら、アーヴェイは遺跡に関する知識を話していた。

　どちらかと言えば説明下手なアーヴェイだったが、リリーシャはふんふんとしきりに頷うなずきながら、話の続きを促してくる。

「そんな地下遺跡が、なぜ魔獣の住処すみかとなっているかとか、地下に住んでいた人々はどうなったかとか、明らかにされていないことは多い。その原因を探ること……つまり、神秘の探究もまた、遺跡に潜る冒険者の目標だ」

「かっこいいですぅっ♪」

「見ての通り、第一階層は岩盤がむき出しで狭い通路が多い。外敵を迎え撃つための区画だったんじゃないかとも言われている。第一階層は遺跡というよりは、迷路みたいに入り組んだ洞どう窟くつだと思った方がいい」

「探検してるみたいで楽しいですねっ！」

　感情表現が豊かなリリーシャに乗せられ、アーヴェイもついつい言葉を続けてしまう。

　そうこうしているうちに、二人は開けた広場のような場所に出た。

「この辺で休むか」

　アーヴェイが手近な岩に腰掛けると、すぐ隣にリリーシャもひょっこり座る。

　ふと思い、アーヴェイは問う。

「なぁ、リリーシャ」

「なんですか？」

　ただ名前を呼ばれただけで嬉うれしいとでもいうように、リリーシャはニコニコ顔でアーヴェイを見上げる。

「おまえ、俺のことが怖くないのか？」

「ほぇ？」

　こてん、と首を真横に傾かしげ、くりっとした目を一層丸くするリリーシャ。

「俺は見ての通り、この顔だからな。愛想笑いみたいな器用な真ま似ねもできない。……というか、笑いかければ怯おびえられるくらいだ」

　日頃の苦労を思いだして苦い顔になるが、リリーシャは大きく首を振る。

「ぜんぜん怖くなんかないですよ！　えっと……目はきりっとしてて、こう、野性的ですし！」

「獲物を前にした空腹の狼おおかみの目って言われるな」

　野性は野性でも、ガチで人を食うやつ。

「笑った時の顔は、すごく力強いです！」

「俺が笑うと子供は泣くし、大人も腰を抜かすんだよな」

　笑顔は普通、人を落ち着かせるものだ。

　褒める言葉を探すも、だんだん苦しくなってきて冷汗をかくリリーシャ。

「えっと、その……とっても個性的です！」

「うん……いいよ、リリーシャ。無理に善い言い方探さなくても」

　たぶん、宇宙のどこを探しても見つからないから。

　けれど、そんな一生懸命なリリーシャに救いのようなものを感じてもいた。いつだってアーヴェイに向けられるのは、警戒か恐怖だった。けれど、どういうわけかリリーシャは懐いてくれる。

　だからこそ、疑問だった。

「なあ、リリーシャ」

「はいです。なんですか？」

「追ってきた男たちは知り合いか？」

　不意打ちじみた問いに、リリーシャの表情が固まる。

「あぅ」とか「えぅ」とかいう声が口から漏れていたが、やがて観念したかのようにしゅんと肩を落とす。

「……はい。わたしの家で働いてもらってる従業員の人たちです。お願いして、協力してもらいました」

　従業員ということは、なにか店でもやっているのだろうか。

「あうぅ……怒りましたか？」

　眉まゆをハの字にして恐る恐る問うリリーシャに、アーヴェイは苦笑する。

「別に怒ってはないさ。ただ、そこまでしてどうして俺と遺跡に入りたがったのかが、どうにもわからなくてな」

　すると、途端にリリーシャはもじもじし始める。

「あ～ぅ～……そのぅ……言わないとだめですか？」

「言えない話なのか？」

「えぅ……」と弱ったような声をあげ、両手の人差し指をつんつんと突き合わせる。

「それはぁ、そのぉ～」

　ちらっちらっ、とアーヴェイの顔を盗み見て。

　やがてリリーシャは勢いよく顔をあげると、アーヴェイに向かって叫ぶ。




「好きだからですっ！」




　両頬に木の葉のような手を当て「きゃー♪　言っちゃった♡」と叫びつつ、小さな体を捩よじらせるリリーシャ。

　一方、アーヴェイは得心顔で頷うなずいた。

（なるほど──そういうことだったか）

　これでも、遺跡都市でそれなりに経験は積んできたつもりだ。こうもはっきり言われてわからないほど、鈍感ではない。

「ああ──わかるよ」

「……え？」

「俺も、そうだからな」

「…………っ！　そ、それって……！」

　感極まったように、ただでさえ赤かった頬をさらに紅潮させるリリーシャ。

　高鳴る鼓動を聞かれまいとするかのように胸を押さえ、震える声を唇にのせ──

「じゃあ……アーヴェイさんも……！」

「ああ──」

　感極まり、夢見るように瞳を潤ませるリリーシャに、アーヴェイは続けた。

「いいよな、遺跡」

「わたしのこと……ふぇ？」

　リリーシャの表情が固まる。それに気づかず、アーヴェイは続ける。

「遺跡は奥が深い。発掘が始まってから五十年以上になるが、それだけの時間をかけても、発掘されたのは全体の二割にも満たないと言われている。それでも地表の街の十倍以上の広さがあるし、構造が複雑なせいで、浅い階層も完全には調査が完了してないほどだ」

　スイッチが入ったように饒じよう舌ぜつになるアーヴェイに、リリーシャは目を白黒させる。

「あ、あの……アーヴェイさん？」

「神話時代の歴史を探ることも重要だが、冒険者にとってなによりの憧あこがれは、神話の英雄が使っていた武具──〝神話断章ロゴス・ミーデイアム〟を発見することだ。神話時代の英雄譚たんに記された、今の技術では遠く及ばないと言われている伝説の武具の数々……その現物を発見できれば、三代遊んで暮らせるほどの大金が手に入るとも言われている」

　勢いづいたアーヴェイはリリーシャの声にも気づかず、遺跡に関する話を延々と続ける。

「うぅぅ……思った以上の朴念仁です……でも、その不器用さがまたいいっ！」

「リリーシャ？」

「はいですっ。聞いてますよぉ？」

　にぱー、と笑顔を返すリリーシャに、アーヴェイは頷うなずいて遺跡の話を続けた。




　リリーシャの当初の意図からは離れていたが、アーヴェイが楽しそうに話す姿を見るのは、それだけで楽しい時間だった。

　本人は顔が怖いと気にしていたようだったが、リリーシャはまったくそんなことは思わない。むしろ、遺跡について話し続ける姿は少年のようでもあり、リリーシャはその横顔を見ているだけで幸せな気持ちになれた。

「へぇ～。アーヴェイさんはおじいさんから戦い方を習ったんですかっ！」

　しばらく遺跡について話し込んだ後、話題はアーヴェイのことに移っていた。

「でも、あんなに強いのに、どうしてどこの工房にも所属してないんです？」

　心底不思議そうに、リリーシャは人差し指を顎あごに当てて、くりっと首を傾かしげる。

「それは……俺の人相が悪いからだろうな」

　遠い目になるアーヴェイ。

「どこへ行っても怖がられて門前払い。サポーターも雇えない……おかげで家賃と食費を削りながら、安物の中古剣で来る日も来る日も魔獣狩り……」

　アーヴェイは陰いん鬱うつにため息をつく。

「冒険者として成功しようと勇んでこの街に来たんだが、これじゃあ故郷で鹿しかを狩ってた頃と変わりゃしねぇ……はは」

　自虐的な乾いた笑いが漏れる。

「ほんと、このまま続けてたってな……潮時なのかね……」

　この街に来てから張り続けてきた意地が、ぷつんと途切れそうになっていた。

　冒険者は当たれば大きい仕事であると同時に、日々の生活もままならず引退する者も多い。中には借金までして続けようとして、身を持ち崩す者もいる。

　そんな世知辛い情勢で意地を張り続けるのも、だんだんとしんどくなってきていた。

「アーヴェイさん……その、わたしは自分の力で生活したこととかないから、どれだけ大変なのかわからないんですけど……」

　リリーシャがおずおずと、遠慮がちに声をかける。

「アーヴェイさんはすごいし、かっこいいです。わたしのことだって助けてくれました。だから、その……うまくは言えないんですけど……元気出してくださいっ！」

　きゅっと拳を握りしめて言うリリーシャ。拙つたないながらも、なんとか励まそうとしてくれているのが伝わり、アーヴェイはささくれ立っていた気分が和らいでいくのを感じた。

「リリーシャ……」

　顔は小さいのに瞳は大きく、近くから覗のぞき込まれると自分の顔が映っているのが見えた。

「それに、あの……ひょっとしたら、お手伝いできるかもしれません。わたしの……知り合いの家が武具工房なんです」

　途中で妙な間を開け、リリーシャはそんなことを切り出した。

「だから紹介すれば、アーヴェイさんを専属冒険者として雇ってもらえるかも……」

　似たような話は、つい先日も友人から受けた。

　一瞬、意地も何も捨てて飛びつけばいいのでは、とも思いかけるが。

　アーヴェイはゆっくりと首を振る。

「ありがとう。──けど、大丈夫だ。やるんなら、自分の力で何とかしたいんだ」

「……そう、ですか」

　リリーシャは落ち込んだようで、少々心苦しかったが。次の瞬間には、また顔をあげる。どこか、決意を窺うかがわせる眼まな差ざし。

「あの……さっき、サポーターを雇えないって言ってましたよね」

「ああ」

「わたしじゃ、ダメですか？」

「……なに？」

　今度は即答とはいかなかった。

「わたしを……アーヴェイさんの相棒サポーターにしてくださいっ！　なりたいんですっ！」

　いや。それは──

「それは……無茶だろう」

「どうしてですか？　わたしが子供だからですかっ？　わたし、がんばります。アーヴェイさんのお役にたてるように、がんばりますからっ！　だからっ！」

　縋すがるように言葉を重ねるリリーシャに、アーヴェイは戸惑う。

　──どうすればいい。

　冒険者業界は、明日をも知れぬ厳しい社会だ。

　遺跡の脅威は魔獣だけではない。神話時代の人々が残した数々のトラップもあるし、なにより警戒すべきは重要区画を守護する守護機械兵ガーデイアンだ。

　神話時代の失われた技術ロストテクノロジーで造られた守護機械兵は、数千年を経てもなお稼働し続ける、〝生きた遺物〟だ。現代の技術者には未いまだ再現不可能な、複雑な魔術機巧が内蔵されており、疑似的な知性すら備えているという。数々の兵器を搭載している上、生半可な攻撃は魔導絶ぜつ縁えん被ひ膜まくで遮断してしまう、冷徹無慈悲な自律兵器。

　遺跡の脅威は、子供にどうこうできるものではない。

　戦闘技能の他、罠わなの解除や魔獣の痕こん跡せきを見極める知識も必要になる。それらは一朝一夕で身につけられるものではない。

　あまりにも現実的ではない申し出。

　子供の戯たわ言ごとと笑って流すこともできるかもしれない。

　だが──アーヴェイは、じっくり自分の中で言葉を探してから、一言一言、リリーシャに告げる。

「冒険者ってのは、自分の命を危険にさらすことが日常だ。この街には冒険者が多すぎて実感がないかもしれないが……それは本来なら、とても異常な生き方だ。遺跡都市を一歩出れば、冒険者も山賊も大して変わらない。実際、身を持ち崩して山賊に成り下がる冒険者も多い。逆に、よそで罪を犯して遺跡都市に逃げこんで、冒険者として食いつないでいるような奴やつらもいる。──そんな連中の中に、リリーシャを連れてはいけない」

　リリーシャは衝撃を受けたように息を呑のむ。

「でも……でも、アーヴェイさんはいい人ですっ！　わたしを助けてくれたもんっ！」

　瞳を潤ませるリリーシャに怯ひるみそうになりながらも、アーヴェイははっきり告げる。

「俺は、明日死ぬかもしれない。俺が遺跡の中で死ねば、リリーシャを無事に家に帰すことができなくなる。……そうなれば、悲しむ人が大勢いるだろう？」

　だから──と、アーヴェイは言葉を結ぶ。

「俺は、君を相棒サポーターにすることはできない」




　それからすぐに、アーヴェイはリリーシャを連れて遺跡を後にした。帰り道、リリーシャは一言も喋しやべらず、ゆっくり歩くアーヴェイの少し後ろをついてきた。

　協会支部に戻ると、受付嬢はリリーシャの落ち込んだ様子に肩をすくめて苦笑する。どうやら、以前からの知り合いらしい。

　言いたいことはあったが、とりあえず今は後回しとする。

「この子の家はわかるか？　送っていきたいんだが」

「ウェルキン通り、二十八番地です。私が送りましょうか？　あと少しで交代時間ですし」

　告げられた住所は、ここからわずか数分の位置だった。

「いや、いい。俺が送るよ」

　落ち込んだリリーシャを一人で帰すわけにはいかなかったし、なにより家族も心配しているだろう。早めに送り届けてあげたかった。

　リリーシャの願いは叶かなえることはできないが、せめてそれくらいはしよう。

　そう思った。




　賑にぎわう通りを抜け、教えられた住所へ向かう。

　正確な場所はリリーシャに聞くつもりだったが、その前に迎えが現れた。

　目出し帽を被かぶっていたうちの一人だろう。つなぎ姿の男がリリーシャを「お嬢！」と呼びながら駆け寄ってきて、怪け我がなどがないことを見て取ると、ホッとした顔になる。

　あからさまに胡う散さん臭くさそうな視線を向けてくるが、リリーシャがアーヴェイに頭を下げて「……今日はありがとうございました」と告げると、さすがに邪険にはできなかったか、申し訳程度の会釈をしてからリリーシャを連れて行った。

　立ち止まって向かう先を見ていると、二人は年季の入った建造物に入っていく。

　屋根には巨大な煙突があり、通気性を重視してか壁が少ない作りのため、巨大な炉や鞴ふいごといった設備が見えた。

（武具工房って、自分の家のことだったのか）

　自分のなにを気に入ってくれたのかは分からないが、あの子なりの善意の提案を撥はね除のけたことへの罪悪感がちくりと胸を刺す。

　その痛みを振り払うように、アーヴェイは肩を落とした少女の華きや奢しやな背中から目を背け、その場を後にする。




　結局、少女の寂しげな顔がちらつき、その日は改めて遺跡に潜る気にはなれなかった。





　　　　◇






　夢を見ていた。

　それが夢だとわかったのは、幼い頃の自分を見下ろす視点にいるからだ。

　そこにいる自分は身長が伸びきっていないやせっぽちのガキで、年齢はたぶん、十二か十三くらいだろう。

『じいさん……おれ、冒険者になりたいんだ！』

　強い口調で祖父に訴える姿は、今の自分と同一人物だとは思えなかった。

　今ほどは目つきが悪くない自分は、背筋が伸びているからか年齢の割に大柄な祖父に対し、気け圧おされそうになりながらも一歩も引かない気概をもって向かっていた。

『やめとけ。死ぬぞ』

　ぶっきらぼうな祖父の返答は、あまりに身も蓋ふたもない。

　大人らしく諌いさめるなり諭すなりしてもいいんじゃないかとも思うが、思えば祖父はそういう言い方しかしない人だった。

『そんなの、やってみなきゃわかんないだろ！』

　幼い自分は食ってかかる。

　なんの根拠もない自信。ものを知らないがゆえの、向こう見ずな野心。

　けれど──それが今では、眩まぶしく思えた。

　かかっ、と祖父は独特の笑い方をする。馬鹿な子供の戯たわ言ごとを笑い飛ばすように。

『そうさな。無様に屍しかばねさらすも、おまえの自由だ』

　けれど、その言葉にはどこか共感するような、認めるような響きがあって。

『それならそれで、生き残り方くらい覚えてけ。死ぬよりゃ生きてる方がいくらかましだ』

　その日から、剣術の稽けい古こがより厳しくなったのを覚えている。そうして仕上がった技はなによりの餞せん別べつとなった。

　その餞別が、自分を神話の英雄にどの程度近づけてくれたかはわからないけれど──

　少なくとも、一人の少女の憧あこがれになれるくらいには、強くなれたらしかった。




　そんな夢を見て、目を醒さました。

　外はまだ暗い。水でも飲むかと起き上がり、なんとなく部屋に備え付けられた鏡を見る。

　そこに映った顔に、夢で見た少年のような熱気はない。日々の糧を稼ぐのに追われ、それにも慣れてしまった男の目が見返してくるばかりだった。

　思いのほか、リリーシャの頼みを断ったことが尾を引いているらしい。

「……だっせぇな」

　あの日の自分が今の自分を見たら、そう言うだろう。

　そのあとは結局、明け方まで眠れなかった。





　　　　◇






　夜が明けて、アーヴェイは特に目的もなく街をぶらついていた。

　気晴らしがてら、気の向くままに町を散策する──つもりだったのだが。

　気が付けば、アーヴェイの足は昨日の工房へと向いていた。

　どうやら、自分で思っていた以上にリリーシャのことが気になってしまっているらしい。

　とはいえ、真正面からいきなり入っていったところでなにを言えばいいのか。

『リリーシャさんいますか？』

　どこの世界に友だちを誘いに行くような気安さで、あの年齢の少女に会いに行く男がいるというのか。

『お嬢さんとのことでお話があるんですが』

　怪しい。というか、そもそも自分があの子を指名すること自体が既にアウトなのでは。

『おたくの娘さん、出してもらえますかね？　いやなに、ちょっとした用事がありましてね、うぇへへ（せいいっぱいの愛想笑い）』

　通報待ったなしだ。

「……どうすればいいってんだ」

　などと苦悩の呻うめきを漏らしていたら。

「あら？　あらあら？」

　後ろからおっとりした声が上がる。

　振り返ると、そこには二十歳前後と思われる女性がいた。目を弓なりに細めた微笑がよく似合う、温和そうな女性だ。三つ編みに結んだ髪を肩から前に垂らしており、その色はリリーシャのものによく似ていた。

　どうやら買い物帰りらしく、手には紙袋を抱えている。

「あなたは……ひょっとして、アーヴェイくん？」

　自分の名前を知っていたことに軽く驚くが、そもそもここはリリーシャの家の前だ。となると、女性はリリーシャの身内だろうか。

「ああ……そう、ですが」

　言葉遣いが安定せず、不愛想な丁寧語になってしまった。けれど女性は気にした様子もなく、

「やっぱり！　リリィちゃんから聞いていた通りのお顔だったから、すぐにわかったわ」

　やはりリリーシャの身内らしい。年齢差からして、姉かなにかだろうか。

　というか、自分の凶相を見て一目でそれとわかるあたり、リリーシャがどう説明していたのか想像して、ちょっと複雑な気分になった。

「昨日はどうも～。リリィちゃんがお世話になっちゃって。今日は、リリィちゃんにご用かしら？」

「用ってほどじゃないん、ですけど……少し、気になって」

「あらあらあら[image: ][image: ]」

　今度の「あらあら」はさっきよりも長かった。気持ち、女性の笑みが深くなる。

「積極的ねぇ、わざわざ会いに来てくれるなんて。若い頃を思い出すわぁ～」

「…………？」

　十分若いが、妙な言葉の選び方をする人だなとアーヴェイは思う。

「まぁまぁ、立ち話もなんですから。中へどうぞ～」

[image: ]

　こちらの返事を待たず、女性は作業場の隣にある事務所らしき部屋の扉を開いて入っていく。アーヴェイは躊躇ためらいつつも、後に続いた。




「さぁさぁ、入って入って～。狭いところですが」

　勧められるまま、アーヴェイは応接スペースらしき一画のソファに腰を下ろした。

　女性は手早く湯を沸かすと、二人分の紅茶と茶菓子を用意し、アーヴェイの対面に座る。

「どうぞ～」

「……頂きます」

　妙な流れになったな、と思いつつ紅茶に口をつける。

「それで？　リリィちゃんとはどこまでいったのかしら？」

　奇妙な物言いに首を傾かしげかけるが、遺跡の話だと見当をつける。

「それほどは。深入りは危険ですから」

「確かに、危険な香りがするわねぇ～」

　なにか、意味深な物言いで微笑ほほえむ女性。

「まあ……せいぜい、お試し程度ですよ。さわり部分だけ」

　魔獣がいるような場所までは行っていない。遺跡の表層部にだけ入って戻ってきたと言えば、家族としても安心するだろう。

「お試し？　お触り？」

　女性は人差し指を唇にあててしばし考え、

「……不純異性交遊？」

「ぶはぁっ！」

　口に含んでいた紅茶を吹き出し、むせながらも叫ぶ。

「なんでそうなる!?」

　女性はなんの悪気もないきょとんとした顔で首を傾げ、

「え？　だって、リリィちゃんとどこまでいったか聞いたら、試したとか、触ったとか言うものだから」

「遺跡の話だよ！　遺跡の！」

　女性は納得したように手の平を打ち合わせ、

「そうよね～、驚いちゃったわ。てっきり男女の仲のかくかくしかじかかと」

「そんなわけねぇだろっ！」

　思わず強い口調で怒鳴ってしまったが、女性は変わらずのほほんとしている。おっとりしているようでいて、随分肝が太いらしい。

　年齢もそう離れていなそうだし、丁寧語で話すのが面倒になる。

「だいいち……リリーシャとは歳としが離れすぎだろ」

「あら。アーヴェイくんは、そういうのが気になるの？」

「気になるというか、普通に対象外だろ。お互いに」

「うーん、そうかしら。わたしの時は、歳としの差とか気にせずに結構ぐいぐい行ったんだけどぉ」

　唇に人差し指を当てて首を傾かしげる女性。かなり若そうに見えるが、既婚者なのだろうか。

「アーヴェイくんはあれかしら？　草食系男子っていうやつかしら？」

「別にそういうつもりはないが……リリーシャはそういうのとは別次元だろ。そもそも何歳だよ？」

「もうすぐ十三歳になるわ。今は十二歳。好きかしら？　十二歳」

「好きでも嫌いでもねーよ！」

「あらあら。……これはリリィちゃん、苦労しそうねぇ」

「……？　なんの話だ？」

「うふふ、なんでもないわ～」

　わざとか天然なのか、ふわふわと質問を躱かわす女性。なんとも捉とらえどころのない人だった。

「あら、いけない。わたしったら名乗ってなかったわね」

　はたと気づき、女性はアーヴェイに向き直ると背筋を伸ばし、深々とお辞儀する。

「順番が逆になっちゃったけど──はじめまして。ルイーズ・フェレースです」

「ああ……今更だけど、アーヴェイだ。リリーシャ、姉がいたんだな」

「あら」

　両手で口を覆い、くすくすと嬉うれしそうな笑みをこぼすルイーズ。

「いやだわ～、アーヴェイくんったら。お上手なんだから～♪」

　つんつん、と指先でアーヴェイの肩をつつく。なんだ、その反応は。

「姉妹だなんて……ふふっ。お母さん、嬉しくなっちゃうわ～」

「はぁ……ってお母さん!?　リリーシャの!?」

「一児の母です♪」

　服装によっては十代半ばでも通りそうなあどけなさで、ルイーズはにっこり微笑ほほえむ。

「お義か母あさんって呼んでもいいのよ？」

「いや意味がわからん！」

　──という具合に、ルイーズ・フェレースとアーヴェイの初顔合わせは、アーヴェイが終始ペースをかき乱されて終わったのだった。




「リリィちゃんは、昔から行動力がある子でねぇ～。興味を持つと、どんな場所にでも行っちゃうのよ」

　十代にも見えかねないルイーズだが、娘について語る時の顔には母親らしさが垣かい間ま見みえた。

「この前、遺跡に入って危ない目に遭ったって、知り合いの子……あ、遺跡協会で働いてる子なんだけどね。その子に聞いた時は、心臓が止まるかと思ったわ」

　知り合いというのは、昨日の受付嬢のことか。

「だから、アーヴェイくんには本当に感謝してるのよ。二度も娘を無事に連れ帰ってくれて」

「いや、大したことはしてないさ」

　頭を下げるルイーズに、アーヴェイはどうにもこそばゆいものを覚える。

　ふと思いだした、というようにルイーズは手を合わせて言う。

「ところで、アーヴェイくんは単ソ独ロで冒険者をやってるんですってね。ひとりなのは、なにか理由でもあるの？」

「別に拘こだわりがあるわけじゃないさ。ただ、サポーターを雇う余裕がないだけだ」

「あらあら。どこも大変ねぇ」

　頬に手をあててため息をつくルイーズ。

「うちも、そこそこ続いた工房なんだけどね～。最近は、経営が火の車なのよ」

「経営者は、リリーシャの父親なのか？」

「いいえ？　私よ」

「あんたが？」

　思わず目を丸くするが、ルイーズは気分を害した風もなく「ええ」と答える。

「もとは祖父の代から続く、そこそこ名の通った老舗工房だったんだけどね。入り婿だった旦だん那なに先立たれちゃって。それからは、私が経営を継いでるの。うちは下請け専門なのだけど、最近じゃ競争が激しくって」

　窓の向こう、作業場へと視線を向けるルイーズに釣られてそちらを見る。

　かつては活気があったであろう作業場は、手入れこそされているようだが、最近は炉に火も入っていないらしい。

「働いてくれてた職人も、仕事がないから少しずつやめていっちゃって。今はもう、父の代からの三人が残ってくれてるだけなの。ほら、最近は契約冒険者を使った宣伝が欠かせないでしょう？」

　一昔前は全身甲かつ冑ちゆうなど高価なもので、騎士階級や上級軍人くらいしか身につけられるものではなかった。しかし、遺跡の発掘が始まって神話時代の技術が再現されると、天然資源の掘削技術と輸送技術が飛躍的に発達し、金属材料がどんどん安価になっていった。

　さらに魔術機巧が実用化されると、高品質の鎧よろいを扱う工房が乱立することになり、冒険者の装備は高品質なものが行き渡るようになった。

　そうなると、各工房はどうやって商品を売ればいいか？

　──その答えが、機能とデザインの多様化だった。

　工房は遺跡から専属冒険者が持ち帰った遺物を解析する。再現した魔術機巧を組み込むことで、独自の機能を持った魔術武具を開発して売り出す。

　さらに、非冒険者をも相手にしたデザイン性の高い衣類が売り出され、街では格好だけ冒険者を真ま似ねた〝ファッション冒険者〟の若者の姿もよく見るようになった。すると、名の売れた冒険者はそういった若者の間で人気者となり、工房の看板役を兼ねるようになる。

　そんな状況において、かつては最前線の冒険者に愛された老舗工房が市場競争に勝てず、閉鎖されることも少なくなかった。

　ふと、リリーシャがアーヴェイに提案したことを思いだす。

「あの子は……リリーシャは、冒険者になりたいって言ったんだ。俺のサポーターにしてほしいって。それは、工房のためか？」

　それは聞いていなかったのか、ルイーズの顔に微かすかな驚きが浮かぶ。

「そう……リリィちゃん、そんなことを」

　ため息をつき、肩を落とす。そうすると、若々しい見た目にも一児の母として相応の苦労が感じられた。

「経営状態のことは、あの子には教えてないわ。そんなことを気にするような子になってほしくなくて。けど、なんとなく肌で感じちゃったのかもね。……もともと、神話時代の冒ぼう険けん譚たんが好きな子だったから、純粋に遺跡が好きっていうのもあるでしょうけど」

　自分自身が冒険者として活躍し、工房に遺物を持ち帰り、工房の看板役となる──そんな思惑があったのかもしれない。

　けれど、リリーシャの成長を待っている余裕は、この工房にはなさそうだった。

「もし工房を閉めたら……リリーシャはどうなる？」

「そうねぇ。土地ごと売り払って、どこか遠いところに移り住むことになるかしら」

　それは、冒険とは無縁の生活だ。

　これより先、あの少女の胸に灯ともった憧しよう憬けいの灯ともしびは、人知れず輝きを無くしていくのだろう。

　そして、あの生命力と好奇心に満ちた少女は、どこにでもいる娘となる。

　そのことにやるせないものを感じるが、この遺跡都市では珍しくないことだ。

　仕方のないことなのだろう──そう思うしかなかった。




「本当に待たなくていいの？」

　アーヴェイを見送りに出てきたルイーズが残念そうに言う。

「ああ。もともと、用事があったわけじゃないしな。……邪魔したな」

「また来てね、アーヴェイくん」

　それには答えず、ルイーズに別れを告げる。

　鬱うつ屈くつを晴らそうと外に出たつもりが、結局また別のもやもやを抱えてしまった気分だ。

　とはいえ──アーヴェイは通りすがりに人々を救うような、物語の英雄ヒーローではない。誰かのためになにかしようなどと思いあがる前に、まずは自分の面倒を見るのが先だ。

　と──

　行く先から、奇妙な一行が歩いてくるのが見えた。

　先頭を行くのは、仕立てのいい白いスーツに身を包んだ男。スーツの下は柄物のシャツを着ており、首からは金のネックレスを下げている。両手の指にはごてごてと指輪をはめ、いかにも成金という風体。整髪料で固められた髪の毛は洒落しやれものを気取っているのだろうが、アーヴェイにはそれが鶏のとさかのように見えた。

　スーツの男の背後には魔術鎧装マギア・メイルを身に纏まとい、武器を腰に提げた男たちが三人続いている。護衛か何かだろうか。

　すれ違う際、スーツの男がアーヴェイを一瞬横目で一いち瞥べつし、鼻で笑うような音を立てる。続く男たちもにやにやしながら、こちらを値踏みするような視線を無遠慮に向けてきた。

　アーヴェイに対して因縁を吹っかけるような態度をとる輩やからはそういないが、人数が多いために気が大きくなっているのかもしれない。スーツ姿の男はともかく、冒険者風の男たちはそれなりに体を鍛え上げているようでもある。

　この道の先には、民家の他には今出てきたフェレース工房くらいしかない。

　どうにも引っかかるものを感じつつも、アーヴェイはその場を後にした。







「前々から言ってるけどねぇ。わかる？　おーかーね。返してもらわないと困るわけよ。ねぇ、わかる？」

「あらあら。困りましたねぇ」

　スーツの男の馬鹿にしたような言葉に、ルイーズは眉まゆ尻じりを下げてのほほんと返す。

　男はソファの背もたれに体重を預け、これ見よがしに息を吐つく。

「あのねぇ、フェレースさーん？　わかる？　あんたのその態度にね、うちのオヤジも長いこと大目に見てきたみたいだけどねぇ。もうオヤジは引退したの。だから、今はこのおれ、ギャレッド・ゴルドーが社長やってんの。んで、お金返してって言ってるの、お金。ねぇ、わかる？」

「困りましたねぇ」

　それでもなお、緩い態度を崩さないルイーズにスーツの男──ギャレッドは舌打ち。お手上げというように両手を持ち上げ、しかしこれまでの顔が演技だったかのように、一層横柄に表情を歪ゆがめる。

「あーはいはい、わかったよ、わっかりましたー。そういう態度なら、こっちもそれなりの方法をとるまでだ」

　言うなり、ギャレッドはソファを立って事務所を出る。そのまま帰るのかと思いきや、作業場スペースへと入っていく。

「あの……まだなにか？」

　追ってきたルイーズが問うと、ギャレッドは口の端を吊つり上げて笑みを形作り、

「こっちが紳士的なうちに諦あきらめないあんたが悪いんだよぉ、フェレースさーん。──やれ」

　ギャレッドの指示を受け、護衛として連れてきていた冒険者風の男の一人が、背中の固定具から外した大剣を両手で構える。その刀身は刃渡りだけで一メートル半はあり、なにより分厚い。重量は三十キログラムを軽く超えるだろう。

「なにを……」

　さすがに身を固くするルイーズに、ギャレッドは嗜し虐ぎやく的な笑みを見せる。

「安心しなよー、フェレースさーん。怪け我がさせようってわけじゃないんだからさー」

　ギャレッドが背を向けるのと入れ替わりに、大剣を手にした男が作業場の中央へと進む。

「〈起動〉」

　男が口にしたのは、大剣の魔術機巧を機能させるための起動[image: ]語ブート・スペル。持ち手と刃やいばの間に埋め込まれた魔術機巧に使用者の魔力が通り、大剣に内蔵された魔術機能が発動する。

　刀身に刻まれた溝に、赤い光が灯ともる。男はまるで重さなどないかのように大剣を頭上に高々と持ち上げ、

「そらぁッ──！」

　掛け声とともに、大剣が振り下ろされる。

　分厚い刃は作業机と、そこに置かれていた金属製の工具をもろともに叩たたき砕く。

「…………っ、なにを……！」

「あららららー。作業台、壊れちゃったねぇ。不幸な事故もあるもんだぁ」

　明らかな嫌がらせ。だが、目の前には魔術鎧装マギア・メイルと魔術武器を纏まとったフル装備の用心棒が三人。ルイーズに止める術すべはない。

　穏やかだったルイーズの顔を、汗が伝う。

　その様子を横目で確認し、ギャレッドがほくそ笑む。

「結構ここ、いい立地だからねー。土地ごと売れば、それなりの金にはなるでしょ？　そうしないと──そのうち、なーんにもなくなっちゃうかもよ」

「…………」

「わかる？　ねぇ、わかるよねぇ？　──どうすればいいか」

　ルイーズが唇を噛かむ。

　──祖父の代から続いてきた工房だ。愛着は強い。けれど、このままだとこの連中はどこまでやるかわからない。それこそ、従業員やリリーシャになにかあってからでは遅い。

　ここまでかと、噛かみしめていた唇を開きかけ、

「……おかあさん？」

　その声に、ハッと振り向く。

　学校から帰ってきたらしいリリーシャの姿があった。

　ギャレッドが蛇のような視線を少女に向ける。

「ああ──そういや、娘がいるんだったか」

　ビクッ、と身を震わせるリリーシャに、男は笑みを浮かべて見せる。

「お嬢ちゃーん。お嬢ちゃんからもお願いしてくれないかなー？　ちゃんと借金返してくださいー、って」

「しゃ、しゃっきん……？」

　猫なで声で諭すようなことを言う男に、リリーシャは怯ひるむ。

「ああ、知らないんだ。お母さんはねぇ、お兄さんからたっくさんお金借りてるんだよー？　わかる？　大人しく工房を売り払ってくれれば、どうにかなるんだけどねー。お嬢ちゃんからも頼んでくれないかなー？」

「え…………？」

　男の言葉に、リリーシャは呆ぼう然ぜんとする。徐々に理解が及ぶにつれ、事態の深刻さに顔を青くする。

「おかあさん……工房、なくなっちゃうの……？」

「…………っ！」

　胸を抉えぐられるような痛みに、ルイーズは顔を歪ゆがめる。

「ねぇ、お嬢ちゃーん。頼むよー。事故があって誰かが怪け我がしたりしたら、嫌だよね？」

　ギャレッドの手がリリーシャへと伸ばされる。

　リリーシャは硬直して動けない。

　指先が少女の肩に触れる、その寸前──




「──汚い手で触んなよ、ゲスが」




　アーヴェイが男の手首をつかみとめた。

「「アーヴェイさくんん!?」」

　母はは娘この声が重なる。

「ったく……どうにもうさん臭いと思って戻ってみたら、これだ」

　うんざりしながら、アーヴェイは作業場を見渡す。突如現れたアーヴェイを警戒し、用心棒らしき男たちが殺気立つ。

「な、なんだおまえっ、いきなり……っ、離せよ！」

　騒ぎ出すギャレッドを、アーヴェイはあっさり解放する。

　慌てて用心棒の男たちの背中へと隠れるギャレッド。

　武装した男たちを一いち瞥べつし、アーヴェイは目を眇すがめる。

「冒険者崩れか」

　冒険者として名を上げることができず、その道を諦あきらめる者は多い。腕っぷしを頼りに商会等の警備役に雇われる者もいるが、中にはこういった犯罪すれすれの組織──あるいは犯罪組織そのもの──の用心棒となる者も少なくはない。

「なんだァ、てめぇは!?」

「ただの冒険者だよ」

　用心棒の問いに、アーヴェイはさらりと答える。

「冒険者ぁ……？」

　用心棒達が胡乱うろんな声を上げ、顔を見合わせる。

　次の瞬間──爆笑する用心棒たち。

「ギャハハハハ！　そんな貧相ななりで何言ってんだか！」

「見ろよ！　こいつ金属剣なんか持ってるぜ！　頭どうかしてんのか？　ただの鉄の棒っ切れでなにができるつもりだよ！」

「ヒーロー気取りのイカレ野郎か？　それとも自殺志願者かぁ、オイ？」

　アーヴェイはため息を漏らす。

「そうだな。おまえら程度が相手じゃあ、剣もいらねぇか」

　大剣を持った男に無造作に歩み寄るアーヴェイ。あまりに大胆な動きに、アーヴェイを侮っていた男たちは反応が遅れる。

　アーヴェイの手の平が鎧よろいに添えられる。細く、鋭く息を吸い、

「あぁン？　なにやって──」

　瞬間──アーヴェイに触れられた部位から、弾はじけるような異音。

　言葉の続きを置き去りに、男の体が水平に吹き飛んだ。

　唖あ然ぜんとし、男の行方を目で追うギャレッドと用心棒。仲間の体が壁に半ばめりこんでいるのを目にし、「……………………は？」と間の抜けた声を上げる。

　男がずるりと壁から剥はがれ落ち、そのまま地面に倒れ伏す。

「なっ……!?　てめぇ……、なにしやがったっ!?」

「なんか隠し持ってるぞ！」

　我にかえり、臨戦態勢になる用心棒二人。

　男たちが魔術鎧装マギア・メイルの腕部にある起動紋をなぞりながら、起動[image: ]語ブート・スペルを口にする。

　鎧に内蔵された魔術機巧に魔力という燃料が注ぎ込まれる。魔力核によって増幅された魔力が、図案化された儀式とでも言うべき魔術回路を駆け巡り、この世ならざる理ことわりが現世に顕現する。

　細身の男の鎧よろい表面に走った光が背部に収束。後天的な異能として男が顕現させたのは、光の翼。緩やかに浮かび上がりながら、腰の鞘さやから細身の直剣を抜く。

　さらに、隣の男も同様に鎧の魔術機巧を起動する。こちらは地面に下ろした腕に路面の石畳がめくれ上がってまとわりつき、両腕を覆う装甲となる。

（羽のある方は重力中和と魔力推進か……スタミナ切れが早そうだ。隣のは錬金術系の魔術機巧だな。防御しながら距離をつめて、そのまま押しつぶす戦術か……とすれば、突進力もそこそこあるか）

　先に沈めた一人はどうかわからないが、相性としては悪くない。もともとチームを組んでいた冒険者だったのかもしれない。

「潰れろやァ！」

　案の定、重戦士は鈍重そうな見た目からは想像できない加速でアーヴェイへと突っ込んでくる。

　恐らく、左右どちらかへ躱かわしたところを続く羽持ちが頭上から強襲するという戦術なのだろう。魔獣相手にも有効な手だが、それを躊躇ためらいなく人間に向けるところを見ると、とっくに道を踏み外した輩やからなのだろう。

（つまり──遠慮する必要ねぇってことだ！）

　アーヴェイは突進してくる男に対し、滑るような足さばきで自ら距離を詰める。

　重戦士が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。まさか真正面から向かってくるとは思っていなかったのだろう。

　跳躍、さらに重戦士の頭部を足場にして跳び上がる。その先にいるのは羽持ちの男。

　想定外の奇襲に、狼ろう狽ばいした男が雑な太刀筋で剣を振る。

　羽持ちが薙ないだのはアーヴェイの残像。

　アーヴェイは天井からぶら下がっていたクレーンをつかみ、逆上がりの要領でそこを支点に再跳躍。羽持ちの頭上にまで至っていた。

　上をとられるという状況を想定していなかったのだろう。混乱して硬直する羽持ちの背中に、アーヴェイが組み付く。ガクン、と高度が落ちるが、墜落には至らない。

　暴れながら罵ば声せいを浴びせてくる男を無視し、アーヴェイは腰の剣を片手で抜き放つ。

　その切っ先を羽持ちの魔術鎧装マギア・メイルの背部、光の翼が放出されているスリット部分に滑り込ませる。

「この鎧、高かっただろうが──壊すぜ」

　鋭く吐き出される呼気。直後、

　バヂンッッ!!

　小規模な落雷のような異音が鎧内部から響く。

　魔術鎧装マギア・メイルの背部のスリットや接合部から火花が噴きあがった。

　光の翼が消え、浮力を失った男の体が落下し始める。

「なっ……、なんだ!?　なんで飛ばな……げぁ！」

　悲鳴は、落下の衝撃に押しつぶされた。

　難なく着地したアーヴェイは重戦士へと向き直る。

　理解不能な手段で瞬く間に仲間を倒された重戦士は混乱の中にあるらしく、動きを止めて判断に迷っている。

　その隙に、アーヴェイは相手に肉薄。

「く……、くそがぁ！」

　破れかぶれに石で固められた腕を振り回す。

　アーヴェイはこれを最小の動作で回避しつつ、その腕を抱え、勢いを殺さずに振り回す。

　結果、打撃力を上げるために両腕を重くしたのが災いし、バランスを取れなくなった男は無様に転倒。アーヴェイに組み伏せられた。




「な……なんなんだよ、おまえぇ!?」

　ギャレッドが金切り声をあげる。

「わからない！　全然わからない！　なんで邪魔すんだよ!?」

　まぁ、勢いで。とはさすがに言えない。

「……はっ!?　まさか……」

　なにかに気づいたように動きを止めたギャレッドが、ルイーズへと目を向ける。

「おれに対抗するために、用心棒を雇ったのか!?」

　状況から言えば、そう解釈できないこともないが。現に、ギャレッドの手下を三人ものしてしまっている。

「いや、俺は──」

「ええ、そうよ。アーヴェイくんはうちの用心棒なの」

　否ひ定ていの言葉はルイーズに遮られた。

「は？　いや、ちょっとま──」

「やっぱりそうか！　暴力で人を従わせようとするなんて……なんて奴やつらだ！」

　今度はヒステリーを起こしたギャレッドに遮られる。

　リリーシャが「どの口でものを言ってるんですかねー」と冷ややかな目で呟つぶやく。

「うちの娘や従業員に手をだそうとしたら、アーヴェイくんが地の彼方かなたまで追いかけて、あなたを血祭りにあげちゃうわよ～」

「人聞きの悪いことを言うな。おい、あんたも簡単に信じてんじゃ……」

「ひぃぃ!?」

　ギャレッドは少しアーヴェイが視線を向けただけで怯おびえ、壁際まで後退ずさる。

　うん、まぁ。慣れた反応だよね。

「だからぁ～。今日のところは、お引き取り下さい。ね？」

　にっこり微笑ほほえみながら、ルイーズは言う。

「そうじゃないと、どうするかわからないわよ？　──アーヴェイくんが」

　とどめの一言に、ギャレッドは護衛を叩たたき起こして工房から逃げていった。




「助かったわぁ～、アーヴェイくん。重ね重ねありがとう。お世話になりっぱなしね～」

　アーヴェイは再度事務所スペースにて、フェレース親おや子こと向かい合っていた。

「アーヴェイさん、かっこよかったですぅ♡」

　目をキラキラさせて、アーヴェイに身を乗り出すリリーシャ。

「けど、大丈夫か？　あいつらが治安機関に告げ口するようなことになったら……」

「それなら大丈夫だと思うわ。うちの借金は、もともと他の人に借りてたんだけどね。そういう人から債権を買い取って、利息を上乗せして追い込みをかける人たちなのよ～」

　のほほんとしているが、言っていることは物騒だ。

「どちらかと言うと、嫌がらせがひどくなるってことはあるかもしれないわね～」

　はっとする。見ていられずに割り込んでしまったが、そこまで考えていなかった。

（これをきっかけに、奴やつらが強硬策に出るかもしれない……そうなれば、俺のせいだ）

　勢いでやってしまったが、かえってこの母娘を窮地に立たせてしまったかもしれない。

　そんな苦悩が顔に出ていたのか、ルイーズが言う。

「あらあら、アーヴェイくん。心配する必要はないのよ～。だってこれはうちの問題なんだから。赤の他人であるアーヴェイくんが背負い込むようなことじゃないわ～」

　罪悪感の針がちくりとアーヴェイの胸に刺さる。

「たとえ我が家が柱一本残らないくらいに財産を毟むしられても、それはうちの問題だから」

　グサリ。針のような痛みが矢にグレードアップ。

「これから私とリリィちゃんは離れ離れになって一家離散、私はどこかで身を削りながら働いて借金を返し続けて、リリィちゃんもどこかに奉公に出なきゃいけなくなるかもしれないけど」

　グサ、グサ、グサグサグサ。弓兵部隊の一斉曲射のごとき罪悪感の集中射撃。

「リリィちゃん……もうすぐ一緒にいられなくなるかもしれないわ。恨むのなら、ふがいないママを恨むのよ」

「そんな……わたし、一緒にいたいよ、お母さん！　お母さんまでいなくなったら、わたし一人になっちゃう！」

「ごめんね、リリィちゃん……でも、これは誰かが悪いわけじゃないの。仕方がないことなの。嗚あ呼あ……せめて、この子を守ってくれる頼れる人がうちにいれば、そんなことにはならないのに！」

　ドズン！　巨大な弩砲バリスタの一撃。腹の真ん中をぶち抜かれるような罪悪感いたみ。

　にやり──ひそかに交わされる母はは娘この笑み。安っぽい三文芝居にも気づかず、罪悪感にのたうつアーヴェイ。

「て……提案だ！」

　アーヴェイは声をあげる。それが唯一、痛みから逃れる方法だと思えて。

「俺を……俺をここで雇ってくれ！」




「それじゃあ、冒険者と工房の一般的な契約、というかたちでいいのよね？」

「ああ……そうしてくれ」

　事務所のテーブルを挟んだルイーズの確認に、アーヴェイはもうどうにでもなれという投げやりな気分で頷うなずいた。

　工房との契約はずっと望んできたことだ。だが、これではあまりに想定と違いすぎる。

　いわば、アーヴェイは抑止力だ。冒険者としての技能と経験を買われたのではない。それが歯がゆくもあり、けれどここの母娘を見捨てることもできず、アーヴェイは苦さをまとめて飲み下すしかなかった。

「ふんふんふふ～ん♪」

　ルイーズの隣で上機嫌に鼻歌を歌うリリーシャ。その笑顔は、遺跡で頼みを断る前に見せていたものだ。

　この子の笑顔が翳かげらずに済んだことだけが救いか──とか、似合わないことを考えている自分に遠い目になっていたら、

「契約期間はどうしましょうか？」

　ルイーズの問いかけ。その手元には、魔術的な文様が刻まれた羊皮紙がある。

〝誓約ゲツシユ〟と呼ばれる、遺跡由来の技術によって実用化された魔術の触媒だ。記された内容を互いに履行することを約束させる、強制力のある契約書といったところか。

〝誓約〟を結べば、どちらかが一方的に内容を破棄することはできない。そのため、約束を違たがえたり二重契約を事前に防止するための保険として、しばしば用いられていた。

　かつては約束を違えた者は死をもって償う、というようなきつい罰を強制することもあったらしいが、現在では禁止されている。しかし、〝誓約〟を違えたこと自体ははっきり記録として残るため、「あいつは〝誓約〟を違える奴やつだ」という評判が立つことになる。そうなれば、この街では信用されなくなる。

　通常、冒険者と工房の契約というのは短くても三カ月から半年、実績を認められれば年単位で設定するものだが。

「とりあえず一カ月、専属冒険者としてここの厄介になる。そうすれば、さっきの連中にも睨にらみがきくだろう。一カ月経たって、問題が改善されなかったら、期間を延長する」

　それがアーヴェイの妥協案。なし崩し的に結んだ契約だ。問題が解決したのなら、それですっぱり契約は打ち切るべきだろう。

「改善されていたら？」

「それは……その時に考える」

　自然と曖あい昧まいな言葉が口に出ていた。

　その条件にルイーズはなにも言わず、なぜか「ふふ」と微笑ほほえむ。

　見透かされたような気分。だが、なにをだ？　なんとなく、自分の内面を掘り下げることは避けた。工房を去ってフリーに戻ると言わなかった理由として、思いもよらぬものを見つけてしまいそうな気がした。

　一カ月の期限付きとはいえアーヴェイがいてくれるのが嬉うれしいらしく、リリーシャは上機嫌に身体からだを揺らしてリズムをとっている。

　ともあれ、契約の細かな内容を詰めていく。

「──とりあえず、契約内容はこんなところかしら」

「ああ、妥当だな」

　事務的な話を済ませ、アーヴェイは息をつく。

　冒険者と工房の契約というのはおおむねどこも同じようなものだ。

　魔獣を討伐した際の素材の取り扱い、冒険者に提供する武具や各種消耗品の扱い、遺跡に潜る頻度とそのバックアップ体制──そういった諸もろ々もろの条項に加え、今回は一カ月で契約が自動的に無効になることも〝誓約ゲツシユ〟の触媒である羊皮紙に書き込まれている。

「後は血印だけだけど……あら、〝誓約〟用の短剣、どこにあったかしら？」

「わたしが持ってくる！」

　リリーシャがひょいと羊皮紙をとり、ルイーズの使っている机へと向かう。

「…………？」

　羊皮紙を持って行ったことに違和感を覚えるアーヴェイだったが、ルイーズがぱちんと手を打ち鳴らしたのでそちらに意識を向ける。

「そうそう、アーヴェイくんは、どんな武器を使うの？」

「ん……ああ、この街に来てからは、直剣をよく使っている。反りのある片刃の剣の方が慣れてるんだが、あまりないからな」

「あぁ～、曲剣は需要が少ないものねぇ～。綺き麗れいな反りを作るのは難しいし」

　話し込んでいると、リリーシャが羊皮紙と、鞘さやに入った短剣を手に戻ってきた。

「持ってきました！」

「ごくろうさま～。それじゃあ、私から押すわね～」

　ルイーズは受け取った鞘さやから抜いた短剣で左手の親指を軽く切ると、契約書の血印欄に親指を押し付ける。

「はい、アーヴェイくんも」

　短剣を受け取る。

　ルイーズと同じく、利き手とは逆の指先に刃を当て、溢あふれ出でた血を羊皮紙に押し付ける。

「それじゃあ……こほん。──〝我、流血をもってここに誓わん。契約者アーヴェイとの間に縁を結び、これを遵守せんことを。──これは誓約なり〟」

　唱えると、羊皮紙のルイーズの側にある魔術紋様がにわかに青い光を放ち始める。

　アーヴェイも応じる側の呪文を詠唱する。これは日常的に使われる文言のため、大抵の冒険者は暗記している。

「〝我、流血をもってここに誓わん。契約の主あるじ、ルイーズの杯を受け、これを遵守せんことを。これは誓約なり〟」

　詠唱が終わると、今度はアーヴェイの側の紋様が赤い光を放つ。魔術紋様は意志を持っているかのように契約書の上を這はい、中央で相手側の紋様と結びつく。二色の光が混ざり合い、紫の光となって輝きを増した。

「〝かくて誓約は結ばれた〟──と。これで完了ねぇ～」

　ルイーズが告げると、契約書の光は消える。契約前と違うのは、紋様が中央で結ばれ、その色が紫になっていることだ。アーヴェイが契約を破ればアーヴェイ側の紋様が消え、ルイーズが破れば反対側が消える、という仕組みだ。

「契約成立……だな」

　複雑な思いを込めて言うアーヴェイに、ルイーズはなにげなく返す。

「えぇ。これからよろしくお願いするわね、アーヴェイくん。リリィちゃんのことも」

「よろしくです！」

「ああ、よろしくたの──」

　──いや、ちょっと待て。

　母親に続いて元気に言うリリーシャに流されそうになったが──今、妙なことを言わなかったか？

「…………どういう意味だ？」

　ルイーズはどこか遠いところを見るように、視線を斜め上に逃がす。

「リリィちゃんは、好奇心旺盛というか、行動力がありすぎてね～。母親としても、見ていて危なっかしいのよ」

「えへへ～っ」

　照れるところだろうか。

「だから、アーヴェイくんが遺跡のこと、ちゃんと教えてあげてね？」

「…………は？」

　唖あ然ぜんとするアーヴェイに、ルイーズは契約書をこつこつと指で示し、

「書いてあるでしょう？　ここ、ここ」

　改めて、契約書の内容を確認する。その最後の行に、明らかにルイーズのものではない拙つたない筆跡で、こんな一文が記されていた。

『なお、遺跡探索するときは、契約主ルイーズの娘であるリリーシャをつれていくこと』

「……………………おい」

　油を差していない機械のようなぎこちない動きで、アーヴェイは母はは娘こへと向き直る。

「なんだ……この一文は？」

「うふふふ～」「えへへへ～」

　ただただ、微笑ほほえみを返すフェレース親子。

　──思いだす。リリーシャが〝誓約ゲツシユ〟のための短剣を探す際、なぜかわざわざ契約書を持っていったことを。そちらに視線が向きかけたアーヴェイの注意を引くように、ルイーズが会話を振ってきたことを。

　結論──この母はは娘こ、グルだ。

　恐らく、短剣を探すふりをしながら記述を追加していたのだろう。

　契約の直前に文面を確認しなかったのはアーヴェイの油断ではあるが、

「どういうつもりだ!?　あんたまで一緒になって……娘が心配じゃないのか!?」

「心配よ～？　でも、可愛かわいい子には旅をさせよっていうじゃない？」

「限度があるだろ！」

　その結果、魔獣のエサになった、ではたまったものではない。

「この子の怖いもの知らずはいいところでもあるんだけど、大おお怪け我がをしてからじゃ遅いじゃない？　だったら、いっそのことアーヴェイくんに遺跡の歩き方を教えてもらった方がいいかな、みたいな？」

「みたいなじゃねぇ！」

　頬に指を当てて首を傾かしげる仕草が妙に似合う、一児の母とは思えないルイーズ。少女のようなあどけなさの裏に、経営者の狡こう猾かつさを見た気がした。

「物覚えはいいのよ～。魔獣との戦い方とかじゃなくって、戦わなくて済む方法を教えてくれればいいの」

　さらに抗議しようとして、アーヴェイはそれ以上の言葉を飲み込む。

　そこにあったのは、娘を応援しながらも心から心配している親の顔だ。まっすぐにアーヴェイを見つめるルイーズの視線は真摯なもので、その言葉に疑う余地はない。

　なにより──結んでしまった契約は、一方的に破棄できない。

「娘を頼んだわね、アーヴェイくん」にっこりと母ルイーズ。

「よろしくお願いしますっ！」元気よく娘リリーシヤ。

　息が合いすぎな母はは娘こ。既に退路はない。

　アーヴェイは拒否する術すべがないことを悟り、がっくりとうなだれた。




　こうして、アーヴェイは仮とはいえ工房との契約を果たす一方で、想定外の重荷も背負わされてしまったのだった。
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「ふふ～ん♪　ふんふ[image: ][image: ]ん♪」

　上機嫌に鼻歌を歌いながら、リリーシャがスキップで商店街をかけていく。

　その数歩後ろを歩きながら、アーヴェイはため息をついた。

　不用意に誓約ゲツシユを交わしてしまったのは頭が痛いが、こうなっては、腹を決めてリリーシャを冒険者として鍛えるしかない。

　そんなわけで、アーヴェイはルイーズから預かった支度金を手に、リリーシャに必要な物品を調ちよう達たつすべく街に出たのだが──

「えっへへ～♪　デ～ェト♪　デ～ェト[image: ][image: ]♪」

　当のリリーシャはと言えば、完全に遊び気分である。

　即興の歌に合わせてホップ・ステップ・ターン・時折ジャンプ。踊るように全身で楽しさを表現する少女に、アーヴェイは苦笑しながら声をかける。

「リリーシャ、あまり離れると危ないぞ」

　大通りは乗合馬車や、数は少ないが魔術機巧で動く魔動車輌マギアビークルが行き交っている。撥はねられでもしたら大けがだ。

「はいっ。あ──そ・れ・じゃ・あ～♪」

　リリーシャはなにか思いついたようにいたずらっぽい節回しで笑みを浮かべ、

「手を繋つないだ方がいいと思います！」

「手？」

「迷子になるといけませんし！　手を繋ぎましょうっ！　繋ぐべきですっ！」

　力いっぱい力説するリリーシャ。

　確かに、この人出だとはぐれたら危ないか──そう思い、アーヴェイは差し出された紅葉もみじのようにちまっとした手を軽く握る。体温が高くて柔らかい、慣れない感触がアーヴェイの手の中に収まる。

　子供の手ってあったかいんだな、と思っていると、

「…………、[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　リリーシャは一瞬ぽかんとして。赤くなった顔を見られまいとするように斜め下に顔を逸そらす。

「ううぅ～……思ったより積極的です……。それとも、子ども扱いされてる……？」

　なにやら幸福と苦悩の間で揺れているらしく、なんとも言えぬ複雑そうな顔で口をもごもごさせている。

（……どういう反応だ、これ？）

　重ね重ねになるが、アーヴェイは子供というものに慣れていない。

　自分から手を繋つなごうと言ってきて、繋いだら繋いだでこの反応。

　まったく意味が分からない。子供とはもっと単純なものかと思っていたが。

（そもそも、十二歳ってのはそこまで子供なのか？）

　アーヴェイの故郷でもそうだったが、農村では十五歳かそこらで結婚することも珍しくない。そういう意味でも十二歳というのはまだ子供という認識だったが……それなら、いつから大人になるのだ？　十五歳になった瞬間、というわけでもあるまい。

　そんな未知の生物ともいえる少女と共に、これから遺跡に潜らねばならないのだ。

　自分に正しくリリーシャを導けるか、それはわからない。それでも、遺跡で身を守るための手段を教えるのが、自分の使命らしい。

　見下ろしたアーヴェイの視線と、リリーシャの見上げる視線がぶつかる。

「えへへへ～♪」と緩んだ笑みが向けられる。自分に対して全幅の信頼を置き、油断しきっている顔だ。

（まぁ……やるしかないか）

　一応の納得を自分の中に見つけ、これからの行動指針を思考する。

「アーヴェイさん、どこに行きましょうか？　かふぇですかっ？　幻燈劇場しあたーですかっ？」

　なにやら趣旨を忘れているらしく、行きたい場所を列挙するリリーシャ。

「遊びじゃないぞ」

「えへへ」ちろっと舌を出すリリーシャ。

「そうだな。まずは──冒険者の七つ道具をそろえるか」

「七つ道具っ！」

　意味ありげな言葉に、リリーシャは瞳を輝かせた。







「──さしあたって必要なのは、こんなところだな」

　一通りの買い物を終え、二人は繁華街のオープンカフェで一休みしていた。

　遺跡都市の中でも中心に位置するこの区画は、都市の黎れい明めい期きから存在する最も華やかな一画だ。

　テーブルの上には途中でリリーシャにねだられて買った菓子の他、様々な品が並べられている。

　コンパス、方眼紙、白墨チヨーク、ロープ、小型のランプ──などなど。買い集めた品々を確認し、アーヴェイは満足げに頷うなずく。

　一方、リリーシャはそれらの品を澱よどんだ目で眺め。

「…………地味ですっ！」

「いや、地味って言われてもな」

「むぅ[image: ][image: ][image: ]！　もっとこう、胸躍るアイテムはないんですか!?　魔獣に反応して光りだす剣とか！　音で正しい道を教えてくれる杖つえとか！」

「そういうのは、物語の中だけだと思うぞ」

「投げると一直線に魔獣に飛んでいって、頭をたたき割って自動で戻ってくる斧おのとかは!?」

「ないだろ。……ていうか、そういうの欲しいのか？」

「可愛かわいくデコレーションすればいいんですよ！　ビーズとかつけたりして！」

　キラッキラにデコられた斧が、次から次に魔獣や山賊の頭をカチ割って戻ってくる様子を想像し、「うわぁ……」と思わず唸うなる。

　いずれも神話や娯楽小説で登場するような魔法道具だ。神話時代の出来事とされる作者不明の散文の類は内容が眉まゆ唾つばなものが多く、さすがに実在を疑問視されているものも多い。

　これが神話時代の研究の難しいところ。作り話と史実が混在しているのだ。中には伝承として伝えられる中で少しずつ変質していったものもあるだろうから、完全な嘘うそと事実に区別できないのがまた厄介だ。

　特に英雄が使ったとされる武具は〝神話断章ロゴス・ミーデイアム〟と呼ばれ、発見すればひと財産築けると言われている。とはいえ、未いまだに英雄たちの武具は発見されていない。もっと深い深度にあるのか、失われたか──そもそも実在しないのか。

　それでも『きっとある』と信じて遺跡に挑み続けるのが冒険者だ。そんなお気楽者──あるいは道楽者──たちだが、遺跡に潜る際の装備は徹底して現実的だ。

「まあ、そうむくれるなよ。どれも安全に遺跡に潜るには必要なもんだ。白墨チヨークなんかは壁に目印を書いて帰り道を分かりやすくしたり、他の冒険者に警告を残したりするのに必要だしな」

「じゃあ、このいっぱい四角が並んでる紙はなんです？」

「方眼紙は、自分が通った道をマッピングする時に使う。大おお雑ざつ把ぱな道は市販のマップにも書いてあるけど、細かな部分までは書かれてないからな。ロープはあるといろいろ便利だ」

　段差を降りる際に使ったり、トラップの設置や戦利品の運搬にも使える。

「こういうのの使い方をちゃんと身につけられるかどうかが、遺跡での生還率に直結するんだけど……嫌になったか？」

「むぅ……そうじゃないですけどぉ」

　もっと華やかな世界を想像していたのだろう。実際、そういった地味だが必要なスキルは、一般にはあまり知られていないし、物語でも省かれがちだ。

（まあ、無理もないか……街がこんなありさまだしな）

　この区画は都市を管理する機関が集中している一方、大陸中に広がる鉄道網の中心駅があり、人の出入りも激しい。必然、流行の発信源となっており、通りには飲食店の他にもブティックなどの服飾店が軒を連ねる。

　至る所に有名冒険者の写像板フオトグラフを拡大したものが貼られており、武器や防具の宣伝がされている。大おお斧おのをかついだ筋骨隆々たるドワーフの戦士もいれば、体の線が露あらわな女戦士のものもある。

「アーヴェイさんも、いつかああいう風にモデルになるのかな？　なるといいなっ♪」

　冒険者の等身大写像板を見ながら、リリーシャはうきうきしているのを隠せないように体を左右に揺らす。

　期待に胸を膨らませているリリーシャには悪いが、アーヴェイとしてはいまいち乗り気になれない。

（そもそも、俺がモデルじゃあ誰も近寄らないだろうしな）

　魔ま除よけならともかく、集客効果は望めそうにない。というか、苦情とか来そう。

「いろんなグッズも作りたいですねっ。ぬいぐるみとか、マグカップとかっ。あとは、抱き枕とか……きゃっ♡」

　両頬に手を当て、ひとり身もだえするリリーシャ。

　この娘この美的感覚は、少々おかしいのかもしれない──と、ちょっと心配になる。

「あの、アーヴェイさん。言っておきたいことがあるんです」

　と、神妙な様子でリリーシャが切り出してくる。

「この前、アーヴェイさんに助けてもらった時……わたしは体がすくんでなにもできませんでした」

　ぎゅっ、とスカートの膝の部分を握りしめる。

「あの時のわたしは、ただ遺跡への興味で無茶なことをして……でも、あんなことになっちゃって。アーヴェイさんみたいに、本気で頑張って冒険者をやってる人がいるのに、遊び気分で入ったのが、恥ずかしくって……」

　顔をあげて、リリーシャは続ける。

「けど、今は本気です。本気で、アーヴェイさんのサポーターになって、遺跡を探索したいんです」

「…………そうか」

　アーヴェイの頬に、ふっと笑みが浮かぶ。

　無茶をする子供だと思っていたが、それなりに成長もしているらしい。自分の失敗を省みることができるのなら、応えてやるのが年長者の務めだろう。

「ですからアーヴェイさん」

　居住まいを正し、リリーシャがなにか言おうとしたところで、店員が注文していた品を持ってくる。ブルーベリーソースがたっぷりかけられたパフェと、アーヴェイが注文したアイスコーヒーだ。

「お待たせいたしま──」




「わたしを、一人前の女にしてくださいっ！」




　…………うん？

　なんだろう……今、リリーシャがとてもおかしなことを言ったような。

　パリーン。店員の手から滑り落ちたアイスコーヒーのコップが床に落ち、盛大な音を立てて砕ける。

　引ひき攣つった顔の女性店員と目が合う。

「いやっ、ちがっ……」

「へ……変態ッ！」

　アーヴェイの弁解は、女性店員の叫びにかき消された。

　店中のみならず、周囲にいた歩行者の注目が一気に集まる。ぶわぁ、っと冷や汗がダラダラと滝のように流れる。

「いやっ、ちょっと待ってくれ！　誤解だ！」

　腰を浮かしかけると、なにかされると思ったのか女性店員は悲鳴をあげてすごい勢いでカウンターまで後退ずさった。これでは迂う闊かつに身動きできない。

（くっ……！　とにかく誤解を解かなきゃ……！）

「リリーシャ、おまえ今のどういう意味で言った!?」

「はえ？　仕事ができる大人の女、っていう意味ですけど？」

「言葉遣いっ！」

　ことの重要さがわかっていないらしく、きょとんとするリリーシャ。

　そうこうしているうちに、騒ぎに顔を出した店長らしき男と女性店員の間で話が進む。

「店長、はやく守衛隊に通報してください！」

「う、うむ。あの目は確実に犯罪者の目だ……！」

「ちょ、ちょっと待て！　いや待ってくれ！　俺はそういうのじゃない！　俺はこの子の親から頼まれてるんだ！」

　二人は顔を見合わせ、

「親の使いを騙かたって子供を誘拐する……よくある手口です、店長！」

「あんな子どもをかどわかすとは……なんて卑劣な！」

「聞く耳がねぇ!?」

　頭を抱えて叫びだしたくなる衝動を堪こらえる。

「リリーシャっ、おまえから説明してくれ！　それが一番手っ取り早い！」

「わかりました。任せてください」

　万事引き受けたとばかりに椅子から下りるリリーシャ。頼もしく見えるが、だいたいこの娘このせいなのを忘れてはいけない。

「落ち着いてください、わたしは誘拐されたわけではありません。わたしは自分の意志で、この人と一緒にいるんです」

　はきはきと利発そうに喋しやべるリリーシャに、店の二人はいったん騒ぐのをやめる。

（よかった……どうにか誤解がとけそ──）

「わたしはただこの人が、『今日はいろいろ買ってあげるから、ついておいで』っていうから、こうして一緒にいるんです」

「すぐに守衛隊に通報だ！」

「リリーシャぁぁぁぁぁぁああああああっ！」

「はえ？」

　そのあと、誤解を解くのにしばらくかかった。





　　　　◇






　一夜明けて、フェレース工房の事務所。

　アーヴェイ、リリーシャ、ルイーズはテーブルを囲んで一枚の封書を睨にらみつけていた。

「……これは？」

「今朝、扉に挟まれてたのー。借金返済の催促書ねぇ。あと一カ月で返済しなければ、工房を乗っ取るっていう内容よ」

「なんですかそれは！」

　口をへの字に曲げて怒るリリーシャ。

「そんな一方的な言い分、通るものですか！」

「それが通っちゃうのよね」

　ため息交じりにルイーズ。

「どういうことだ？」

「借金の契約自体は正式なものでね。返済が一定期間滞ると、強制的に財産を没収できるよう、遺跡都市の決まりで定められてるの」

「そんな……！」

　息を呑のむリリーシャ。どうやら、状況はかなり切迫しているらしい。

「避ける方法はないのか？」

「ひとつだけ──借金の半額以上を用意できれば、期限を先延ばしにできるわ」

「その金額は？」

「八百万ルピアよ」

「八百……！」

　アーヴェイは息が詰まったように唸うなる。ひと月の食費を三万ルピアに抑えているアーヴェイからすれば途方もない金額だ。

「ちなみに……先月の儲もうけは？」

「…………」

　ぷいっとルイーズが顔を背ける。

（……この工房、思っていた以上にやばいんじゃないか……？）

　奇くしくもアーヴェイが交わした契約と同じ、残り一カ月という期限──それだけの短期間で、果たしてそんな金額を稼げるのか。

　ちなみに、アーヴェイが遺跡に潜った際の純利益は、実入りがいい時で五万。堅気の人間なら一週間ほどで稼ぐ金額だが、命がけであることと消耗品が高額なことを考えれば儲けは微妙である。さらに言えば、一度遺跡に潜れば数日間は休息と準備に当てるのが一般的だ。

「普通に商売しても、到底用意できる金額じゃないな」

「ええ……うちの工房への依頼は減るばかりで。下請け仕事を回してくれてたお得意さんも契約先を切り替えたりしててね。借金があることを知られると、取引を渋られちゃうし」

　それも考慮に入れて、奴やつらはわざわざ足を運びに来るのだろう。わざわざ冒険者崩れの荒くれ者を用心棒として連れているのがいい証拠だ。

「俺が遺跡に潜っても、一回当たりの稼ぎはよくて五万……半年分の仕事を一カ月でこなさなきゃいけないな。しかも、一日も休まないで」

「さすがにそれは現実的じゃないわねぇ……そもそも、それじゃあアーヴェイくんの儲けがないし。手に入った素材をうちの職人が加工して売った方がいいわ」

「それだとどれくらいの儲けになる？」

「そうねぇ……素材の質にもよるけれど、五万ルピア分の素材を加工して武器を作るとして、二倍から三倍くらいの販売価格になるかしら」

　ルイーズの簡単な試算に、リリーシャがぶつぶつと計算する。

「ということは、剣一本で利益が十万ルピアとして……八十本売れば八百万ルピアですっ！　アーヴェイさんが三人いればなんとかなります！　……ふぇっ!?　アーヴェイさんが三人って……それどんな天国ですかっ!?」

　紅潮した頬を両手で包み、頭から湯気を立ち昇らせるリリーシャ。

「落ち着いてリリィちゃん。そもそもアーヴェイくんは増えないわ」

　しかも、人件費も消耗品に回す費用も考えていない、極めて単純な計算だ。

「まぁ、儲けを元手によそから素材を買って、生産ペースを上げることになるから、アーヴェイくん任せというわけではないけれど……それは、作った剣が全て売れた場合の話よ。そんなにうまくいってたら、そもそも借金なんて抱えてないわ」

　当然の話ではある。ここまでの話は、そもそもの生産ペースが間に合うかどうか、という机上の空論だ。実際には、不良在庫の分だけ素材の費用と生産コストが負債となって経営を圧迫する。さらに言えば──

「もともと、ここの工房は下請けで武器を作ってたんだろ？　なら、依頼をとらないことにはな」

「そうなのよねぇ」

　頬に手を当て、「まいったわぁ」とおっとりした困り顔というなかなか見ない表情でため息をつくルイーズ。

「とにかく、私はどうにか仕事を回してもらえないか、先代からの知り合いを回ってみるけど……なにか根本的な解決策が必要ね」

　仕事をもらおうにも、フェレース工房が傾いていることは周知の事実だ。下手に関かかわって被害が飛び火しかねない状況で、依頼を出したがる工房はそうそうないだろう。

「はいはいっ！」

「はい、リリィちゃん」

　元気よく手をあげる娘を、ルイーズが教師のように指名する。

「いい案がありますっ！　アーヴェイさんに広告塔になってもらうんですっ！」

　先日、一緒に繁華街を回った時のことが思い出される。アーヴェイ自ら『無い』と結論した案だが、リリーシャは本気でそれが名案だと思っているようだ。

「アーヴェイさんなら宣伝効果は抜群ですっ！　あっ、でもぉ～」

　頬に手を当ててくねくねしながら、

「ほんとは、アーヴェイさんのかっこよさはわたしが独り占めしたいんですけど～……こうなったらそれしかないかなって！　ついにアーヴェイさんもスター冒険者に！」

　ルイーズは「うんうん」と微笑ほほえましそうに娘を眺め、

「他にアイデアはないかしら？」

　流した。自分でもリリーシャの案は無理があると思っていたとはいえ、少し傷ついた。

　と──

「ごめんくださいでありますー」

　事務所の扉の外から、そんな声が聞こえてきた。少女の、それも子供のように高い声だ。

　三人は顔を見合わせ、首を捻ひねる。

「リリィちゃんのお友達かしら？」

「ううん。約束はしてないし、知らない声だよ」

　ともあれ、待たせるのも悪いとルイーズが扉を開く。

　が、誰もいない。と思いきや、

「どうも！　こんにちはでありますっ！」

　低い位置からの声に視線を下ろすと、そこにはリリーシャよりもさらに背の低い少女がいた。

　頭には大きなキャスケットキャップ。少年がはくような半ズボンから細い足が伸びており、一見して男の子のようにも見える。好奇心が強そうな光を宿した瞳、首からは革ベルトで機械──写像機カメラをぶら下げている。

「こちら、フェレース工房さんの事務所でよろしかったでありますか？」

「ええ……そうだけど、あなたは？」

　見た目によらず、慣れた口調ではきはきと声を上げる少女に首を傾かしげるルイーズ。

「申し遅れました。自分、こういうものでありますっ」

　上着のポケットを探って取り出したのは名刺。そろって覗のぞき込む。

「『週刊アドベンチャー　契約記者　ファウ・レンブラント』……？」

「はい！」

　印字されている文字をアーヴェイが声に出して読むと、少女──ファウとやらは威勢よく言った。

「今日は、フェレース工房さんをインタビューさせてもらいたくて来ました！」
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「それで──どうして、うちみたいな小さな工房を取材しようと思ったのかしら？」

　ルイーズの問いに、応接用のソファで向かい合ったファウは「はいっ」と威勢よく答える。

「街で噂うわさになってるっすよ。魔獣を殺すことにしか興味がない、あの悪名高い〝魔獣殺し〟に首輪をつけた人がいるって！」

　思いっきり悪目立ちしていた。

「ひょっとして、そちらの方ですか？」

　アーヴェイを見るファウ。

「……そういう呼ばれ方もされてるらしいな。不本意ながら」

「やっぱり！　いやー、正直、最初見た時は心臓が止まるかと思ったっすよ！　だって扉が開いたら殺し屋みたいな人がいるんすもん！　間違えてマフィアの事務所に入っちゃったかと思ったっす！」

　明るい調子で失礼なことを言う娘こだった。雑誌記者ということだったが、あまりにも不ぶ躾しつけというか、図太いというか。そうでなければ務まらない仕事なのかもしれないが。

「アーヴェイさんは怖くないですっ。見る目がないですね！」

　憤慨したのはリリーシャ。きょとんとした顔でファウがリリーシャを見る。

「こちらは？」

「うちの娘よ」

「お嬢さんっすか！　あなたのことも話題になってるっすよ！　アーヴェイさんと一緒にいるところを見た方が多いみたいで！」

「え？　ほ、ほんとですか？」

　一転して、上機嫌そうに身を乗り出す。

「それってどんなふうに……ひょっとして、アーヴェイさんの妻として、とか？」

「〝魔獣殺し〟が隠し子を連れていたって！」

　ぴしっ、と音を立ててリリーシャの笑顔が固まる。

「ていうか、妻ってなんっすか？　どう見ても年齢が釣り合わない子供じゃないっすか」

「し、しつれいですね！　あなただって子供じゃないですかっ！」

　むきになってテーブルに手をついて身を乗り出すリリーシャに、ファウは「あー」と声をあげる。

「ファウはこう見えて十七歳っすよ」

「……え？」

「背が小さい種族なんで」

　大陸全土に鉄道網が敷かれてから、地方との交易が活発になり、旅行や移住をする者も増えてきた。遺跡都市が『亜人種の見本市』とも言われる由縁だ。

「あら～。随分小さな記者さんだと思ったけど、そういうことだったのねぇ」

「はいっす！　小ささを活いかして色んなとこに紛まぎれ込めるので、重宝されてるっす！」

　確かに、子供のようなファウが相手だと、油断してついつい口を滑らせてしまう者もいることだろう。世の中、なにがプラスに働くかわからないものだ。

「それで、取材ってことだったけど……うちの工房がそんなに話題性があるのかしら？　冒険者を雇った程度じゃあ、大した記事にはならないと思うし」

「あー、それなんすけど」

　ファウは恥ずかしそうに頭をかく。

「実はファウ、正式な社員じゃないんすよ。フリーランスって言えば聞こえはいいっすけど、実際は小さな仕事にどうにか食いついて実績を上げるのに精いっぱいで。今回の記事も、雑誌の隅にちょこっとだけ載せてもらう、おまけというか、なんというか」

　それで合点がいった。ルイーズも苦笑しながら言う。

「なるほどね。まあ、うちに大したページ数を割いてくれる雑誌もないわよね」

「お邪魔しておきながら申し訳ない話で恐縮っす。……あ、これ先週号っす。よければ見てください」

　ファウがたすき掛けにしていたバッグから雑誌を取り出す。

　遺跡都市に数十誌ほどある中なか綴とじの週刊誌のひとつだ。創刊して十年ほどになる、それなりの販売数を維持している雑誌だ。アーヴェイも何度か手に取ったことがある。

　内容としては、人気冒険者のカラーグラビアが最初の方に並び、冒険者へのインタビュー、後は有名工房の武器や防具の性能紹介、武具の売り上げランキング、遺跡内を特集した記事、街の情報へと続く。

　ページをめくっていると、冒険者の性さがでどうしても装備品の紹介ページに目が留まってしまう。

「この【Leaf】っていうブランド、最近よく見るな。防具以外の平服も作ってるのか」

　ひょっこりアーヴェイの腕の間に潜り込んできたリリーシャが「えへへ～♡」ととろけるような笑みで見上げてからコメントする。

「森に住むエルフをイメージしてて、左右非対称デザインがかわいいって、学校でも流は行やってますよ。姉妹ブランドの【Marmaid Zone】なんかも人気ですぅ」

「そうなのか。この【BLOOD EDGe】っての、かなり上級者向けな感じだな」

「やんちゃ系の男子が好きそうですね。えっと……『来いよ、黒き翼の堕天使の戦いを見せてやる』……？　なんですか、このコメント」

「流せ」

「ワイルドなアーヴェイさんには【Hound DOG】の狩人かりゆうど風衣装が似合いそうですね♪」

「革系の装備は動きやすいのがいいよな。お、老舗聖剣ブランドの【Avalon】が新モデル出すみたいだな。《カリバーン・カスタム .987式》。魔力伝導効率が十二パーセントアップか……やっぱ老舗は強いよなぁ、マイナーチェンジでもガンガン売れるんだから」

　そんな会話で盛り上がりながらページをめくっていくと、装備品の紹介ページが終わり、白黒ページに移る。

「あ、それ自分が担当した記事っすね」

　ファウが担当しているのは、一ページだけの小さな取材記事らしい。

　そこには装飾された文字で、大きな文言が躍っていた。

『怪奇！　夜の遺跡都市を疾走する白い影!!　恐怖の口裂け人面犬[image: ]』

「「「…………」」」

　一同、沈黙。「いやこれどういうリアクションすればいいんだよ」という思いを共有しながら、半眼をファウに向ける。

「そ、そんなに見ないでくださいっす……恥ずかしいっす～」

　目の前で自分の記事を読まれるのが恥ずかしいのか、キャスケットキャップの前を両手で引っ張って顔を隠すファウ。照れるところらしい。

「えっと……」

「思いっきり三流ゴシップ記事じゃないですかっ！」

　アーヴェイのなんとも言えない気持ちを代弁したのはリリーシャだ。

「し、失礼っすね！　ファウは一生懸命、来る日も来る日も路地裏を探し回って記事にしたんすよ！　結局見つからなかったから、野良犬の写像板フオトグラフをぼかしてお茶を濁したっすけど！」

「ねつ造じゃないですか！　うちのアーヴェイさんを口だけ人面犬なんかと一緒にしないでください！」

「口裂け人面犬っす！　なんすか口だけって！　喋しやべりが達者なんすか！　むしろ見てみたいっす！」

「と・に・か・く！　アーヴェイさんを記事にするんなら、カラーグラビアとかに使ってくださいっ！　五十ページくらい！」

「それ雑誌の半分っすよ!?　ページの半分が悪人面の写真集って、どんな雑誌っすか！」

「いいじゃないですか！　今年は悪人顔が熱い、とかそんなこと書いておけばそれっぽくなりますっ！」

「熱いどころか返本続出で経営が火の車っす！」

（というか、悪人面であることはリリーシャも否ひ定ていしてくれないんだな……）

　流ながれ弾だまがことごとく急所に当たっている気分のアーヴェイだった。

「いいじゃないの、リリィちゃん。どんな形であれ、うちを記事にしてくれるのはありがたいわ」

「ふーっ！」「きしゃー！」と奇声をあげてにらみ合う二人を、ルイーズが大人の対応でとりなす。

「そう言ってもらえるとありがたいっす」

「ただ、うちの工房はちょっと問題を抱えていてね。一カ月後、変わらずここにあるかもわからないの。……それでもいいかしら？」

「お母さん！　そんな弱気な……！」

　母はは娘このやり取りにファウは首を傾かしげる。

「どういうことっすか？」

　ルイーズがかいつまんで説明する。

「──ふむぅ、そういう事情だったっすか。これは大変な時にお邪魔してしまったっすね」

　ファウは小さな腕を組み、神妙そうになにやら考えている様子だ。

　一方、リリーシャはぶつくさ文句を言いながらファウが持ってきた雑誌のページをぺらぺらめくっている。

「そういうわけだから、うちの工房を記事にしても、あまり面白いことにはならないと思うのだけど──」




「──これですっ!!」




　突如、リリーシャが大声をあげ、ページを開いた雑誌を天に掲げて立ち上がった。

「口裂け人面犬か？」

「違いますぅっ！　このページです！」

　どうだ、とばかりにアーヴェイに突きつけたページには、

「『遺跡協会協賛・魔術武器審査会コンテスト』……？」

　そんな文言が大きく躍っていた。

　ざっと目を通すと、武器工房の競い合いの参加者募集記事らしい。市場を活性化させる目的もあり、遺跡都市ではしばしばこういった催しが開かれている。

「これで優勝すればうちの工房も有名になるし、賞金ももらえるしで一石二鳥ですっ！」

　多少の賞金も出るらしいが、なにより重要なのは多くの人目に触れるということだ。これに優勝して箔はくがつけば、下請け仕事も取りやすくなるし、冒険者以外の客──傭よう兵へい団や商会の専属護衛隊など──から大口の注文を受けられる公算も高くなるだろう。

　地道に武器を売ってどうにかなる状況ではない以上、一発逆転に賭かけるなら、むしろ悪くない策ではある。

　しかし──その案を採用するにはそもそもの問題があった。

「リリィちゃん、これは自分たちでオリジナルブランドを立ち上げてる工房向けのコンテストよ。うちは下請け専門だから、そもそも出品できるような武器はないわ」

「だから、作ればいいんだよっ！　オリジナルの武器を！」

　腰に手を当て、鼻息荒く「どうだ」と言わんばかりに小鼻を広げるリリーシャ。

　困り顔のルイーズの様子を見て取り、アーヴェイはリリーシャに窘たしなめるように問う。

「リリーシャ。そもそも、この工房に魔術機巧をデザインできる職人がいるのか？」

「ふぇ？」

　わかってなさそうに首を傾かしげる。

　アーヴェイがルイーズに視線をやると、微苦笑を浮かべたルイーズが答える。

「うちの職人さん達、腕はいいのだけれど、さすがに複雑な魔術機巧を組める人はいないのよ。そういう人達は大抵、大学で錬金学とか魔術機巧学を修めるか、一流職人の弟子として修業を積んでいるかなのよね……。うちはよくも悪くも、昔かたぎだから」

　つまり、鍛か冶じ師しとしての腕前は確かだが、魔術武器の要かなめたる魔術機巧の設計はできないということだ。

　確かに工房部分を見るに、ここでは通常の刀鍛冶はできても魔術機巧を組むための設備はないようだった。恐らく、既に出来上がった魔術機巧を預かって、鍛造した剣身に組み込むのが主な仕事だったのだろう。現在の魔術武器は精密な構造を持つがゆえに、多方面での技術が必要となる。これが、老舗工房の閉鎖が相次いでいる理由のひとつだった。

　それでも、リリーシャは諦あきらめきれないらしい。

「それなら、できる人を探して雇おうよ！」

「それこそ無茶よ。魔術機巧を組めるほどの腕があって、どこの工房にも所属してない職人なんて、そうそういるとも思えないし」

　ルイーズの言葉は現実的だ。魔術機巧を組める職人というのは高給取りだ。ましてや、オリジナルの機巧を作れるほどの知識とセンスを持っている者など、とっくに大手工房が専属契約を結んでいるだろう。

　むー、と頬を膨らませて唸うなり声ごえをあげるリリーシャ。

「あのー」

　そこに、間延びしたファウの声がかかった。

「いるっすよ」

　一同の視線がファウへと集まる。

「…………？　いるって、なにがだ？」

「だから、職人」

　あっさり言うファウに、アーヴェイは目が点になる。なんでもないことのように、ファウは続けた。

「魔術機巧が組める職人。どこにも所属してない、フリーのが」





　　　　◇






　一時間後。アーヴェイ、リリーシャ、ファウの三人は遺跡都市南西側の区画の外れにある、一軒の二階建て家屋を訪ねていた。

「ここがその職人の家か？　随分辺へん鄙ぴな場所に住んでんだな」

　その立地からして、アーヴェイはうさん臭さを覚えて鼻白む。

「ほとんど人が寄り付かない区画っすからね」

「ていうか」

　アーヴェイは周囲を見渡し、

「ほとんどゴーストタウンじゃねぇか」

　付近の建物はそこそこ新しいものが多いのだが、異様に人の気配がない。

「遺跡都市の人口が増えたんで、十年位前に集合住宅アパートメントがいくつも建てられた区画なんっすけど、その後で地盤が脆もろくなってることがわかったんすよね。ちょうど真下に大空洞があったみたいで。そんな危ない場所に住めるかー、ってことで住民がいなくなって、今じゃあこのありさまっす」

「なんでそんな場所に住んでんだ、その職人は？」

「うるさくしても文句言われないし、なにより家賃が破格だったらしいっすよ」

　誰も住みたがらないのだから、そうなるのも納得だ。そこにあえて住んでいるのだから、よほど豪胆な人物らしい。

「それで、なんでファウはその職人と知り合いなんだ？」

「前に取材したことがあるっすよ。どこにも所属しない孤高の職人、なんて面白いかと思って。結局、記事としては採用されなかったっすけど」

「それは分かりましたけど……なんであなたまでついてくるんですか？」

　リリーシャはファウが同行することに不満があるらしく、じっとりした目を向ける。

「紹介するんなら、自分がいた方が話が早いっすよ。それに、フェレース工房のみなさんにも興味があるっす」

「興味ぃ？」

「はい。潰れかけの老舗工房が、一念発起して新事業に乗り出す──なんて、いかにもサクセスストーリーの始まりっぽくていいじゃないっすか。うまく話が進んだら、連載記事にできそうですし」

　ギブアンドテイク、ということだろう。ファウは記事のネタを、アーヴェイたちは協力者を得られる。ついでに、記事になることでいくらかでも宣伝効果があれば、フェレース工房としても万々歳だ。

　目の前の二階建て木造家屋に向き直る。恐らくは十人程度の居住を想定していたのだろう。通りに面したいくつもの窓が、そのまま部屋の数なのだろう。

　現在は一棟まるごとをその職人が借り切っているらしいが、見たところ玄関先に呼び鈴のようなものは設置されていない。

（とはいえ、いきなり入っていっていいものかね）

　迷いながらも玄関の扉へ近づく。

「…………！」

　不意に──首すじの産毛を焦がすような、チリチリとした焦燥感。

　研ぎ澄まされたアーヴェイの感覚が無意識のうちに拾う、危険の兆候。山で獣を狩り、遺跡で魔獣と戦う中で身に着いた第六感にも近い危機察知能力が、全開でアーヴェイに『逃げろ』と告げる。

　直後、頭上で破砕音。ガラスが一斉に割れる音──その残響を瞬時に飲み込む爆熱・熱波・爆音の津波。

「わきゃっ!?」「ひゃうっ！」

　驚いて足が止まる少女二人。アーヴェイは咄とつ嗟さに二人の上に覆いかぶさり、服で二人をカバーする。

　砕け散った窓ガラスの破片が三人に降り注ぐ。幸い、爆発の勢いが強かったためか、窓の真下にいた三人に降り注いだのは小さな破片だけだった。

「な……っ、なにが起きたっすか!?　爆裂術式!?　テロ!?」

　目を丸くしながらも記者根性からか、写像機カメラを周囲に向けるファウ。

　とりあえず続く脅威はないらしいことを確認すると、アーヴェイは二人を建物から遠ざける。その手は自然と、腰にさげられた直剣に伸ばされる。

　と──

「げほっ、えっほ……やー、まいったまいった」

　状況の割には暢気のんきそうな声と共に──作業用のつなぎ姿の人物が、粉ふん塵じんの中から姿を現した。

「まぁさか爆発するとはねー……ん？　お客さんかな？」

　一同に目を留めると、その少女は溶接ゴーグルを額にずらす。額や首、腕といった剥むき出だしの部分は煤すすに汚れて真っ黒になっているが、ゴーグルで覆われていた目元だけは地肌の色──日に焼けたような褐色の肌が覗のぞく。切れ長の瞳に、はっきりと赤く光る虹こう彩さい。

「ご、ご無ぶ沙さ汰たしてるっす、エルルカさん」

「おぉー、ファウじゃん。どした、急に？　また取材？」

　ファウに気づくと気さくな声をかけてくる。

「まあ半分は……それより、これはいったい……」

「やー、それが聞いてよ～」

　煤すす塗まみれの少女はケタケタ笑いながら、

「魔術機巧を小型化しようと思って供給魔力の安定器を自作したんだけどさ～。どぉーにも仕入れた伝導体の質が悪かったみたいでね。二次増幅の途中で過剰収束しちゃったみたいで、あっさり臨界値突破。で、爆発。アハハっ、ちょーウケる[image: ][image: ]ｗｗｗ」

「笑うとこっすかソレ!?」

　いったい今の話のどこに笑いどころがあったのか、アーヴェイには不明だったが、

（やばい奴やつが出てきた……！）

　想定してしかるべきだった。

　魔術機巧を組むには希少な才能が必要であり、その技能を持った職人はこの遺跡都市では引く手あまただ。それほどの技能を持った職人でありながら、どこの工房にも属さないフリーランス──そんな人材が、まともなはずがない。

「いひひひ、腹いてぇー……っと、そんで？　そっちのちんまいのと、目つきの悪いお兄さんは、誰さんかな？」

　ひとしきり笑った後、笑いすぎで浮かんだ涙をぬぐいつつ、初対面の二人に目を向ける。

「あー……それはっすねぇ」

　さすがにこの流れでは紹介者としても気まずいものがあったのか、ファウは言葉を濁しながら、

「えっと、お仕事の依頼……で、よかったっすよね？」

　なんて奴を紹介してくれてんだ、というアーヴェイの無言の抗議に目を伏せつつ言うのだった。




　少女はエルルカと名乗った。

　浅黒い健康的な肌に、金色のポニーテールが眩まばゆく映える。

　瞳の色は鮮烈な赤。切れ長の双そう眸ぼうに彫りの深い顔立ち、すっきりした鼻び梁りようのラインという、美人と言うに躊躇ためらいのない風貌だ。それでいて、八重歯を見せてニカッと笑う表情は人懐こい。

　体つきは出るところと引っ込むところのメリハリが利いており、腹部は腹筋のラインが薄く見えるくらい絞られている。作業着のつなぎを腰まで下ろし、上半身を隠すものは胸の周囲をぐるりと囲むチューブトップだけだ。煽情的にも思える服装だが、どちらかと言えば健康的な色気、無駄のない肉体美という印象があった。

　エルルカはアーヴェイたちを一階の一室へと案内した。といっても、一階部分は壁が全て取り払われており、まるごとひとつの部屋となっていたが。

　様々な実験器具やら金属加工機やらが雑然と並ぶ空間。テーブルと椅子が申し訳程度に置かれた一画で、一同は顔を突き合わせる。

「わりぃねぇ、散らかっててサ。まぁそんでも、二階よりはマシだと思うよ」

「ここよりも散らかってるんですか？」

「うんにゃ。今二階に行くには、ガスマスクが必要なんだ」

　なにげなく返された言葉に、リリーシャが唖あ然ぜんとして口をパクパクさせる。

「まあ、座ってよ。気の利いたものは出せないけど」

　エルルカは壁際の冷蔵棚から瓶入りの飲料を取り出してグラスに注ついでいく。数が足りなかったのか、アーヴェイには実験用ビーカーが渡された。

（……変な薬とか混ざってないだろうな）

　精密作業を生業なりわいとする割に細かいことを気にしないというか、なんとも独特な性格の少女だった。

　と、リリーシャの視線がエルルカの顔、正確にはその一部に釘くぎ付づけになっているのに気づく。エルルカも視線に気づいたのだろう、「ん？」とリリーシャを見てから。

「ああ、これ？」

　と、髪をかきあげて自分の耳を示す。

　横に長く、尖とがった耳──それは、大陸北西部の森林地帯に住まうエルフたちの特徴に合致していた。

「エルフだよ。このとーり」

「……はじめてみました」

　子供らしい遠慮のなさでエルルカの耳を見つめるリリーシャに嫌な顔もせず、

「まぁ、そうだろねぇー。エルフって保守的だからさ。あんまり森から出ようとしないんだよね。あーしは変わりもんなのさ」

　エルルカは特に気分を害した風もなく笑う。

　確かに、変わり者なのだろう。なにせ、武器の製造と言えばそれは本来、エルフとは犬猿の仲と言われるドワーフの領分だ。森と共に生きるエルフと、森を切り拓ひらいて火を熾おこすドワーフとでは相いれようもない。

「確かに変わってるな。エルフが鍛か冶じ仕事ってのは」

「ま、そう思うよね。でもさ、魔術機巧って、魔力の流れを制御するものでしょ？　その点、エルフの眼めは魔力を見るのに長たけてるわけだ。妖精の眼、なんて言われるくらいだし」

　自分の目を指さすエルルカ。

　エルフ特有の赤い瞳は、魔力の流れを読み取ると言われている。そのためもあってか、魔術機巧が実用化される以前の時代、脆ぜい弱じやくだった人ヒユームの魔法に対し、エルフのそれは遥はるかに上をいっていたとも言われている。もっとも、魔術機巧が相手ではさすがのエルフの魔術も様々な点で劣るのだが。

「それに、エルフはもともと細かい作業は得意だしね。魔術機巧を作るにはもってこいなんさ」

　訛なまりのある独特の口調で、得意げに胸を張って言うエルルカ。

　強調されて跳ねる胸に合わせ、アーヴェイの視線も上下する。

　げし、と足を蹴られる。見ると、リリーシャがふくれっ面でアーヴェイを睨にらんでいた。

「……どうした？」

「しりませんっ！　ふんだっ！」

　なににへそを曲げているのかわからないが、ともあれエルルカに向き直る。

「エルフが魔術機巧を作るのに向いてるってのは、納得した。けど、それならなんで、あんた……エルルカは、どこの工房とも契約してないんだ？」

　エルルカは椅子の上で胡坐あぐらを組み、くるくる回りながら「やー、それがさー」と答える。

「前にね、契約してみたことはあったんよ。けど、一日で追い出された」

　ペロっと舌を出すエルルカに、ろくな答えが返ってこないんだろうなと予想しつつ、アーヴェイは問う。

「……なんで？」

「たぶん、工房の設備に手を加えたのが悪かったんだろうねー。あーしとしちゃ、魔力の流れが滞ってるところを親切で直してあげたつもりだったんだけど」

「それで、どうなったんだ？」

「あいつら、魔力の流れも見ないでバカみたいに魔力炉に魔石放り込むからさー。過剰励起された魔力で伝導体が焼け付いて、挙句に魔力炉やら収束器やら、なにからなにまで全部ドッカーンっ！　あははははっ！」

　再び大爆笑するエルルカに、アーヴェイは確信する。

（やっぱ、やばい奴やつじゃねぇか！）

「まぁ、あーしもさ、悪かったとは思うよ？　だって知らなかったもん。人ヒユームが魔力の流れ見れないって」

　要は、世間知らずということなのだろう。

　エルルカが好奇心旺盛な変わり者とはいえ、あまり他種族と関かかわりを持とうとしないエルフ集落の出身だ。彼女からすれば当たり前のことも、人ヒユームにとってはそうではない。その違いを理解していなかったのだ、この娘は。

（なんか不安になってきたな……）

　話を聞く限り、能力は確かなようだが、自分と周囲の違いを自覚せずに行動するため、集団の中にあってはトラブルを起こしやすいのだろう。要は、種族としての素養も合わせて天才肌なのだ。

「それで、どんな話だっけ？　依頼がどうとかー、って言ってたっけ？」

　エルルカは首を傾かしげる。

「ていうか、二人はどういうあれなの？　兄妹きようだいには見えないけど」

　そういえば、エルルカの奔放さに引き込まれて、こちらの事情を説明していなかった。

「ああ、言い忘れてたな。俺は冒険者で、リリーシャは、」

「妻ですっ」

「普通に嘘うそを言うな」

　食い気味に嘘の情報を伝えるリリーシャの言葉を訂正。「ちぇー」とつまらなそうに唇を尖とがらせるリリーシャ。こういう冗談、リリーシャくらいの年齢の子供はよく口にするのだろうか。

「へー、結構歳とし離れてるのにねー。そういうの、人の言葉でなんて言うんだっけ？　えっとぉ……ロリコン？」

「だから違うっつってんだろ!?」

　アーヴェイがいきり立つと、ケラケラと笑うエルルカ。からかわれたらしい。

　不安はあるが、人格で選えり好ごのみしていられる状況でもない。

「話を戻すとだ……リリーシャの家は武具工房をやってて、俺はそこで雇われた冒険者だ。それで、わけあって魔術機巧を組める技術者を探してたんだが──そこのファウにあんたのことを紹介されてな」

「なーるほど。つまり、あーしにリリーシャの家の工房の専属になれ、ってことか」

　ふーん、と椅子をくるくる回しながら天井を見上げるエルルカ。あまり前向きじゃないのだろうか。

「専属契約は性に合わないか？」

「んー？　それは別にぃー。前に雇われたとこは、あんまあーしに好きにやらせてくれる気なかったけど、そういうとこ、勝手にやっていいっていうんなら、むしろありかな」

「それじゃあ──」

「けど、その前に一個聞いておきたいんだけど」

　一拍置き、エルルカはアーヴェイの目をまっすぐ見つめる。

「アーヴェイはさ、目標とかあんの？」

「目標？」

「ほら、遺跡都市に来る人たちって、だいたい一緒じゃん？　〝神話断章ロゴス・ミーデイアム〟を見つけて大金持ちになりたい、とか、一流冒険者として有名になってちやほやされたい、とか。そーゆーの、アーヴェイはどうなんかな、って」

　にやにやしながら言うエルルカだが、どこか試すようなものが赤い瞳に垣かい間ま見みえる。

　アーヴェイはしばし考え──すぐに思ったことを口に出す。

「いや、そういうのは別に」

「別に？　興味ないってこと？」

「〝神話断章ロゴス・ミーデイアム〟には興味がある。けど、それはあくまで好奇心とかであって、大金持ちとか、有名にとかは考えたことないな。けど、なんていうかな……」

　自分の中にある遺跡への感情を見つめて、けれど浮かんできたのは極めて単純な価値観。

「いいもんだろ？　冒険って」

　言ってから、ちょっと適当すぎたかなと思う。エルルカはしばしきょとんとした顔をしていたが、不意に吹きだすように笑った。

「あはははっ！　いいねぇ、そういうシンプルで、頭悪そうなの！」

　悪かったな、と言い返すも、その言葉に悪意が無いのは声でわかった。

　ひとしきり笑った後、エルルカはアーヴェイに向き直って言う。

「あーしはさ。自分の手で〝神話断章〟を再現したいって思ってんの」

「〝神話断章〟を……再現？」

　現代の魔術剣マギア・ソードでは、せいぜい大岩を両断するのが限度だ。しかし、神話の英雄はその一撃で山を割り、空を穿うがち、星を砕いたという。なにより異界より現れた邪神どもを討ち果たした伝説の武具だ。それを再現するという途方もない目標を、エルルカは口にした。

　アーヴェイは驚き半分、呆あきれ半分で尋ねる。

「なんでそんなことを」

「そりゃー、あんたと一緒でしょ」

　疑問符を浮かべるアーヴェイに、エルルカは答える。

「──楽しいじゃん？　挑戦するのって」

　アーヴェイの単純な答えになにを感じたのかはわからない。が、

「うん。いいよ、受けるよ。あんたたちの仕事」

　にしし、と笑ってエルルカは言った。

「今日からあーしは、あんたたちの工房の専属技師だ」





　　　　◇






　エルルカとの契約が果たされた、その翌日。

　地下大遺跡、第一階層。天然の洞どう窟くつのような見た目ながら、細かく枝分かれした道は踏み入る者を迷わそうという悪意を感じる。時には道が途切れ、十メートル以上の落差の穴があったりと、一歩間違えば事故死しかねない場所だ。

　そんな危険な場所で始まった、リリーシャへの遺跡探索指南。なのだが──

「……なんでおまえらもいるんだ？」

　当たり前のような顔で付いてきたのは、エルルカとファウ。

「やー。あーしはほら、あんたの戦い方を見て、武器を作る参考にしようかと思ってさ。あと、あーしの武器も使ってみて欲しいし」

「ファウは、アーヴェイさんたちの雄姿を写真に収めるための密着取材っす。リリーシャさんは下町のアイドルらしいんで、高値で売れ……あいや、喜ばれるっす！」

　ファウからはちょっと捨て置けない言葉が聞こえたが流しておく。

（……遊びじゃねぇんだけどな）

　リリーシャ一人でさえ気が重いというのに、さらに二人も遺跡に慣れていない者がいるというのは、不安しかない。

　そんな内心を読み取ったか、エルルカはけらけら笑いながら手を振る。

「まぁまぁ、そんな心配ないって。いざとなりゃ、あーしも戦うからさ」

「戦えるのか、エルルカ？」

「そりゃあ、森育ちだし。狩猟生活は自給自足の基本っしょ」

　なるほど。エルフは弓術に長たけると聞くし、そこらへんにいる都会育ちの冒険者よりも頼りになるかもしれない。

　一方のファウはビシッと敬礼し、

「ご心配なく！　なにかあったら、皆さんを見捨てて一目散に逃げるっす！」

「清すが々すがしいくらいのゲスだなおまえ」

「雑誌記者たるものゲス呼ばわりは名誉と思え、っていうのが編集長の教えっす！　お褒めにあずかり光栄っす！」

「褒めてねぇよ！　あとおまえのとこの編集長人格破綻しすぎだからな！　できるだけ早く縁を切れ！」

「いやぁ、顔面犯罪者のアーヴェイさんに言われても（笑）」

「くっそ腹立つコイツ……」

　魔獣の縄張りに置き去りにしてきてやろうか、という考えが脳裏をよぎるが、精いっぱいの自制心で抑え込む。

「というか……あんまり人がいないんですね。協会支部も静かでしたし」

　リリーシャがぽつりとこぼす。確かに、普段なら他の冒険者とすれちがっていてもおかしくない頃合だが、今日は閑散としている。

「ああ、それはたぶんあれっすね。お隣の第十支部の方で、未踏査領域が発見されたからっすよ」

　さすがに記者を名乗るだけあり、情報通らしくファウが言う。

「未踏査……領域？」

　首を傾かしげるリリーシャにアーヴェイは説明する。

「遺跡は入り組んでる上に、ところどころ土で埋まってたり、隠し扉があったりするからな。今の最前線は第五階層だが、浅い階層でも時々、誰も足を踏み入れてない場所が発見されたりするんだ」

　なにせ、三次元的な迷宮のように入り組んでいる遺跡だ。どこにどんな空間が広がっていても不思議ではない。

「ふぇ～。そうなんですかぁ！　なんだかワクワクしますね！」

「まあ、それについては当面、考えなくていい。むしろ、人が少ないなら好都合だ。とりあえず今は、遺跡の歩き方を身につけるのに集中しろ」

「はいですっ！」

　素直に返事をするリリーシャ。

　気を取り直して、遺跡探索の基本を教えていく。

「リリーシャ。最初のレッスン……というか、前提としての心構えだが」

「はいっ！」

　やる気を見せるリリーシャに、アーヴェイは告げる。

「常に生き延びることを考えろ」

「生き延びること？」

「ああ。遺跡には危険が溢あふれてる。だから、成功することとか報酬とかじゃなく、なによりも生き延びることを第一に考えて行動しろ。欲をかいちまうと、引き際を見誤る。慎重すぎるくらいがちょうどいいんだ」

　胸に刻むように神妙に頷うなずくリリーシャ。

「それと、もうひとつ。どれだけ慎重に動いても、避けようのない危険っていうのはある。遺跡が崩落して、一人で取り残されるかもしれない。魔獣に襲われて、逃げられなくなるかもしれない」

　最悪の想定を口にするアーヴェイに、リリーシャの表情が強こわ張ばる。

　怯おびえさせているようでもあるが、心構えは必要なことだ。

「けど、どんな苦境でも最後まで諦あきらめるな。諦めずに粘ればどうにかなる──かもしれん」

　例えば、物語の英雄ヒーローみたいなのが助けに来たり、とかな。冗談めかして話をしめる。

　熱心に話を聞くリリーシャに満足したアーヴェイは、具体的な遺跡探索のいろはについての指導に移る。のだが──

「いいか、リリーシャ。遺跡探索で最も重要なのは、退路を確保することだ。そのためにはマッピングが欠かせない。遺跡の中での方向感覚も養われる」

「は、はいっ！　マッピング、マッピング……あ痛っ！」

　注意が散漫になって壁の出っ張りに頭をぶつけたり。

「休憩場所の確保も重要だ。周辺に危険がないか確認するんだ。魔獣の足跡や糞ふん、抜け毛なんかの痕こん跡せきを見逃すな」

「はいっ！　足跡、足跡……あっ、これですね！」

「それはファウの足跡っす」

「邪魔です！　なんでいるんですか！」

「なんでファウ、存在否ひ定ていされてるっすか!?」

「できればどこかに行ってください！　糞ふんとか抜け毛とか撒まき散ちらす前に！」

「人をなんだと思ってるっす!?」

　些さ細さいなことでファウとケンカになったり。

　──とまあ、本人的には一生懸命だが、とても遺跡を探索しているとは思えない、なんとも気の抜ける時間が過ぎていった。




「つ……疲れました……」

　遺跡に潜っておよそ一時間。開けた場所で休憩をとることにしたが、その時には既に、リリーシャはへとへとになっていた。

（初めての探索は、誰だって緊張して余計に疲れるもんだが）

　やはり、幼さゆえに体力が足りていないのだろう。不慣れな者を連れていると、なかなか思うように探索を進められない。

　アーヴェイが単ソ独ロで潜るときは、だいたい五、六時間ほどで切り上げるのが常だが、

（リリーシャの体力を考えれば、もうそろそろ引き返した方がいいかもしれないな）

　そうなると、探索効率は半分に落ちる。それではサポーターを連れていく意味がなくなってしまう。

　──遺跡の第三階層以下に潜る場合、単ソ独ロ冒険者では許可が降りない。物資を持てる量に限りがあるからだ。魔獣と戦うなら身軽でなければいけないが、長時間の探索には食糧や各種狩猟道具の予備が必要になる。そのため、物資を持ち運ぶためのサポーターが必須なのだ。

　腕利きの冒険者は、怪け我がなどで武器を振れなくなった元冒険者などをサポーターとして雇う。鍛え上げられた肉体は健在だし、なにより遺跡の知識があるからだ。

（やっぱ、リリーシャを連れて潜るのは現実的じゃないな。諦あきらめさせたほうがいいか……）

　アーヴェイがそう考え始めたのを感じ取ったというわけでもないだろうが、

「……だいじょぶです」

　リリーシャが声を張る。

「わたし、まだまだやれますっ！」

　額に汗をかきながらも、アーヴェイを見るリリーシャの瞳には力が漲みなぎっている。

　リリーシャの意志は尊重したい。だが、遺跡の中で倒れでもしたらルイーズにも合わせる顔がない。

「まぁまぁ、なんとかなるって」

　気楽そうに言ってアーヴェイの肩を叩たたいたのは、エルルカだった。

「いざとなれば、あーしだっているしさ。もうちょい進んでみようよ」

　リリーシャにウィンクして見せるエルルカ。

「ファウも同意見っす。ファウもよく、小さいからとか女だからとかの理由で甘くみられるんすけど、根性では負けないって気概でやってるっす。リリーシャさんも同じだと思うっす」

「エルルカさん……ファウさん！」

　ファウも続いて、リリーシャの背中を押す。

　アーヴェイは意外に思う。エルルカはどちらかと言えば自分の仕事にしか興味がない天才肌タイプだと思っていたし、ファウにしても飄ひよう々ひようとしており、いざとなれば自分の仕事を最優先するかと思っていた。

　アーヴェイはふっと息を吐はき、安心したように微笑ほほえむ。

「──リリーシャ。いよいよきつくなったら、ちゃんと言うんだぞ」

「……っ、はいっ！」

　アーヴェイが探索続行を決めると、リリーシャは元気よく声を上げ、エルルカたちとハイタッチした。

（なんだ──意外といいメンバーじゃねぇか）

　素直にそう思えた。

　──この時は、まだ。







　そんなことがあった、わずか十数分後──

「ほらほらー、頑張ってよーアーヴェイ。まだまだギア上げられるでしょ。その子の力はそんなもんじゃないよー」

「アーヴェイさーん！　こっち、こっち目線下さいっす！　おぉっ、いいっすねぇ、その必死な顔！　臨場感が伝わってくるっす！」

「…………ッ！　勝手な、ことをぉ……！」

　食いしばった歯の隙間から、アーヴェイは歯ぎしりと共に苦く悶もんの呻うめきを漏らす。

（……前言撤回だッ！　こいつら、自分のことしか考えてねぇ……！）

　アーヴェイはつい数分前の出来事を思い出す──




　休憩を終えた一行は遺跡をさらに進んだが、間もなく魔獣と遭遇した。

　体毛の短い犬のような見た目だが、三十センチほどの長さの牙が一対、前方に突き出している。額には指先ほどの大きさの魔力核。

　サーベルドッグと呼ばれる魔獣だ。

　サイズは大型犬程度で、魔獣としては比較的弱い部類に入る。とはいえ、群れで行動することが多く、油断していれば中堅冒険者でもやられかねない相手だ。

　出くわした群れは三頭で、円形に開けた空間にたむろしていた。

『ちょうどいい相手だね。あーしの武器使ってみてよ』

　思えば、なぜ事前に確認しなかったのだろう。エルルカの武器が、いかなる魔術機巧を搭載しているのかを。

　渡された武器は、戦せん鎚ついだった。遠心力を打撃部位に集約させ、重い一撃を叩たたきこむ打撃武器。魔獣には刃やいばが通りにくいものも多いため、衝撃を内部まで浸透させる打撃武器を愛用する冒険者も少なからずいる。

　技巧派のアーヴェイには使い慣れない武器だったが、それでも森で木を切り倒す際の斧おのの要領で使えばどうにかなるだろう、と思ったのだが──その考えが甘かった。

　複雑な魔術機巧が組み込まれた戦鎚は重く、二十キロ近くはある。打撃部位に近い位置を右手で持って腰に寄せ、左手は握りの先端を保持する。

『当てる瞬間に魔力流してみて。その子はそれで本領発揮するからさ』

　エルルカの指示に頷うなずき、アーヴェイは走り出した。

　疾走の勢いを乗せ、自分の体重をカウンターウェイトにして振りぬく。

　狙ねらったサーベルドッグがこちらに気付いて振り向くが、遅い。

　旋回した打撃部位が魔獣の頭部に炸さく裂れつするタイミングで、アーヴェイは魔力を注ぎ込む。

　戦鎚の打撃部位の反対側が、青白い炎を噴出した。

　なるほど、推進機構によって打撃の威力を底上げするという仕組みか。シンプルだが分かりやすく、そして有効だ。

　しかし──問題は、その出力だった。

　噴出する蒼そう炎えんの勢いに、アーヴェイの足が地から浮き上がる。

『……はっ!?』

　それは、さながら彗すい星せいだった。

　青白い光の尾を引きながら、アーヴェイの体は水平に飛ひ翔しよう。狙いを定めていたサーベルドッグの頭上をはるかに越え、広場の壁に向かってすっ飛んでいく。

（うっそだろオイ……！）

　アーヴェイはそれほど多くの魔力を流したわけではない。どうすればこれほどの推進力を生み出せるのか。

『こん、の……ッ！』

　歯を食いしばって両腕に渾こん身しんの力を込め、強引に飛ひ翔しよう方向を捻ねじ曲げて壁面に両足で着地。が、すぐに戦せん鎚ついの推進力に体を持っていかれる。

　猛烈な加速に戦鎚から引きはがされかけるが、ここで制御を失えば戦鎚は広場を暴れまわることになる。そうなれば、リリーシャの身がどうなるかわからない。

『…………ッ!!』

　根性で軌道を捻じ曲げながら、アーヴェイは広場を縦横無尽に引きずられはじめた。




　──そして現在に至る。

「つうか、なんで止まらないんだこれ!?　とっくに魔力流すのやめてんのに！」

「あー、それはね。中に魔石を仕込んでるからだよ」

「馬鹿かおまえ!?」

　魔石は魔獣の遺骸を加工することで得られる、消費型のエネルギー源である。使い捨てだが、輸送用や工業用の大型魔術機関に使われるほど大きな魔力を取り出せる。数百トンもの鉄塊を動かす動力源になる物質を、手持ちの武器に使っているというのだ。

「どうやって止めるんだよ!?」

「魔力は起動するためのスイッチなんだよー！　あとはもう、魔石を消費しつくすまで止まらないよー！」

「んなもん使わせんなぁぁぁぁあああああああぁぁぁあああああぁぁぁぁ……！」

　戦鎚に引きずられて跳ねまわっているため、アーヴェイの絶叫は近づいたり遠ざかったりを繰り返す。

　ここにきて、アーヴェイはようやく理解した。

　エルルカがリリーシャを庇かばうようなことを言ったのは、リリーシャのためではない。要は、自分の武器をまだ試せていないから探索続行を希望したのだ。

　ファウはファウで、連続で写像機カメラのシャッターをきりながら、

「うっひょぉおおおっ！　いいっすねぇ！　おもしろい絵がとれるっすぅ──！　怪奇！　遺跡内を跳ねまわるハンマー男！　マジぱねェっす─────！」

「おまえ工房の密着取材するんじゃなかったのかよっ!?」

　ダメだこいつ。完全にゴシップ記者根性が板についてる。

　ちなみに、サーベルドッグたちは頭上を行ったり来たりするアーヴェイをあっけにとられたように頭を動かして追っていた。

「ア、アーヴェイさーん！　大丈夫ですかーっ!?」

　リリーシャがなんとかできないかと、手をわたわたしているのが唯一の良心か。

「そこにいろっ、リリーシャ！　俺はこいつをなんとか……っ、うぉおおおおぉぉ……!?」

　注意を逸そらした瞬間引きはがされそうになり、慌てて戦鎚を握り直す。

「ファイトですぅ───！　アーヴェイさ───ん！」

　遺跡内にアーヴェイの絶叫と、リリーシャの応援の声が響き渡る。

　戦せん鎚ついがようやく動きを止めたのは、それから五分ほど後のことだった。




「大丈夫ですか、アーヴェイさん……？」

「……死ぬかと思った」

　心配そうな声をかけるリリーシャに、アーヴェイは肩で息をしながらどうにか答える。

　戦鎚は内蔵した魔石を使い果たし、今はもう沈黙している。四頭のサーベルドッグは暴走する戦鎚に巻き込まれて──というか撥はねられて──息絶えていた。

　戦鎚の魔術機巧部分を解体していじっていたエルルカが、不思議そうに首を捻ひねる。

「あれ？　魔力回路の励起率が二十パーしかいってないや。っかしぃなー、どっかで計算ミスったかな。まぁでも、二十パーにしては出力あったね」

「あれの五倍を想定してたのかよ!?　バラバラになるわ！」

「あっはっはー」

　笑いやがった。なんなの、このエルフ。

「アーヴェイさんになんてもの使わせてるんですっ！　わたしを未亡人にするつもりですかっ！」

「リリーシャ、俺のために怒ってくれるのは嬉うれしいが、未亡人ってなんだ」

「ほぉーう？　アーヴェイさんはゆくゆくは工房の婿に入る予定ということっすか？」

　ファウが耳ざとく聞きつけ、話を掘り下げようとしてくる。

「そうですっ！」リリーシャ、普通に肯定。

「元気いっぱいに嘘うそをつくな。ファウ、冗談だからな。変なこと書くなよ」

　アーヴェイに釘くぎをさされ、ファウは「わかってるっすよー」と口笛を吹く。その態度は絶対に書くつもりのやつだ。後で検閲しよう、とアーヴェイは心に誓った。

　ともあれ──かなりめちゃくちゃな戦闘ではあったが、魔獣を仕留めることはできた。

「アーヴェイさん、この魔獣はどうするんですか？」

　リリーシャが魔獣の遺骸を指さして訊きいてくる。

「普通は、討伐した証拠に冒険者番号が書かれたタグを魔獣に結び付けて、切り取った魔獣の一部……尻尾やなんかを遺跡協会に渡して回収してもらうんだ。ここでかかった手数料が、遺跡協会の運営資金の一部に回される」

「ふむふむ」

「けど──幸い、今日は人手があるからな」

　ギクッ、とエルルカとファウの肩が跳ねる。

「さぁーて、あーしはこの辺で失礼しようかな。いいデータもとれたし」

「ファウも記事の下書きがあるんで、すぐに帰らないと」

　ファウとエルルカは共に速足でその場を去ろうとする。

「待てい」

　アーヴェイの手が、二人の肩を万力のようにつかみとめた。

「さっきはよくも、人を利用してくれたな？」

　ぎこちない動きで、アーヴェイに引ひき攣つった笑みを向ける二人。

「や、やだなー、アーヴェイ。利用だなんて人聞きの悪い」

「ファ、ファウは写真を撮りに来ただけなんで、そういう肉体労働は……」

「運べ」

　炯けい々けいとした光を湛たたえたアーヴェイの三白眼が二人を睨にらみつける。

　凶眼の悪魔が、そこにいた。

「その……アーヴェイ？　悪かったとは、思ってるんだよ？」

「そ、そうっす！　なにもできず、申し訳ないと……ひっ、怖いっすぅ……！」

　アーヴェイに本気で睨みつけられた二人が音を上げるまで、五秒ともたなかった。







　荷物が増えたものの、既にマッピングした道を逆にたどるだけで済むため、往路ほどは時間をかけずに一行は地上へ帰還した。

　サーベルドッグ三頭を引きずりながら戻ってきたのが男一人に少女三人という、異様な一団にぎょっとする者もいたが、普段から悪目立ちしているアーヴェイとしては今更だ。

「なんであーしがこんなこと……」

「うぅぅー、獣臭いっすぅ……」

　泣き言を口にするエルルカとファウ。

　その後、アーヴェイは受付で荷車を手配し、フェレース工房まで魔獣の遺骸を運んだ。幸運なことに、職人の中に解体の経験がある者がいたので、任せることにした。

「肉は魔石の加工業者に売っぱらうとして、骨と牙はどうする？」

「骨髄だけ抜いて、骨も売り払った方がいいだろうな。牙は、他に使い道があるから寄せておいてくれ」

　職人は骨切り鋸ボーンソーを手に取ると骨に切れ込みを入れ、溢あふれてきた液体をガラス容器へと注いでいく。

「なんですか、あれ？」

　覗のぞき込んでいたリリーシャの問いにエルルカが答える。

「魔獣の骨髄だよ。あれを魔術回路の型に流し込むんだ。骨髄は魔力を伝達しやすいし、液体だからどんな型にも流せるからね」

「ふむふむ」

　魔獣の解体の光景に一切怯ひるまないあたり、好奇心旺盛なリリーシャらしい。

「牙は牙で、長さも強度も手ごろだからね。それ自体を武器にもできる。人気なのは金属武器だけど、牙や骨を使った武器を愛用する冒険者もいるよ。自分が狩った獲物の力を手にしている、っていう感覚が好きらしいね。精錬が雑な金属よりかは丈夫だしね」

　話していると、職人が手早く魔獣の頭部から魔力核を取り外す。

「こうやって見ると、宝石みたいで綺き麗れいですぅ♪」

　目を輝かせて魔力核を覗のぞき込むリリーシャに、アーヴェイが解説する。

「魔力核は魔力の増幅器官だな。これがあるから、魔獣は人間よりも魔力の運用効率がいいんだ。今日のサーベルドッグみたいな小物だと、せいぜいが筋力を強化するくらいだけど、でかい魔力核を持ってる魔獣だと、魔法で攻撃する奴やつもいる。ドラゴンのブレスなんかがわかりやすいか」

　最強の魔獣種と呼ばれるドラゴンの魔力核は、魔術機巧の細工師なら誰もが手にしたいと願う一級品だ。伝承にも語られる名付きのドラゴンの魔力核が使われている魔術剣マギア・ソードなどは国宝として扱われ、価格をつければ天文学的な数字になる。

「魔獣の肉は防腐処理をして時間を置くと、結晶化して魔石になる。自然に魔石化するには何年も時間がかかるんだが、魔石化を速める技術が遺跡から発見されてからは、それを専門に請け負う業者もでてきてな。そういうとこに買い取ってもらうんだ」

「はわ～。魔獣って、いろいろ役に立つんですねっ！」

　かつては魔獣の脅威に対抗すべく冒険者が頼られていたが、神話時代の遺物の発掘によって力関係が逆転した今では、人々の生活を支える資源となっている。

　冒険者が魔獣を狩り、戦利品で道具や燃料を生産し、市場に流通する。遺跡都市の生活は、ある意味で地下の遺跡に巣食う魔獣に支えられていると言っても過言ではない。

　当の魔獣からすれば嫌な時代になったものだろうな、とアーヴェイはなんとなく思った。















　　　　◇






　──という記事を読み、アーヴェイはテーブルに雑誌を叩たたきつけた。

「あーっ！　なにするっすか！　せっかく持ってきたのにっ！」

「人の言葉をねつ造しておいて言うことがそれかっ！」

　工房を訪ねてきたファウが密着記事の第一弾ができたというから、読んでみればこれだ。

「そうですよファウさんっ！　これじゃあ、あんまりですっ！」

　リリーシャもぷくっと頬を膨らませて抗議する。

「アーヴェイさんが一番かっこいいのは、もっと斜めからの角度ですっ！　これじゃあ魅力の半分も伝えられてませんっ！」

「そこか!?」

「訂正を要求します！　そしてアーヴェイさんのグラビアページ増量でお願いしますっ！　袋とじでもいいですからっ！」

「そんなもん誰が買うっすか」

「わたしが買い占めますよっ！　アーヴェイさんのかっこいいところは、わたしがひとりじめするんですからっ！」

「なにがしたいっすか、あなた」

　リリーシャの主張は置いておいて、アーヴェイにも言いたいことがあった。

「それとファウ……最後の写真はなんだ？」

　そこには、アーヴェイがエルルカの作った戦せん鎚ついに振り回されている際に撮られた写像板フオトグラフが載せられていた。

「アーヴェイさんが景気よくぶっ飛んでるところっすね」

「結局ゴシップに使ってんじゃねぇか！　なにが謎なぞの飛行物体だよ！　新種の魔獣だよ!?」

「大衆向け情報誌は時には正確さよりもエンタメ性が重要なんっすよ！」

「報道に携わる人間としてのプライドはないのか!?」

「プライドでご飯が食べられたらファウだって苦労してないっすよ！　誇りよりも明日の炭水化物っす！」

　開き直りやがった。

「まったくもう！　まったくもうっすよ！　せっかくファウが宣伝に協力してるのに！」

　腕を組んで頭から湯気を上げるファウ。

　ヒートアップする面々を、ルイーズが微笑ほほえましそうなおっとり笑顔で見守る。

「うぃーす。あーしだよー」

　と、外からエルルカの声。勝手知ったるなんとやら、返事をするより前に扉を開き、褐色肌のエルフが入ってくる。

「いらっしゃい、エルルカちゃん」

「ちゃーっす、おかみさん。おじゃましゃーっす」

　出会って数日のはずなのだが、ざっくばらんに挨あい拶さつをかわすエルルカ。

　おかしいな……エルフは排他的で他の種族を信用しないとか聞いてたのに。なんでこの娘こ、こんなにコミュ力高いの？

　たすき掛けにしたバッグの紐ひもが胸の間を通り、十分な標高を誇る二つの山の間に深い谷を作っている。蓮はすっ葉ぱな性格であるがゆえの警戒心の無さからか、時折この娘は自覚なしに凶器を振りかざす。自然と吸い寄せられる視線。

　がすがすという衝撃が、鈍い痛みと共に脛すねに走る。

「……リリーシャ。無言で脛を蹴るのはやめてくれ」

「知りませんっ。ふんだ！」

　またしても、なにかに怒っているらしいリリーシャ。

「みんなそろってるね。ちょーどいいや」

　エルルカがたすき掛けにしたバッグをテーブルに置き、ファイルに挟まれていた紙を広げる。そこには、武器と思おぼしき図面が描かれていた。

「これは……新しい武器のデザインか？」

「そ。量産できるようにシンプルなコンセプトのやつね」

「仕事が速いな」

　いろいろ話し合った末、コンテスト用の武器を開発するのと並行して、フェレース工房オリジナル武器を売り出していく方針となっていた。武器を販売することで少しでも宣伝し、フェレース工房の存在を一般に認知させるためだ。

　それに合わせて、大口依頼が入った時に即座に対応できるよう、資金を貯ためておくという目もく論ろ見みもある。そのための量産武器の設計をエルルカに打診していたのだ。

「とりあえず、魔術機巧の回路図込みで書いてみた。十通り」

「十通り!?　この短期間でか!?」

　その仕事の速さに、アーヴェイは舌を巻く。

　魔術機巧というのは、いわば魔術を発動する為ための儀式の手順を簡略化した細工である。失敗すれば魔力が暴走して大事故が起こりかねない。そんな繊細な仕事を、これだけのペースで書き上げたというのか。

　エルルカは常識外れのとんでもない発想でトラブルを起こしもするが、その魔術機巧への理解は既に魔術技師たちの互助組織である工房組合フアクトリー・ギルドにおける、名人級マイスタークラスにも到達しているのではないだろうか。

　当の本人はそんなことには興味もなさそうな様子で、実に生き生きと自分が設計した武器の説明をしている。

「──っていう感じなんだけど。アーヴェイ、聞いてる？」

「ああ。……うん、悪くないと思う。というか、意外にまともだな」

　以前ひどい目にあわされた手前、手放しで褒めるのも癪しやくな部分があり、つい憎まれ口をたたいてしまう。

「まともってなにさ。あーしだって一般販売するんなら、それに合わせた設計にするっての」

　むっとして口を尖とがらせるエルルカ。

　一方、ルイーズはしげしげと図面を眺めて、

「うん──これならいけそうね。どれもおもしろいけど、人手が限られてるから、そうね……職人と相談して、三品くらいに絞ることになると思うけど、いいかしら？」

「いーよいーよ。やれそうなやつからやってくれて」

　ソファの上であぐらをかき、鷹おう揚ように手をひらひらさせるエルルカ。

「あとは、実際に販売するための店舗の確保と宣伝が課題だな」

　下請け仕事専門だったフェレース工房では、武器を自作したところで販売するための販路が確保されていない。

「どこかに委託するか、自分たちで売るかになるよな？　当てはあるのか？」

「その点については、解決済みよ～」

　のほほんとしながらも自慢げに、ルイーズがピースサイン。

「父の代からの知り合いに、使っていない空屋を安く貸してもらえそうなのよ～。そんなに数を作れるわけじゃないから、委託よりは直営店がいいかなって」

「いいと思うっすよ。大型店舗の隅っこに置かれるよりは、工夫のしようもありますし」

　ルイーズの判断に、情報を売る側のいろはを叩たたき込まれているファウが太鼓判を押す。

「あとは宣伝ですか……頼りにしていたのはファウさんの雑誌でしたけど」

　リリーシャがため息をつき、雑誌を示す。

「こんなめちゃくちゃな記事で、本当に宣伝効果があるんですか？　もっとちゃんと、工房そのものの武器の宣伝とかした方がいいのでは？」

「ふっ──甘いっすねぇ、リリーシャさん」

　ちっちっち、と指を振るファウ。

「まずはなにより、目立つことが重要なんっす。新商品なんて、そこら中の工房からしょっちゅう出てます。名前も知られていなかったフェレース工房が『新商品だします』、なんてバカ正直に言ったところで、誰も注目しないっす」

「それは……確かにそうかもしれないな」

　アーヴェイも、情報誌に目を通す時は名の知れた工房の記事に目が引き寄せられる。

「では、なにを前面に押し出すべきか？　それは、フェレース工房にしかない特徴っす。つまりは──」

　びしっ！とファウが指さしたのは、

「リリーシャさんっす！」

「……ふぇ？　わたしですか？」

　きょとんとして首を傾かしげるリリーシャ。

「そうっす。遺跡都市広しと言えど、こんなロリ……もとい、小さな冒険者は他にいませんっ！　希少であることはそれだけで話題性があるっす！　さらに言えば、この童顔！　この幼児体型！　ある種の読者にはまさにクリティカルヒットっす！」

「犯罪者を呼び寄せるだけじゃないのか？」

「あらあら」

　うろんげなアーヴェイと、娘を客寄せに使われてものほほん笑顔のルイーズ。肝がすわっているというか、能天気に過ぎるというか。

「ぐぬぬっ……黙っていれば好き放題言ってくれますっ！」

　憤慨したリリーシャがファウに食って掛かる。

「そんなこと言ったら、ファウさんだって同じじゃないですかっ！　ていうか、わたしの方がちょっと背高いしっ！」

「ファウはそういう種族っすからねぇー。それに、遺跡都市はなんだかんだで人ヒユーム中心の街っす。十二歳って言ったら、普通はもうちょっと出るとこ出てるんすけどねー。リリーシャさんみたいな見事な断だん崖がい絶壁の方が珍しいっす」

「だん、がい……！」

　ガクっ、とリリーシャの首が前へ落ちる。口から白い魂的なものが抜け出て天に上りかける。かと思えば肩がふるふる震えだし、

「ふしゃ───ッ！」

　猫のような奇声を上げるや、テーブルを飛び越えてファウへと飛びかかる。

「おぉっと！　そうはいかないっす！」

　予想済みだったか、ファウは身軽にリリーシャの突進をかわして距離をとる。

　じたばた暴れるリリーシャを羽交い絞めにして、どうにか拘束するアーヴェイ。

「リリーシャ、落ち着けって」

「ふしゃ───！　がるるるるる───！」

　狂犬のようにファウに噛かみつこうと吼ほえ、足が浮いた状態でじたばた暴れるリリーシャ。

「それじゃあ、今日のところはこれで失礼するっすよー。遺跡に潜る時は、また呼んでくださいっすー！」

　その隙にファウは手を振りながら事務所から飛び出していった。

「ったく……人騒がせな」

　疲労を感じて肩をすくめるアーヴェイ。ふと、リリーシャがおとなしくなっていることに気づき、見下ろす。

「うぇへへへ～……♡」

　アーヴェイに抱きすくめられるかたちになったリリーシャは、顔全体がとろけたようなだらしない恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

　その顔は、年頃の娘としてどうだろう。
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「フェレース工房、春の新作で～す！　見ていってくださ～い！」

「安くて高品質な武器はいかがですか～？」

　昼下がりの街角に、リリーシャとルイーズの呼び声が響く。

　フェレース工房からほど近い商店街の一角の軒先で、母はは娘こはまるで新作スイーツの宣伝でもしているかのような口上で通行人の注意を引く。

　道行く人々はなにごとかとついそちらを向き、目にしたものにぎょっとする。

　リリーシャとルイーズが纏まとっているのは──メイド服である。それも、富裕層が使用人に着せるような、仕事着としてのメイド服ではない。肩から鎖骨までが大胆に露出した、フリルを多量にあしらったメイド服だ。

　ただでさえ若く見えるルイーズだが、化粧と衣服の効果でもはや十代半ばの少女にしか見えない。リリーシャと並んでいても、親子だと思う者はまずいないだろう。

　一方のリリーシャは、子供サイズに仕立てたメイド服がなんとも愛らしく、見る者の庇ひ護ご欲をかきたてる。

　そんな二人がそろって呼び込みをしているのである。注目度は抜群だった。

　多くの者が二度見し、足を止める。そうでない者もちらちら見ずにはいられない。店の前で足が鈍ろうものなら、ルイーズがささっとそばに歩み寄り、

「お兄さん、見ていきませんか？」

「お、おれ……？　でも、武器ならもうあるし……」

「いえいえ～、当店の新作はよそとは一味も二味も違いますっ。さぁさぁ、見ていってください。よろしければ試し斬りもどうぞ～。私がレクチャーしますから」

　寄り添うような至近距離からのほほんとした笑みを向けられ、まんざらでもない様子。さらには、凶悪なサイズを誇る胸部が持つ引力はひとり者の男の判断力に著しい低下デバフをかける。

「そ、そう……？　それなら、寄って行こうかな……」

「一名様、ご案内で～す！」

　ルイーズに導かれ、借りている小さな店舗へと青年が誘われる。

　その隣では、

「みていってくださいっ！　おもしろい武器がいっぱいですよ！」

　カップルと思おぼしき男女にリリーシャが声をかける。

「でも僕ら、冒険者じゃないし……」

「護身用に一本、持っておくべきですっ！　彼女さんを守るためにも！」

「んー……でも、高いんじゃないの？」

「いえいえっ！　うちの商品は低価格が売りなんです！　安く仕入れた素材を丁寧に加工しているので、品質も保証しますっ！」

　それでもなお迷っている男に、リリーシャが耳打ちする。

「それに、武器を持った男の人はかっこいいですよ？　彼女さんも惚ほれ直しますっ」

　子供らしい純粋な言葉に心動かされるものがあったのだろう。遺跡都市という環境が、武器を持つことへの抵抗感を薄れさせてもいる。なにより──男は武器が好きだ。

　リリーシャの言葉に後押しされ、「じゃあ、見るだけなら……いいかな？」と恋人の了解をとり、カップルは店へと入っていった。

　──そんなこんなで、意外な繁盛を見せている仮設店舗一号店。

　その様子を店の奥から眺め、アーヴェイは呻うめくように言う。

「……いいのか、これ？　なんか、怪しい店の客引きみたいになってるけど」

「まぁ、いいんじゃないっすか？　目立たないよりは、悪目立ちでもした方がいいんすよ」

　店の様子を写像機カメラに収めながら、ファウが暢気のんきに言う。

　店内には試し切りのためのスペースが設けられており、案内された客が起動した魔術剣マギア・ソードで木材を両断している。そのたびにルイーズやリリーシャが「すご～い！」「さすがですぅ！」と大おお袈げ裟さに褒めるため、鼻の下を伸ばした客がそのまま購入する光景も散見された。

　しかし、中には純粋に武器の性能に驚きを感じている冒険者の姿もある。武器というのは命を預けるもののため、その場で購入に踏み切る客ばかりではないが、うまく冒険者同士の情報網に乗れば後から訪れる客も増えるだろう。

（まあ、確かに、認知度を上げつつ資金を稼ぐっていう目的は果たせてるか）

　それでも、いつ不ふ埒らち者ものがフェレース親子に近づかないとも知れない以上、営業日は用心棒としてそばにいることにしよう──そう思うアーヴェイだった。
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　アーヴェイの日常は、フェレース工房の面々と共に過ぎていった。

　仮設店舗での武器販売はそこそこ好調で、口こみで武器の評判を聞きつけた冒険者もしばしば訪れるようになった。

　販売は週の半分程度に絞り、それ以外の日は遺跡探索と販売準備に費やした。

　ちょうどリリーシャの学校が長期休みを迎えたこともあり、二、三日間隔というハイペースで遺跡へ潜る日々が続く。店の売り子とサポーター見習い、両方を精力的にこなすリリーシャの体力面が気になったが、意外なタフさを見せて遺跡探索にもついてきていた。

　当初はリリーシャがいることで遺跡探索の効率は落ちていたが、徐々にそれも気にならないくらい、遺跡に慣れてきている。元から賢く、吸収力が高いのだろう。

　そうして、瞬く間に時は流れ──アーヴェイがフェレース工房に出入りするようになってから、二十日あまりが過ぎた。
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「──ハッ！」

　エルルカデザインの魔術剣マギア・ソード《ファフニール》が、アーヴェイの魔力によって搭載された機能を解放。剣身が高熱を宿して赤熱。大気を揺らめかせるほどの熱を帯びた灼しやく刃じんが、薄暗い洞どう窟くつに赤い斬ざん線せんを刻んで跳ねる。

　振るわれた《ファフニール》の灼刃が猿のような魔獣を真っ二つに両断。切断面の肉は焼かれ、血の一滴もこぼさずに絶命する。

「アーヴェイさんっ、後ろ！」

　リリーシャの叫び。即座に片足を軸に旋回。背後から飛びかかっていた猿型魔獣の爪を回避しつつ、カウンターの一太刀で胴を薙なぐ。

「大丈夫ですかっ、アーヴェイさん!?」

　岩陰に隠れていたリリーシャが駆け寄ってくる。

「ああ。おかげで助かった」

　頭をなでてやると、リリーシャは目を細めて「はふぅ～♪」とくすぐったそうな声を出す。尻尾があれば千切れんばかりの勢いでぶんぶん左右に振っていることだろう。

　実を言えば、最後の魔獣については気づいていたが、リリーシャの注意喚起が適切だったのは確かだ。こういう時は積極的に褒めることにしていた。

　剣を振り、刃やいばの熱を冷ます。魔術機巧で〈硬度強化〉と〈[image: ]しやく熱ねつ刃〉の効果が付与エンチヤントされた剣身は、刃こぼれ一つしていない。

（やっぱり、ものが違うな）

　これまで使っていた金属武器では、魔獣を数度斬りつけるだけで刃が欠け、芯に罅ひびが入る事すらあった。魔獣の骨は魔力を帯びている分、通常の生物より硬いからだ。

　しかし、エルルカが設計し、フェレース工房の職人が鍛えた《ファフニール》は、水を切るかのように魔獣を両断できる。剣自体が高い品質であり、なおかつエルルカが作った魔術機巧が安定した出力を維持しているからだ。

　仕事が雑だとこうはいかない。剣身の強化にむらが出て、切っている途中で刃が引っかかったりする。そうなると、剣身自体へも負荷がかかり、武器の寿命が短くなる。

（リリーシャも覚えが速いし、体力もついてきてる。この分だと、そろそろ第二階層まで降りても大丈夫かもな）

　第一階層と第二階層では生態系ががらりと変わり、生息する魔獣も別物となる。より強力な魔獣からは質のいい素材が得られるし、なにより強さに比例して魔力核も大きくなる。

（コンテストも近いし、いい素材を仕入れるに越したことはない。問題は──）

　相変わらず同行しているエルルカに問いかける。

「エルルカ。まだイメージは湧かないか？」

　エルルカは肩をすくめて、

「こういうのってさ、結局運みたいなもんだからね。これだー、ってのは、なかなか湧かないんだ」

「そうか……」

　コンテストは十日後に迫っている。《ファフニール》や他の武器のハイエンドモデルを出品するという提案もしてみたが、エルルカはどうにも乗り気でないようだった。

　どうせなら、もっと面白い武器を作りたい、ということらしい。

　芸術家気質ならではの波があるのだろう。急せかしたところでしょうがないことかもしれない。だが、アーヴェイには焦りを募らせる理由があった。

　数日前、フェレース工房の事務所でのことを思いだす──
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　フェレース工房オリジナル武器を売り出してから、工房の経営は波に乗っていた。ファウの記事を読んで店に来たという客もおり、宣伝もそれなりにうまくいっている。

　利益は順調に上がっている。滞っていた職人への給料も払え、工房には活気も戻ってきていた。

　しかし──その売り上げも、徐々に伸び悩み始めていた。

「武器っていうのは、もともとそう頻繁に買い替えるものじゃないからねぇ……」

　困ったように眉根を寄せ、ルイーズが小さく吐息をつく。

　要は、行き渡ってしまったのだ。エルルカの武器に興味を持ってくれる者たちに。

　──もともと、フェレース工房の武器は高機能の魔術剣マギア・ソードを買うことのできないフリー冒険者向けの大量生産品だ。『値段の割に高性能』をコンセプトにしているため、より深い階層で強力な魔獣を相手にする中堅以上の冒険者には心もとないのだ。

「売り場所を変えるっていうのはどうだ？」

「確かに、他の遺跡協会支部を拠点にしている冒険者なら、買ってくれる人もいるかもしれないわ。けど」

　肩をすくめるルイーズ。

「よそで販売するなら、店舗を確保する必要があるわ。今のお店は知り合いから好意で安く貸してもらってるけど、そうそういい条件の物件をよその区画で見つけるのは難しいし」

「なにより、フェレース工房自体が他の区画じゃ無名……か」

　今回は地元の人の後押しや、ファウの記事もあって、ある程度の話題性は確保できた。しかし、そういう勢いが去るのは早い。

　今、無理してよその区画で出店したとしても、赤字になる可能性の方が高いだろう。

（やっぱ、コンテストで一気に名を上げて、大口契約をとるしかない、か。となると──）
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　頼みの綱はエルルカだ。

　この半月、フェレース工房の面々と共に過ごし、その奮闘をそばで見てきた。その尽力があってなお工房の存続に届かなかった時、彼らに訪れる失意を想像すると、苦い思いが胸に満ちる。

（一人でいる時は、なんだかんだでもっと気楽だったな……）

　とはいえ、自分の食くい扶ぶ持ちを稼ぐことに必死になっていた頃には無かった充実感もまた感じていた。工房と契約してからひと月も経たっていないが、一人で遺跡に潜っていたのが随分と昔のことのように感じられる。

　このままフェレース工房が潰れるのを見るのは、なんとも心苦しい。だからこそ、他力本願とはいえ、エルルカにはコンテストでなんとしても優勝してもらいたいのだが──

（人に頼りっぱなしってのも、どうにも居心地が悪いしな。俺にできることはないか？）

　ふと──以前、ファウに聞いた未踏査領域の話を思いだす。

　この付近で発見された、調査の済んでいない領域。浅い階層とはいえ、いまだ大まかな構造すらつかめていないエリアであれば、思わぬ掘り出し物が眠っている可能性もある。実際、そういった遺物の発掘を目当てに冒険者たちが集まっている。

　もちろん危険は多い。脆もろくなっている地面を踏み抜いて数十メートルも落下したり、大所帯の魔獣の縄張りに踏み込んでしまったりと、予期せぬアクシデントはつきものだ。

　リリーシャを連れていくことはできないからと、探索候補からは外していたが、

（状況が状況だしな……一いちか八ばちか、俺一人ででも潜るか？）

　そういった場所はサポーターなしで潜るのは避けたいところだったが、虎こ穴けつに入らずんば虎子を得ずとも言う。

「ファウ。この前言ってた、未踏査領域の詳しい場所って、わかるか？」

「第十支部が近いっすけど、あの辺への道は地下で繋つながってるっすからね。最短ルートで行けば、一時間くらいのはずっすけど……でもあれ、第二階層っすよ？」

　暗に「いいんすか？」と問うファウ。

「まあ、リリーシャもだいぶ遺跡の歩き方がわかってきたしな」

　はえ？　と首を傾かしげてきょとんとするリリーシャ。

「まだ時間も早いし──これから第二階層に降りて、未踏査領域の近くまで行ってみるか」

　ようやく、自分を第二階層に連れて行ってくれるという話だと気づき、リリーシャの表情がたちまちぱっと華やぐ。

「ほんとですか!?　わたし、もう一人前ですかっ!?」

　そんなリリーシャに、アーヴェイは苦笑しながら釘くぎを刺す。

「あんまり浮かれるなよ。あくまで様子見程度だ。危なそうだったら、すぐに引き返すつもりだし」

「でも、それくらいなら行っても大丈夫ってことですよね！　ねぇっ！」

「まあ、そうだが」

「やったー！」

　想定以上のテンションの上がりっぷり。「やったやった！　アーヴェイさんが認めてくれた！」とアーヴェイの周りをぴょんぴょん跳びはねて小躍りするリリーシャ。

　厳しく言った方がいいかと思いつつも、その無む垢くな様子に思わず微笑ほほえんでしまう。

　そんなアーヴェイの様子をジーっと見つめるファウとエルルカ。

「やっぱロリコンっすね」

「だらしない顔してんねー」

「証拠に一枚撮っておくっす」

　瞬く写像機カメラのフラッシュ。やめて、マジで。





　　　　◇






　その男は、どこにでもいる冒険者の一人だった。

「ちっ……ここも外れかよ」

　手にしたガラクタを投げ捨て、舌打ちしながら毒づく。

　遺跡都市で冒険者を始めてから十年強、特に目立った功績を上げることもできず、ギリギリで食いつないで今日に至った彼は、生活に倦うんだように濁った目であたりを睥へい睨げいする。

「せっかく未踏査領域が見つかったっつぅから、三区から遠征してきたってのに……あるのはゴミの山かよ……なぁ、どうなってんだ？　トマスよぉ」

　苛いら立だちの声を向けられたのは、同行しているサポーターの男。中年にさしかかった冒険者より少し若いくらいか。気の弱そうな顔を困ったように歪ゆがめ、言い返す。

「そんなこと言っても、しょうがないじゃないですか。未踏査領域って言っても、所詮は第二階層なんだし……」

「おめぇの調べが甘いからじゃねぇのか？」

「最初に言ったでしょう。この辺は冒険者が集まってるから、空振りも多いだろうって」

　舌打ちする男に、サポーターはこっそりため息を吐つく。

（おれだって、あんたみたいな小物のサポーターなんてやりたくなかったよ……）

　彼は専属のサポーターではない。日替わりで様々な冒険者と組んでは分け前をもらう、日雇いサポーターと呼ばれる立場だった。

　専属契約しているわけではないため、安定した実入りはなく、また相性の悪い冒険者とは成果を上げられないことも多い。このゲイリーという中年冒険者とは何度か仕事をしているが、相性に関しては最悪の部類だった。

　どちらも遺跡探索でひと山あてよう、という大望を忘れて久しい者同士だったが、それで仲良くできるというものでもない。むしろ、同族嫌悪すら覚える。それでも仕事を受けたのは、家族に飯を食べさせるためだった。

「……ああっ、くそ！　これじゃあ地図を買った分、まるまる赤字じゃねぇか！」

　苛立ち紛まぎれに壁を手甲で殴りつけるゲイリー。むなしく響く打撃音と腕のわずかな痛みと引き換えに、ストレスを多少なりとも解消するだけの行為──の、はずだったが。

　──ゴトン。

　壁を構成する石材の一つが、重い音を立てて引っ込む。

「…………？」

　怪け訝げんに思いながらもゲイリーが使い古した魔術剣マギア・ソードの鞘さやでその部位を突くと、それは反対側に落下したようだった。どうやら、壁の反対側に空間があるらしい。

　顔を見合わせる冒険者とサポーター。

「……おい。その地図だと、この先はどうなってる？」

「特になにも……他の通路からも、繋つながりそうな道はないですね」

　にわかに、ゲイリーの顔に笑みが浮かぶ。彼は鞘を振り上げると、落下した石材の周囲を叩たたき、引き抜き、穴を広げていく。

「あ、あの、そういうのは許可をとってからじゃないと……」

「気にすんな！　それより、この先が誰にも見つかってないなら、おれらが一番乗りだ！　ってぇことは、値打ちもんも持っていき放題ってことだろうがよ！」

　欲に目が眩くらむゲイリーを強く止めなかったのは、トマス自身、その案に魅力を感じていたからだ。

　そう間を置かず、人ひとりなら余裕で通れるくらいの隙間が開く。

　穴を通り、隣の空間に足を踏み入れる。遺跡協会が設置する恒常灯がまだないところを見ると、正真正銘の一番乗りらしい。

「こりゃあ、運が向いてきたな……。おい、灯あかりだ」

　言われて、トマスは背負っているバックパックに吊つるしたランプを手に取り、簡易点火装置に魔力を流して火種を生む。生み出された火がランプの中で膨らむ。

　ランプの火が光の枝葉を伸ばし、闇を押し返す。確保された視界は数メートルというところで、壁や天井までは届かない。かなり広い空間のようだ。

　ゲイリーが顎あごをしゃくる。先に行け、という意味だろう。ゲイリーにランプを持たせると片手が塞ふさがるので、魔獣との遭遇戦を考えれば正しい判断なのだが、この男の場合は自分を露払いに使うつもりなのではないかと勘ぐってしまう。

　ともあれ、トマスはため息を吐つきつつ、壁伝いに歩き始める。念のため、腰の短剣に手をかけておくのも忘れない。

「えらくだだっ広いな」

　背後でぶつくさ言っているゲイリー。声を聞きつけた魔獣が襲ってくる場合を考え、安全が確保されていない場所では会話は抑えるものだが、まったくもって適当な男だ。冒険者として成功しないのも当然だろう。もっとも、そんな男と組まざるを得ない時点で自分もまた負け組なのだが、とトマスは自嘲気味に思う。

　と──トマスの足がとまる。

　危うく背中にぶつかりそうになったゲイリーが苛いら立だたしげに声を荒げる。

「おい、なにいきなり止まってんだ。さっさと……」

　言いかけ、ゲイリーは気づく。トマスの持つランプの光が、小刻みに震えていることに。

「おい……どうした？」

　返事はない。腰の魔術剣マギア・ソードに手をかけつつ、ゲイリーはゆっくりとトマスの横へと並ぶ。

　そして──見た。

　ランプが投げかける光の中に浮かぶ、奇妙な壁を。

　それは、一見して土壁のような薄茶色をしていた。しかし、土壁との違いは細かな筋が縦横に走っていることだ。土に刻まれた模様の類ではない。なにか手の平大のプレートのようなものが重なり合うように連なっている。金属片を重ねて作る、スケイルアーマーのように。

　その連想に、ゲイリーは硬直する。スケイルアーマーは、爬は虫ちゆう類るいや魚類の鱗うろこを模して作られた鎧よろいだ。そして、壁のようにそびえる鱗がなにを意味するかなど、火を見るより明らかではないか。

　ふらりと、トマスが一歩後退ずさる。その拍子に揺れたランプの光が、暗闇の中に浮かび上がらせる。縦に裂けた瞳どう孔こうを持つ、黄金色の瞳を。

　脈動するように──壁が動いた。





　　　　◇






　第二階層は一見して、古い砦とりでのような内装だった。

　石を積んで作ったような道が延々と続いており、時折、小部屋が壁伝いに設けられている。リリーシャは物珍しそうに視線をあちこちへ飛ばし、声を弾ませる。

「第一階層は洞どう窟くつっていうか、人が掘った坑道みたいなイメージでしたけど……第二階層は、昔の砦とりでみたいですねっ！」

　様変わりした遺跡の様子に、リリーシャは楽しそうだ。

「部屋がいっぱいありますけど……こういうところには、遺物はないんですか？」

　もとから扉はついていなかったのか、それとも風化しきったのか、通路の壁に連なるぽっかりと空いた小部屋の入り口。中を覗のぞき込み、リリーシャは首を傾かしげる。

「さすがに、もうなにも残ってないだろうな。探索初期はいろいろ発見されたんだが、だいたいが日用品みたいなものだったらしい」

「日用品？」

「たぶん、神話時代の人間の居住区画か、倉庫のようなものだったんだろう」

「へぇ～！　こんなところに住んでたんですか！」

　正確には、避難先のようなものだったのではないか、というのが定説だ。なんにしろ、人の手が入った地下空間は砦や塔のようなダンジョンじみていて、なおさら物語の登場人物になったような気になるのだろう。リリーシャがワクワクするのもわかる。

「ねぇファウ、未踏査領域はまだ先なの？」

「もうそろそろのはずっすよ」

「遺物、ありますかね～」

　遠足気分の少女たちに苦笑するアーヴェイ。

「あるといいな。未発見の遺物が見つかれば、工房にとって大きな利益になる。魔術機巧の再現はできても、まったく新しい機能を作り出せるところまでは、まだ理解が及んでないからな。新しい遺物は、そのまま新しい技術の発見になる」

　遺跡の発掘品から解析した技術は、発見者が属する工房が一定期間占有できる。これは、いつまでもひとつの工房が技術を独占していては都市全体の発展が望めないからであり、遺跡憲章で定められている条項の一つだ。

「もしくは、遺物自体を権利と一緒に研究団体に高値で売ることもできるな。実際、工房には属さないで発掘物を売って生計を立ててる奴やつらもいる。発掘屋サルベージヤーって呼ばれたりもするな。つっても、そうそう都合よく価値ある遺物なんか見つからないから、サポーターを副業にしてる奴がほとんどみたいだ」

　そんなことを話しながら探索を続けていると、開けた広場のような空間に出た。広場の一画にはガラクタが打ち捨てられて山になっている。

「アーヴェイさん、これって遺物じゃないんですか？」

「ああ、それな。遺物であることには変わらないんだが……こういうのは、既に発見済みのものとか、ほとんど価値のないものだ。見つけたはいいけど、荷物になるからって捨てる冒険者が多いんだ。たぶん、未踏査領域から拾ってきたんだろう」

　実際、そこに積まれているのはなにに使われていたかわからない金属製の円筒容器だったり、砕けたなにかの破片だったりと、使い道のないものばかりだ。

「あんまりマナーは良くないんだが……未踏査領域が見つかると、よく目にする光景だな」

「へぇ～。なんだかもったいないですね」

　まともな遺物を発掘したことがないリリーシャには、これも宝の山に見えるのかもしれない。

　その横で、ガラクタの山をごそごそやりだすエルルカ。

「こういうのの中にも、たまに掘り出し物があったりするみたいだけどねー。……お、これなんか割といい材質」

「持って帰るんですか？」

「んー。でもまぁ、そのままじゃ使えないし加工するのは手間だし……採算に合うようなもんでもないねぇ。ジャンク屋でも普通に買えるし」

　しばらく引ひっ掻かき回まわして飽きたのか、エルルカは立ち上がって手の平の汚れを払う。

　ふと──エルルカの動きが止まった。いつになく険しい表情。

「？　どうかしたっすか？」

　首を傾かしげるファウに、エルルカは神妙な声音で答える。

「なにか……近づいてる」

　──ぞわ。

　アーヴェイの背筋を駆け抜ける本能的な悪寒。

「……っ、リリーシャ！」

「え？　ひゃわ!?」

　咄とつ嗟さにリリーシャを引き寄せ、身を投げ出すように飛とび退すさる。

　直後──リリーシャが立っていた位置のそば。広場への入り口が、弾けとんだ。

　通路を構成していた石材と共に、弾はじき出されるように広場に転がり込んできたのは、二人の人ヒユーム──恐らく、風体からして冒険者とサポーターだろう。

　なにごとかと思う一同の目の前で、通路から伸びるものがあった。

　──びっしりと鱗うろこの生えた、巨大な腕。

「な……、なんですかっ、あれっ!?」

　リリーシャの悲鳴を聞きながら、距離をとる。

　呻うめき声ごえをあげる冒険者を一いち瞥べつ。負傷はあるようだが、命に係かかわるようなものではないと判断。しかし、冒険者の鎧よろいは見るも無残な傷跡があちこちにあり、魔術機巧による加護の機能が半ば故障しかけているらしい。鎧を覆っている魔力障壁が切れかけの電球のように明滅を繰り返している。加護がなければとっくに死んでいるほどの衝撃を受けたのだろう。

　冒険者と行動をともにしているサポーターも、似たような状態だった。

　サポーターはアーヴェイに気づくと、縋すがるように、

「た、助けてくれ……！　あ、あの化け物が……！」

　内心で舌打ちする。詳しい事情は知らないが、要は身の程知らずの馬鹿が無茶をやったのだろう。

（できれば逃げたいところだが──）

　こめかみに冷や汗を流しながらも、アーヴェイは悟っていた。

「……逃げ切れる状況じゃあ、なさそうだな」

　通路から突き出した巨大な腕に続き、その生物が這はい出だしてくる。

　硬い鱗で通路の壁面を削りながら現れたのは、土色の巨体。

　リリーシャが、エルルカが、ファウが、呼吸を奪われたように息を呑のむ。

　──それは、大樹のように太い四肢を持っていた。

　──それは、牛馬を一撃で絶命せしめるほどの爪を有していた。

　──それは、あらゆるものを噛かみ砕くだく強きよう靭じんな顎あごに、ずらりと牙を生やしていた。

　──それは、あらゆる部位が巨大で、隙間なく硬い鱗に覆われていた。

　それは──人々からこう呼ばれる。

　最強の魔獣種、自存する災厄、破滅と殺さつ戮りくの化身。すなわち──

「竜ドラゴン……！」

　それが、その怪物に冠された総称だった。




　冒険者は深手を負っているらしく、戦力にはなりそうもない。

　つまり……戦えるのは実質アーヴェイひとりということだ。

　狭い通路から広場へと這いだした竜は鎌かま首くびをもたげると、その場にいる小さな生命を見下ろす。

　縦に裂けた瞳どう孔こうからの視線に撫なでられただけで、背筋を怖おぞ気けが這い上る。

　──竜種が最強の魔獣種と言われる所以ゆえんはいくつかあるが、まずはその巨大さだ。

　見下ろす視線は絶対強者の証あかし。それだけで、人は戦意を失い足がすくむ。相手が食物連鎖の上位に座すものだと、自おのずと認めてしまう。

「あ……」

　リリーシャの口から声にならない一音が漏れる。

　それを聞きとがめたとでも言うように──竜ドラゴンの眼めがリリーシャへと向けられた。

「…………っ！」

　身が竦すくむリリーシャ。

　巨大な顎あごが開かれ、並んだ牙の隙間から生臭い息が吐き出される。

「通路に逃げ込め、リリーシャ！」

　次の瞬間、アーヴェイは剣を抜きながら跳躍。両手で振り上げた《ファフニール》を渾こん身しんの力で竜の首に叩たたきつける。

　ギャリィ！と、およそ生物に斬りつけたとは思えぬ異音を響かせ、アーヴェイの剣が弾はじかれる。だが、それで竜の注意はアーヴェイへと向いた。

「走って！」

　エルルカに腕を引かれて、ようやくリリーシャの硬直が解ける。

「……っ、アーヴェイさんっ！」
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　もと来た通路へ逃げ込むが、アーヴェイが心配で通路から飛び出しかけたところをエルルカに止められる。

「よしなって！　あんたにできることはないってば！」

「…………っ！」

　その言葉が胸に刺さる。

　アーヴェイは振り下ろされる竜ドラゴンの爪をぎりぎりで躱かわしながら、隙を見ては斬撃を繰り出す。しかし、強きよう靭じんな竜の鱗うろこを切り裂くには至らない。

「はじめて見たっすけど……あれは地竜っすね」

「だね。地底で生活してるから、地上に住む飛竜ほどでかくはならないって聞いてたけど」

「十分でかいっすね……腐っても、竜は竜ってことっすか」

　エルルカとファウの言葉が頭を素通りする。そうしている間にも、アーヴェイは地竜の爪牙をすんでのところで回避しながら足止めをしている。その隙に、負傷した冒険者を引きずってサポーターが通路に辿たどり着いた。

　サポーターが冒険者には見えないリリーシャたちに、奇妙なものでも見るような顔をしたが、疑問は押し込めて謝罪する。

「すまない……あの化け物を振り切れなくて」

「それより、なんで地竜なんかが第二階層にいるっすか？　第三階層より下が主な生息域だって聞いてたっすけど」

　じろりと視線を向けると、サポーターは慌てたように首を振る。

「い、いや、おれたちが探索してたのは第二階層だ。未踏査領域の、壁が崩れてる場所があって、そこで出くわしたんだ。それに、第二階層での地竜の目撃例もないわけじゃない」

「未踏査領域……よりによって、って感じっすね」

「それより、今はこの状況をどうするかだよ」

　エルルカは広場を覗のぞき込み、いつにない神妙な顔で唇を噛かむ。

「アーヴェイが引き受けてくれてるけど、いつまでもつか……」

　背中に背負った布包みに触れ、エルルカは目を眇すがめた。




《ファフニール》の灼しやく熱ねつの刃やいばが地竜の鱗に叩たたきつけられる。だが、もとより耐火性能の高い竜の鱗に灼熱による溶断効果は望めず、鱗を引ひっ掻かく耳障りな音だけを立てる。

（……ったく、硬いったらねぇ！）

　地竜は低位の竜だ。地上での争いに敗れ、逃げてきた竜の子孫と言われている。翼は退化し、ブレスを吐けるほどの魔力核も持っていない。それでも、竜は竜だ。鱗は固く、爪は鋭い。尻尾や前足の一薙なぎで容易たやすく人を殺せる。

（くそっ……せめて鱗さえなければ……！）

　軌道上にあるものを空間ごと抉えぐり取とろうとするかのような地竜の爪を回避し、アーヴェイは距離をとる。

　ふと──地竜の動きが、不自然に鈍る。煩わしげに身を捩よじった拍子に、その背中が赤黒く濡ぬれ光っているのが見えた。

（あれは……傷？）

　一瞬見えただけだが、鱗うろこを貫いて肉に到達するほどの傷が地竜の背中にあった。地竜が殺気立っているのは怪け我がを負っていたせいか。

　とはいえ、追われてきた冒険者がつけた傷とも思えない。

（いや、それは後だ）

　多少の手傷を負っているからと言って、油断していい相手ではない。巨体に比例して、その生命力は尋常ではないのだ。

　乱舞する爪は、絶えず吹きすさぶ死の嵐そのもの。アーヴェイは回避に専念せざるを得ず、反撃の糸口がつかめない。

　──その間隙を縫うように、一条の光がアーヴェイの頭上を走った。

　白熱する光こう芒ぼうは螺ら旋せんを描きながら地竜の胸へと直撃。地竜の上体が傾かしぎ、苦痛の叫びがあがる。

　光の矢の軌道を遡さかのぼると、エルルカの姿。その手に携えられているのは、機械的な機構を備えた長弓。

「アーヴェイ、援護する！　合わせて！」

　エルルカがさらなる矢を番つがえる。その鏃やじりは角かく錐すい状じように削られた魔獣の牙だ。

　弓に内蔵された魔術機巧により、魔獣の牙から作った矢そのものに魔術効果を与えたのだろう。魔獣素材そのものを消耗品として扱う、採算度外視の決戦兵器とつておき。

　ギリギリと弦が引き絞られる。魔術機巧によって弓の先に術式陣が展開。古来より魔術の儀式触媒として利用されてきた魔獣の牙の鏃が通過することにより、鏃に〈徹甲爆砕術式〉が付与エンチヤントされる。

　放たれた矢は狙ねらいを過たず、針の穴を通す正確さで先の着弾地点に重ねて突き立った。

　爆砕。砕けて剥はがれ落ちた鱗の破片が散らばり、地竜が痛みと怒りに吼ほえ狂う。

　それでも、地竜を倒すには至らない。むしろ傷によって闘争本能がより刺激された地竜は、狙いをアーヴェイからエルルカへと変える。

　矢は今の二本で打ち止めらしい。エルルカは背後のリリーシャとファウを庇かばうように立ち、まっすぐに地竜を睨にらみつける。

　少女たちをもろともに叩たたき潰そうと激走する地竜。

　──その懐に、アーヴェイが滑り込んだ。

　前傾した地竜の前肢の下をスライディングで掻かい潜くぐり、跳ねるように身を起こす。

　両手で構えた《ファフニール》の灼しやく熱ねつ刃機能を最大解放。エルルカの放った矢によって鱗うろこが剥はがれ落ちた一点目がけ、全身でぶつかるような刺突を放つ。

　体内に潜り込んだ灼熱刃が肉を焼き、内臓を焦がす。

　地竜の絶叫が遺跡に反響し、耳をつんざく。

「やった……！」

「いや、まだだよ！」

　リリーシャの歓声をエルルカの厳しい声音がかき消す。

　それでもなお、地竜は倒れない。無謀にも自分の懐に飛び込み、一撃を加えた矮わい小しような存在を叩たたき潰そうと前足を振り上げる。

　リリーシャの悲鳴が聞こえる中、アーヴェイは鋭く細く、呼気を吐き始める。

　──魔術機巧に魔力を注ぎ込むのではない。あくまで、剣は力を流し込むための経路に過ぎない。自分の体の中を流れる魔力そのものを意識する。そこから意識を拡張し、突き刺した剣で繋つながった地竜の鼓動を感じ取る。

　繋がった感触。地竜という強大な生物の内側を流れる生命力の奔流を、しっかり捉とらえる。

「────ッ！」

　体内で練り上げて収束、限界まで凝集させた魔力の波動を、剣を通して地竜の体内へと一気に伝播させる。

　──ドグン！──

　地竜の体内の魔力が外部からの干渉を受け、拍動。地竜自身がその身に溜ため込んだ魔力が制御を離れ、獲物を内側から喰くい破やぶる肉食魚ピラニアのように暴れ狂う。

　内圧に耐えかねた眼球がこぼれんばかりにせり出し、過剰に空気を入れられた風船のようにその胸から首にかけてが膨張。表皮から鱗が弾はじけ飛とぶ。

　次の瞬間──地竜の胸部が内側から爆砕。血と肉片をまき散らし、永遠に生命活動を停止した。
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「…………」

　ファウの持ってきた雑誌記事を読み、アーヴェイは苦虫を噛かみ潰したような顔で呻うめいた。

「どうっすか？　どうっすかっ!?　今回の記事、大反響っすよっ！　無名の冒険者が地竜を一人で倒したなんて、年にそう何度もない快挙っす！　やー、ファウも編集長に褒められちゃって、うまくいけば正式契約結んでもらえるかもー、なんてっ！」

　ファウが鼻息荒く拳をぶんぶん振る。

　──地竜を倒した後、一行は地上に戻り、協会支部にことの顛てん末まつを報告した。

　通常、第三階層に生息しているはずの地竜が第二階層に現れるという事態もさることながら、アーヴェイが地竜を討伐したという噂うわさに、冒険者たちはざわめいた。中には真偽を疑う者もいたが、アーヴェイたちが依頼した回収業者が地竜の遺骸を分割して地上に運び出すと、一層アーヴェイへの注目が集まり、大層居心地の悪い思いをしたものだ。

　半日かけて解体した地竜は鱗うろこと牙、骨と魔力核だけをエルルカの工房に運んでもらい、残った肉は業者に回してもらった。それだけでもかなりの金額になった。

　そして、遺跡から帰還した翌日──一同は事務所に集まっていた。

「これでアーヴェイさんも一躍スター冒険者っす！　あっ、でも人相が悪いから、謎なぞに包まれた無頼の冒険者として売り出した方がいいっすかね？」

「……勘弁してくれ、ファウ。珍獣扱いされてる気しかしない」

　フェレース工房の専属ということを考えれば、広告塔としての役割も果たした方がいいのかもしれないが、どうにもガラではない。

　一方、リリーシャはファウの記事を読んでまたしても憤慨していた。

「もうっ！　なんですか、この記事は！　アーヴェイさんはこんなこと言いませんっ！」

「そこは演出っすよ、演出」

「だからそれはねつ造ですってば！」

　頭から湯気でもでそうな勢いで怒るリリーシャ。娘の横で記事を読んでいたルイーズは「あらあら」とただ暢気のんきに微笑ほほえんでいる。いや、止めろよ保護者。

「ていうかさ」

　子供同士のけんかを横目に、背もたれを抱えるように椅子に座るエルルカがアーヴェイに視線を向ける。

「あーしはそんなことより、アーヴェイが地竜を倒した技のことを聞きたいんだけど。なんなん、あれ？　あーしの剣でできるような芸当じゃないと思うんだけど。あんたの体内魔力、なんか変な動きしてたし」

　アーヴェイは苦い顔を作る。

「言わなきゃダメか？」

「吐け」

　にっこり笑ってエルルカ。

　アーヴェイは逡しゆん巡じゆんする。祖父は自分の技を他人に教えていた様子はない。一子相伝というほど大仰なものとも思えないが、「あまり人前で見せびらかすな」とは言われていた。しかし、魔力の流れを捕らえられるエルフの眼めを持つエルルカは、アーヴェイの体内の魔力運用について言及している。適当に誤ご魔ま化かして納得してくれる相手でもなさそうだ。

　アーヴェイは観念して口を開く。

「あれは、内ない勁けいっていう技だ」

「ないけい？」

　聞きなれない言葉にエルルカは首を傾かしげる。

「正確には、そういう技術体系の一部、っていう感じなんだが」

「聞かない言葉だね。魔力とは違うの？」

「本質的には同じものだと俺の爺じいさん……まぁ、師匠だな。師匠はそう言ってた」

「じゃあ、地竜を倒したあの技は魔法なんですか？　アーヴェイさんは魔法が使えるんですかっ!?」

　目を輝かせるリリーシャに、しかしアーヴェイは首を振る。

「いや、魔法っていうのは魔力を体外に放出して、いろんな現象に変換する技術のことだ。それを道具に肩代わりさせて、実戦レベルまで効率化したのが魔術機巧だ」

　人は何百年も前から魔力を意識し、運用することはできた。が、エネルギー効率が非常に悪く、到底武器として使えるようなものではなかったため、実用化はされなかった。魔法で作った拳大の火球を飛ばしても、射程距離はせいぜい数メートル。それで数百メートルを全力疾走するほどの体力を消耗する。それなら、弓を使った方がよっぽど効率的という話だ。

「で、内勁っていうのは魔法と違って、性質は変えないまま体内の気の流れを操作する技術なんだ」

「…………まったくわかりませんっ！」

　しばらく首を傾げてから、元気に言うリリーシャ。

（まぁ、そうだろうな）

　感覚的なものだからアーヴェイにもうまく説明はできない。

　祖父に教えられたことを思い出しながら、分かりやすいよう伝える。

「そうだな……魔力っていうのは、水みたいなものなんだ。それも、いろんなものに変化できる可能性を持った水だ。魔法っていうのは、これを火にしたり、雷にしたりする技術だ。で、魔術機巧はこの機能を限定する代わりに、効率をあげる装置だな」

「ふむふむ」

「これに対して、内ない勁けいっていうのは魔力という水の流れを操ったり、波を起こしたりする技術だ。直接接触した部分から相手の体内に伝えれば、攻撃にも使える。相手の体にも水──魔力は流れてるからな」

　以前、工房を襲った冒険者崩れに使った際は、相手の体表から凝縮した波動を伝えることで全身を貫くような衝撃を与えた。飛行型の魔術機巧を破壊したのも同様の理屈だ。

　説明を黙って聞いていたエルルカが指を鳴らす。

「そっか！　地竜が内側から弾はじけ飛とんだように見えたのは、地竜の体内魔力とアーヴェイの魔力で、共振みたいな現象を起こした、ってことだね？」

「ああ、その理解であってる」

　説明するまでもなく、エルルカは一足飛びに内勁の応用を言い当てた。さすがに、魔力を見る目を持っているだけあって鋭い。

　言ってみれば、爆薬と同じだ。巨岩を発破する際、岩に開けた穴の中で爆薬を爆発させることで、その破壊力を最大限に発揮する。突き立てた剣の先端から破壊的な波動を流し込めば、魔力の通った生物は内側から破裂する。

「うっわ、えっぐー。──けどまぁ、納得。アーヴェイの体内の魔力の流れが妙に綺き麗れいなのは、そのせいだったんだね」

「まぁ、そうだな。自分の体内魔力は常に整えておくのが習慣になってる」

　体内魔力の循環を加速させることで細胞を活性化させて身体能力を底上げする、という裏技もある。これは後からツケが回ってくるので、あまり使わないようにしているが。

「というか、そんな隠し玉があるんだったら、もっと早く使って欲しかったっすよ。生きた心地がしなかったっす」

　ファウが口をとがらせて文句を垂れる。

「それなんだが──まあ、これを見てくれりゃわかる」

　アーヴェイは腰に差していた鞘さやから《ファフニール》を引き抜いて見せる。

「……えっ!?　剣が……ボロボロになってるっす!?」

　ファウが凝然と目を見張る。

　アーヴェイが地竜との戦いで使った《ファフニール》は、剣身に亀裂が走っていた。かろうじて形状を保ってはいるが、もう武器としては使えないであろうことは明らかだ。

「これが、相手を体内から破壊するほどの内勁を流し込んだ代償だ。魔力伝導率の高いエルルカの剣ならなんとかなるかと思ったんだが……悪い、壊しちまった」

「ま、そんな使い方したんじゃあね」

　剣を受け取り、破損した剣身をしげしげと眺めるエルルカ。

「普通の剣だと、粉々に砕けてる。形を保っているぶん、エルルカの剣は耐えてくれた方だよ。……すぐに使わなかったのは、こういうことだ。武器を失なくしたら、探索もなにもないからな」

「めったには使えない、奥の手ってことっすか……腕が立つ割に、深い階層まで行けないのも納得っす」

　まぁ、それは人相が悪すぎてどこの工房とも契約を結べなかったというのが大きいのだが。もっとも、運よく雇われていたところで、高価なハイエンドモデルを次々使い潰すような冒険者は早々にお払い箱になっただろうが。

「ふーん……あーしの眼めは、視覚で魔力の流れをとらえるんだけど、アーヴェイのは皮膚感覚みたいなもんなのかな？」

「それに近いかな。修行してるうちに他人の魔力も感じ取れるようになってくるから、そばにいる人間の位置くらいはわかる」

　俗にいう、気配を読むというやつがちょっと精度を上げた程度の話ではあるので、そうそう活用できる場もないが。

「だから今、ファウが後ろから俺の頭を叩たたこうとしてることもわかる」

「おおうっ!?　ほんとにばれたっす！」

　棒を手にそろりそろりと忍び寄っていたファウが跳びはね、ふと首を傾かしげる。

「……あれ？　でも、なんでファウだってわかったっすか？」

「魔力にも個人差があるんだよ。まあ、匂いみたいなものか」

「なんか犬みたいっすね」

「言い方！」

　説明しろというからしているのに、この仕打ち。

「といっても、そもそも普段の人間の魔力自体が微弱だからな。魔力を活性化させてない状態じゃあ、ほとんどわからないくらいだ。……それはともかくとして」

　咳せきばらいして話題を変える。

「地竜を倒して話題性ができたのは、まあ工房的にもラッキーだったな。伸び悩んでた剣の売り上げも回復するかもしれないし。けど、それがあっても目標額には達しないだろう」

　依然、工房の未来は闇の中にある。不確かな未来を引き寄せるには、コンテストで優勝し、大口契約を結ぶ必要がある。

「エルルカ、コンテスト用の武器はどうなってる？」

「うん。今日は、そのことで頼みがあって来たんだ」

「頼み？」

　首を傾げるルイーズに向き直る。

「いくつか都合して欲しい素材があるんだ。これからしばらく籠こもるから」

　インスピレーションを得るために遺跡探索に同行していたエルルカ。それが自宅の作業場に籠こもるということはすなわち──

「アイデアが浮かんだんですかっ!?」

「まぁねー」

　にやりと笑みを浮かべ、リリーシャの頭に手を置く。

「地竜から質のいい素材も手に入ったし──とっておきのを作ってみせるよ」

　そう言って、エルルカはウィンクして見せた。




　工房の雰囲気がいい方向へ傾く中、しかしアーヴェイは密ひそかに懸念を抱いていた。

　遺跡でアーヴェイが討ち果たした地竜は傷を負っていた。しかも、背中という位置が問題だった。背中の傷とは、すなわち逃げ傷。

　遺跡のあの近辺に、地竜を敗走させるほどの存在が潜んでいるということだ。

（恐らく……〝守護機械兵ガーデイアン〟）

　神話時代の人々や設備を、魔獣や異界の邪神の眷けん属ぞくから守護することを目的に造られたとされる、神話時代の自律兵器。

　その存在が確認されれば、あるいはコンテストどころではなくなるかもしれない。

（もしそうなれば、フェレース工房は……）

　アーヴェイは嫌な想像を首を振って払いのける。

　まだそうと決まったわけではない。今は、エルルカの仕事を信じて待つしかない──

　そうは思いながらも、不安を拭ぬぐうことはできなかった。
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「アーヴェイさん」

　エルルカが武器製作に入ってから数日が過ぎたある日、リリーシャが改まってアーヴェイに言った。

「わたしに、戦い方を教えてくださいっ！」

　事務所でのことである。

「リリィちゃん、それは……」

　ルイーズが咎とがめようとしてあげた声を、アーヴェイは手を上げて制する。

「リリーシャ。サポーターに求められるのは、魔獣と戦う力じゃない。戦わずに済むような知識と技術だ。俺もお前に戦力になることを求めちゃいない。それはわかってるな？」

「はい……でもっ！」

　窘たしなめる言葉にリリーシャは一瞬しゅんとするも、小さな拳を胸の前で握って食い下がる。

「どうしても戦わなくちゃいけない時もありますよね？　だったら、そういう時にせめて自分の身だけでも守れたら、って思うんです！」

　ああ、そうか──アーヴェイはなんとなく察した。

　先日の地竜が暴走した際のことを言っているのだろう。

　この子は、足手まといになるのが嫌なのだ。

　正直な話、アーヴェイとしてはリリーシャの〝お守り〟をするという意識で教育を引き受けた。依存するだけの子供だと思っていたが、思っていた以上に、この少女は自立心が強かったらしい。

（本人がやる気を出してるのを撥はねつけるのもな……それに、）

　まっすぐに見返してくるリリーシャの瞳をしばし見つめる。

（これは譲りそうにないよな）

　リリーシャがここぞという時に強情なのは、この数週間の付き合いでよくわかっている。

　アーヴェイは苦笑を浮かべる。

「わかった。じゃあ、ひとつだけレッスンしよう」

「ほんとですか!?」

「ああ。っていっても、これは戦うための方法じゃない」

　アーヴェイがちらりと視線を送ると、ハラハラしていた様子のルイーズも意図を読み取ってか、安心したように上げかけていた腰を下ろした。

「とりあえず、表に出るか」




　外に出たアーヴェイはいつもの《ファフニール》ではなく、同時に売り出した姉妹品の《スパーダ》を鞘さやから抜く。

《スパーダ》は炎熱機能を持つ《ファフニール》と違い、魔力力場を刀身に纏まとわせることで硬度と切れ味を底上げするという、非常にシンプルな機能のみを搭載したモデルである。やや小ぶりなのもあって、リリーシャに手ほどきをするのにはちょうどいい。

　一方のリリーシャもまた、在庫の《スパーダ》を手にする。まったく同じ性能の剣を量産できると、こういう時に便利だ。

　アーヴェイのように腰からすらりと抜こうとして、腕が短いために一息で抜けず引っかかる。「ん───！」と両腕をめいっぱい伸ばしてようやく抜剣。

　アーヴェイが正眼に構えるのを見て、リリーシャも真ま似ねする。が、小ぶりとはいえリリーシャにはまだ重いようで、バランスを崩して前に転びそうになったところをどうにか踏ん張る。

「……大丈夫か？」

「大丈夫ですっ！　ばっちこいですっ！」

　いささか不安はあったが、ともあれ指導に移る。

「じゃあ、まずは普通に魔力を流してみろ」

「はいっ！」

　魔術機巧は武具のみならず、日用品にも使われている。最低限の魔力の運用は数日の訓練でも可能なため、現代ではほぼ全ての都市民が魔術剣マギア・ソードの起動くらいはできる。

　リリーシャが「むぅぅ」と唸うなりながら《スパーダ》に集中すると、魔力力場の半透明の刀身が《スパーダ》本来の刃やいばを覆うように展開。薄青い水晶のような、一回り大きな刀身を形成する。

「できました！」

「よし。ならそれを、刃を寝かせるように持ってみろ」

「こうですか？」

　くるりと手の中で柄つかを回し、アーヴェイに対して剣の腹を向けるように構える。

「そう、それでいい」

「変わった構えですけど……ここからどうするんです？」

「なにもしない」

「……はい？」

　くりっと首を傾かしげるリリーシャに、アーヴェイは告げる。

「それで終わりだ」

「お、終わりですか？　でもこれじゃあ、刃も相手に向けてないし、攻撃できないんじゃ？」

「しなくていい。それで身を守れ。攻撃を考えずに防御に徹するんだ」

　つまり、剣を武器としてではなく、盾として使えということだ。

「あ、あのぉ、お言葉ですけど……これで、魔獣の攻撃をどうにかできるものなんですか？」

「試してみるか」

　言うと、アーヴェイは手に持っていた《スパーダ》を軽く振る。

「え？　わっ!?」

　咄とつ嗟さのことに慌てるリリーシャだったが、その刀身がリリーシャの持つ《スパーダ》に当たった瞬間、

　パァン──！　甲高い異音を上げ、アーヴェイの《スパーダ》が弾はじかれた。

　リリーシャは目を丸くする。アーヴェイの《スパーダ》は大きくノックバックしたというのに、リリーシャはほとんどと言っていいほど抵抗を感じなかったからだ。

「これが、魔力力場の効果だ。実体で受け止めてるわけじゃないから、物理的な攻撃は無条件で弾いちまう。そもそも防御用の魔力障壁も、力場を広く厚く展開させているだけで、性質自体は同じだしな」

　ちなみに、魔力力場は遺跡発掘初期に発見された技術であり、遺跡の探索と都市開発に大いに役立ったという歴史がある。

「これなら多少体格で上回る魔獣相手でも、攻撃を凌しのぐことはできる。剣の場合、障壁が小さいぶん持続力もあるしな。ま、過信は禁物だけどな。魔獣が馬鹿正直に真正面から向かってきてくれるとも限らないし」

　ついでに言えば、リリーシャが弾はじき返かえせたのはアーヴェイが自分の《スパーダ》の機能を発動していなかったからで、力場同士がぶつかり合えばより強力な方が相手の力場に斬りこめるのだが。とはいえ、魔術剣マギア・ソード同士で喧けん嘩かなどしようものなら瞬く間に治安機関の御用となるため、心配は要らないだろう。

　剣を肩に担ぎ、リリーシャの顔を覗のぞき込む。

「レッスン終了。──期待外れだったか？」

　リリーシャはぶんぶん首を振る。

「いえっ、そんなことないです！　勉強になりました！」

「そうか。……ま、こんな技術が必要にならないようにするのが一番だけどな」

　言いながら、今度エルルカに頼んでリリーシャに護身用の短剣でも作ってもらうかな、とアーヴェイは思った。
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　それから瞬く間に一週間が経過し、コンテスト当日を迎えた──のだが。

　事務所の入り口で、リリーシャは落ち着かなげに右へ左へ歩き回る。

「……エルルカさんはまだですか!?」

　自分の作業場に籠こもってから一週間。あれ以来、エルルカは一度もフェレース工房に姿を見せなかった。

　集中しているところを邪魔しては悪いからと、様子を見に行かずに待っていたのだが、

「エントリーの締め切りまであと一時間ですよっ!?　このままじゃ、優勝どころか参加すらできないです！」

　さすがにそうも言っていられない状況になっていた。

「さてはエルルカさん……雲隠れっすか」

　取材の一環か、単に暇なのか、ちゃっかり居合わせたファウが不穏な言葉を口にする。

「どういうことですか？」

　リリーシャが問うと、ファウはニヒルっぽく口元を歪ゆがめる。虚うつろな目でどこか遠くを見つめて、

「フッ……雑誌の製作現場でもよくあるんすよ……。順調だ、原稿は書いている、必ず間に合わせる──そう言っておきながら〆切になっても姿を現さず、訪ねていくとアパートはもぬけの殻……！　おかげで編集部は修羅場っ！　代わりのネタを探して四苦八苦っ！　そして生まれるページ稼ぎの三流ゴシップ記事っ！」

「なんだ、いつものファウさんの仕事じゃないですか」

「失礼っすね！　ファウは真面目にやってあれなんっす！」

「それ、反論になってなくないか……？」

　じとっと半眼を向けるアーヴェイ。

　ルイーズはというと、さすがに気が気でないようで「困ったわねぇ」と眉まゆ尻じりを下げ、落ち着かなげに胸の前で指を組み替えている。

「こうなったら、直接出向いて……！」

　リリーシャが苛いら立だち紛まぎれに立ち上がった時──

「おっまたせー。あーしだよー」

　ひょっこりと、エルルカが姿を現した。その手には布に巻かれた長い物を抱えている。

「エルルカさん！」「エルルカちゃん！」

　母はは娘この快かい哉さいに、エルルカは「やー、まいったまいった」と頭を撫なでながら舌を出す。

「いやーさ、聞いてよ～。コンテスト用の武器は一昨日おとといにはできてたんだけどねー。なんかテンション上がっちゃってさ～。そのまま次の武器作ってる間に二日経たってて、今朝になって寝落ちっていう（笑）」

「は？」

　歓迎ムードだったリリーシャの笑みが強こわ張ばる。

「目ぇ覚ましたらもう日が高くてさ～、危うく遅れるとこだったわ～、あっはっは～」

「なに笑ってるんですか───!?」

　悪びれもせずにへらへら笑うエルルカにリリーシャがつかみかかり、頭をがっくんがっくん揺さぶる。

「やはは～、ごめんごめん。──でも、いいもんができたからさ」

　ルイーズがリリーシャを剥はがすと、エルルカは手に持った布包みをほどく。

　そこから現れたのは、白い刀身の直剣。丹念に磨き上げられた刀身は、金属とは質感を異にしている。

「これは……地竜の牙を使ったのか？」

「せいかーい。大盤振る舞いだよー。そのままだと強度が合金に劣るから、表面を骨髄を使った膜でコーティングして、魔力を流すと自動で強度があがるようにしたんだ」

　魔獣の骨や牙を素材にした武器は魔力を通しやすいものの、強度面では不安がある。その弱点を克服するため、手間を惜しまない丁寧な加工が必要になる。むらのない綺き麗れいな白色に仕上がっているのは、丁寧な処理が施されたことの証あかしだ。

　柄つかと刀身の間には、独特の形状の魔術機巧が埋め込まれている。固定観念にとらわれていないデザインは、実にエルルカらしい。

「剣身の魔力は、地竜の脊せき髄ずいを加工して使ったよ。魔術回路は精錬して純度を高めた骨髄で作ったから、かなりの魔力に耐えられるし、増幅器は当然、地竜の魔力核だからね。出力は相当上げられるよ」

「……とんでもねぇな」

　アーヴェイは息を呑のむ。武器のカタログを眺めるのが趣味みたいなところがあるアーヴェイだからわかるが、今エルルカが口にした素材と製法であれば、ハイエンドモデルのさらに上、一流工房が採算度外視で作る、宣伝用の一品ものに匹敵する。

　機能美と造形美を兼ね備えたその仕上がりから、専門外のファウにもその剣の価値が察せられたらしい。

「ちなみに～、お値段をつけるなら、おいくら万ルピアほどで……？」

　俗っぽい質問に、エルルカは「そーだねー」とぼんやり考え、

「まあ、七桁は確かだろうね」

「七桁って……ひゃ、百万ルピアですかっ!?」

　リリーシャが目を丸くする。「マカロン何百個分ですか……!?」と子供らしい比較対象を持ち出し、指を折って計算している。
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　エルルカは得意げに胸を張る。

「こんなの最前線級の冒険者しか使わないよ。ぶっちゃけ、素材からして勝ち確定？」

　随分と楽観的だが、それだけ手応えを感じた仕事だったのだろう。

「機能は？」

「とりあえずは魔力力場での刀身拡大っていうオーソドックスな機能だけだけど。この子にはさらに、常識破りの隠し玉があるんだよね～」

　嫌な予感がするアーヴェイ。

「まさか、また前みたいに人間には使いこなせないような機能じゃないだろうな……」

「あっはっは、ん～なわけないって。どっちかと言えば、無茶な機能を現実にするための設計、って感じかな。まあ、そいつだけじゃ使えない機能だけどね」

「…………？」

　言っている意味はよくわからなかったが、今はエルルカを信じるしかあるまい。

「名前はもうつけてるのか？」

　武器の名前は重要な要素だ。名前は武器のイメージを決定づけ、それだけで売り上げが左右されることもある。

　エルルカはにやりと笑い、その名を告げる。

「《ヘイルストーム》」

　その名を噛かみしめ、柄つかを握る。

「いい剣だ。これなら優勝も不可能じゃない。いや──きっと勝てる」

　確信をもって、アーヴェイは言う。

　ふと思い出した、というように、エルルカがのんびりと言う。

「それはそうと……急がなくていいの？　正午までだったっしょ、受付」

「…………あ」

　その一言に、その場の空気が凍りつく。

「あぁああああああああああぁああああっ！　リリーシャ、今何時だ!?」

「じゅ、十一時三十分ですっ！」

「会場までぎりぎりだ！　急ぐぞ！　ルイーズさんも走って！」

「あらあら～」

「ファウも行くっすよぅ！」

　ばたばたと駆けだす一同をエルルカは「いってらっさ[image: ][image: ]い」と暢気のんきに見送り──事務所のソファに倒れ込むと、燃料が切れたように眠り始めた。
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　コンテスト会場の入り口で、アーヴェイ、リリーシャ、ファウはルイーズの帰りを待つ。

　都市保有のイベント会場の周囲は多くの見物客で賑にぎわっている。

「ふわぁ～……結構、人が集まるものなんですね～」

「でっかい街っすからねー。人が集まれば、商売のチャンスと見て露店や大道芸人も集まる。そうなると、武器コンテストに興味のなかった人たちも吸い寄せられるって寸法っす」

　実際、武器とは無縁そうな家族連れも多く見かける。

　三人は人ひと混ごみを避け、会場入り口の外で出場手続きに行ったルイーズの帰りを待つ。

「あっ、ルイーズさんっす」

「終わったみたいですね」

　戻ってくるルイーズの姿を見つけ、二人が口々に言う。しかし、アーヴェイは違和感を覚えていた。

　なぜ、そんなにも足取りが重いのか。なぜ、浮かない顔をしているのか。なぜ、その手に未いまだエルルカの剣を持っているのか。

「おかえりなさいっ、お母さん」

　笑顔で出迎えるリリーシャに、しかしルイーズの面持ちは暗い。

「……お母さん？」

　ルイーズは娘に答えようと口を開きかけ、けれど言葉を出せないままに閉じる。

「あの、その剣って……」

　ファウもまた、なにかを察したように言葉を濁らせる。

　そこで、ようやくリリーシャも異変に気づいた。

「なにがあったの……？」

　娘の視線に、ルイーズは途方もなく苦いものを吐き出すように──その言葉を口にした。

「コンテストは……中止になったわ」




　落ち着いて話をするため、一同はひとまず事務所にまで戻ってきた。

「どうしてっ!?　なんで、そんな今になって……！」

　理不尽な現実に異を唱えるように、リリーシャが叫ぶ。

「……遺跡のトラブルのせいよ」

　沈痛そうな面持ちでルイーズが告げる。

「この前、遺跡協会の第十支部で未踏査領域が発見されたんだけど……ほら、アーヴェイくんも行こうとしたけど、結局地竜が現れて引き返したところね」

　遺跡の中でも交わした話題だ。そう頻繁にある話ではないが、年に何度かは都市のどこかで発見される、遺跡の未踏査領域。それ自体は新発見の可能性を孕はらみ、深層にまで潜る実力を持っていない冒険者にとっても一獲千金の期待もかけられる吉報だ。

　しかし──同時に、それは予想外の災厄すらも内包し得る、パンドラの箱だ。

「なんでも、地竜に追われてた冒険者からの情報で、人の手が入ってない区画に潜る人が増えたらしいんだけど……そこで、厄介な相手に出くわしちゃったみたいなの」

「おい……それってまさか」

　ぞっとするアーヴェイに、ルイーズは神妙に頷うなずく。

「ええ……〝守護機械兵ガーデイアン〟が確認されたわ」

　眩暈めまいがするような思いだった。

　地下大遺跡は神話時代の人々の避難場所であり、要塞を兼ねていたと見られる。当然、侵入者を撃退するための防衛システムが張り巡らされている。これが健在だった場合、解除するのは至難の業だ。

　最前線では熟練冒険者と遺跡研究者のチームによって、防衛システムは丁寧に解除されていく。しかし、今回のように浅い階層の未踏査領域で防衛システムが生きていた場合、不用意に踏み入った冒険者が犠牲になるケースはしばしばあった。

　これまでの研究で、守護機械兵は魔獣が相手なら追い払うだけだが、人間を発見した場合は長期にわたる巡回索敵行動に移るという性質が確認されている。

「守護機械兵に遭遇した冒険者には、死者も出ててね……未踏査領域の推定危険度が跳ね上がったから、コンテストを主催していた遺跡協会が対応を協議しているの」

「それで中止……か」

　ファウが顎あごに指をあて、思案気に言う。

「アーヴェイさん、もしかして……この前の地竜は、その影響で暴れ出したんじゃ？」

「ああ……恐らくそうだろうな」

「え？　どういうことですか……？」

　話についていけないリリーシャに、「つまりだな」アーヴェイは説明する。

「そもそも守護機械兵ってのは、外敵から身を守るために神話時代の技術で作られた戦闘兵器だ。そして神話時代、人間が戦ってた相手は異界から現れた邪神……そんなやつらが、この世界の魔獣より弱いはずがない」

　リリーシャは言葉を失なくす。

　先日出くわした地竜──あれは、遺跡都市とはいえ地上に暮らす人間がそうそう出会うレベルの脅威ではない。それですら、リリーシャは足がすくみ、なにもできなかった。その地竜すら恐れさせ、逃亡させるような脅威が現れたという。

「事態を聞いた冒険者たちが、むしろチャンスだと思って今朝から未踏査領域に挑んでいるみたいなんだけど、みんな返り討ちに遭ってるみたいなの」

「まあ、そうなるだろうな。稼働している守護機械兵が確認されたってことは、保存状態がいい区画ってことだ。掘り出し物を見つけられる公算も高い。命知らずな奴やつらには、絶好の稼ぎ場所だ」

　ハイリスクハイリターンというわけだが、もとより自分の命を掛け金に一獲千金を狙ねらうのが冒険者という輩やからだ。その結果、引き際を見誤って命を落とすのもよくある話だ。

「それでルイーズさん。コンテストは中止ってことだったけど、再開のめどは？」

「正確には無期限延期っていうことだけど、起動した守護機械兵ガーデイアンの相手を任せられるような熟練冒険者は、ほとんど最前線へ遠征に出払っちゃってて。戻ってくるのは、早くても二週間後ということらしいの。少なくともそれまでは、再開はないでしょうね」

「それじゃあ……！」

　リリーシャの声が引ひき攣つる。

　借金の返済期日まで、あと数日。頼みの綱だったコンテストは中止。これまでの儲もうけは、返済金額には程遠い。

　希望は繋つながったはずだった。けれど──最後の最後で、思わぬトラブルで全てがひっくり返されてしまった。

　先日の浮かれ切っていた工房から一転。一歩とて先の見えない闇の中に放り出されたような絶望感に、フェレース工房の面々は言葉も出せずに沈み込んでいた。
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　時間は過ぎて、夜──

　大通りはいまだ人通りが絶えず、人々の営みでにぎわっているが、それとは隔絶された空間にあるようにフェレース工房は静まり返っていた。

　職人を帰らせ、火を落とした工房はあたかも祭の後のような静けさで、大通りから聞こえてくる賑にぎわいと相まって、一層の寂せき寥りよう感かんが漂っている。

　そんな工房で、明かりもつけずにルイーズは一人佇たたずんでいた。

　力なくこぼした吐息が、まだ生ぬるいままの夜気に混ざり、千切れて闇に混ざっていく。

「……大丈夫か？」

　背後から遠慮がちにかけられた声に振り向くと、そこにはアーヴェイがいた。今後の方策がまとまらないため、帰ってもらっていたのだが、結局戻ってきたらしい。

　ぶっきらぼうながらも他人を放っておけない、人の好よい彼らしいな、と思いながら、ルイーズは苦笑気味に笑って見せる。

「ええ。……昨日までの活気が嘘うそみたいね」

　ルイーズは作業台に寄りかかり、天井を仰ぐ。その仕草が悲観しているように見えたのだろう。

「まだ時間はある。なにか……やれることはあるはずだ」

　アーヴェイは不器用なりに言葉を探し、元気づけるように言う。

「俺もできる限りのことはするから。だから……」

　そんな様子にルイーズは、ああ、自分は相当参った顔をしているんだな、と苦笑する。

「……優しいわね、アーヴェイくんは。あの子が夢中になるのもわかるわ」

　視線を床に落とし、小さく首を振る。

「でも……、もう、いいの。いいのよ」

「…………え？」

　ルイーズは弾みをつけて作業台から離れると、どこか空虚な笑みを浮かべて、アーヴェイに向き直る。

「もともと覚悟はしてたんだけど……なんとかなりそうだな、って思ったら、結局こうなっちゃうんだな、って。今はもう、諦めも通り越して、ちょっと納得しちゃってる」

「納得？」

　アーヴェイが眉間に皺しわを寄せる。

「うん……なんていうか、分不相応だったのね。もともと私は工房を継ごうと思ってたわけじゃなくって、ほとんど勉強もしてこなかった。工房を継いだ夫に先立たれて、それから経営のこととか、いろいろ勉強しようとしたけど……」

　そこで言葉が途切れ、苦笑と混じり合ったため息がこぼれ落ちた。

「……だめね。こんな、後悔ばっかりぼやいてるような経営者じゃ、もとより職人のみんなをまとめて、工房を復興させるなんて無理だったのよ」

「……弱気だな」

　らしくない、というようにアーヴェイが言う。

　アーヴェイの目に、自分はどう映っていただろう。苦労も見せずに飄ひよう々ひようとふるまう、つかみどころのない女性経営者──そんな風に見えていただろうか。

　それは、威厳や貫かん禄ろくといったものを到底備えられない自分を、少しでもらしく見せるための外装でしかない。実際の自分は、身の丈に合わない重荷を背負い、人に助けられながらどうにか意地で踏ん張っていただけの、どこにでもいるただの女だ。

　この青年が頼みを断り切れないのを見越して工房に引き入れたのも、そうした足りなさを補うためにとった小こ狡ずるくて、汚いやり方によるもの。

　工房を守るため、娘に生まれ育った家を財産として残すため──そう自分に言い聞かせてのことだったが、それももう行き詰まってしまった。

「……こんなものよ、私は。もともと、大したことができる人間じゃないのよ」

　自嘲が滲にじむ声音で返す。

「アーヴェイくんを巻き込んで、最後まで残ってくれた職人のみんなや、父の代からのつてを頼って……そうやって、人の力を当てにしてばかりだったから、罰ばちが当たったのね」

　懺ざん悔げするように、ルイーズは言葉を続ける。

　工房が無くなることがほぼ確定した現状に、あるいはどこかで安心しているのかもしれない。背負い続けてきた重荷から解放されることに安あん堵どし、けれどそんな自分に嫌気が差して、せめてアーヴェイに包み隠さず吐露することで罪悪感を和らげようとしている。

　ルイーズの内心を聞かされたアーヴェイは沈黙したままだ。あるいはそのままなにも言わずにこの場を去るのだろうか──そう思った頃、アーヴェイは訥とつ々とつと口を開いた。

「別に、悪いことじゃないんじゃないか？」

「……え？」

　思わず顔をあげてアーヴェイを見る。

「いや、俺が言うのもなんなんだが……」

　バツが悪そうに目を逸そらし、無意味に靴のつま先で工房の床をこすりながら、アーヴェイは不器用に言葉を紡ぐ。

「あんたを助けてくれた人たちってのは、あんただから助けたんだろ？　それは助けたいと思ったから助けたんであって、あんたが自分から頼みにいかなくても、誰かから聞いて同じことをしたかもしれないし……あー、なんていうのかな」

　まとまり切らない思考を引っ張り出すように頭をがしがし乱暴にかき──結局、飾るような言葉はなにも見つからなかったのか、アーヴェイは実直に言う。

「職人のおっさんたち、みんな嬉うれしそうだったぞ。あんたに頼られて、助けになれて」

「嬉しそう……？」

「ああ。経営するのがどれだけ大変かは、正直よくわからんが……大して変わらないんじゃないか？　雇う側と雇われる側にわかれてても、要は人と人だろ。俺は見た目がこれだから、自分の人柄とかをあんまり見てもらえなかったからさ。だからなのかもしれないけど……ああいう、損得勘定抜きで助けてくれる人がいるのって、なんていうか……いいな、って思ったんだよ」

　ルイーズはその言葉に、胸の奥をノックされたような感覚を覚える。

「あんたは俺を巻き込んだって言ったけどさ。あんたもリリーシャも、俺のことを怖がらないでくれたろ？　最初は微妙な気分だったけど、ここに入ったのをきっかけにファウと知り合って、エルルカにも出会って……癖の多い連中だけどさ。最近のここでの時間、悪くないなって思ってた」

　照れくさそうに笑って、アーヴェイは「だからさ」と続ける。

「助けられたんなら、別の機会に助ければいい。借りとか貸しとかじゃなくて、そういうのをいちいち計算せずにできるもんなんだろ？　なんつうか……仲間ってのは」

　励ましというには不器用な、けれど飾らずに紡がれたアーヴェイの言葉は、ルイーズの中の深い部分に静かに染み渡っていく。ずっと一人で背負い続けてきた重荷が、氷が溶けていくように軽くなるのを感じる。

　ふっ──と、ルイーズの顔に柔らかな笑みが戻る。

「なんだか、気を遣わせちゃったわね」

「まぁその、なんだ……大したことは言えてないと思うが」

「そうね。とっても不器用だった」

　くすくす笑って悪戯いたずらっぽく言うルイーズに、アーヴェイはげんなりと肩を落として呻うめく。

「……あんたなあ」

「でも、おかげですっきりしたわ」

　全ての問題を解決する一手が浮かんだ、などという都合のいいことはない。それでも、堂々巡りする無力感の渦から逃れられたのは確かだ。

「明日、借金の返済を待ってもらえないか、かけあってみようと思う」

「大丈夫か？　連中が簡単に飲むとは思えないが……」

「できることはやらなきゃね。まだまだ、白旗を上げるには早いわ。でしょ？」

　楽観的ともとれる言葉にアーヴェイは呆あきれながらも、普段のルイーズに戻ったことに安あん堵どする。

　ふと、アーヴェイは懸念していたことを口にする。

「リリーシャはどうしてる？」

「あの子は……」

　ルイーズはちらりと工房裏にある、事務所と繋つながった居住スペースへと視線を送る。

「あれから部屋にこもったきりよ。ふさぎ込んじゃって、ご飯も食べに出てこなかったの」

　無理もない。工房を存続させることに誰より奮起していたのはリリーシャだ。ここまで、いくつものハードルを乗り越えてきたにも拘かかわらず、土壇場になって盤面をひっくり返されたようなものだ。あの天てん真しん爛らん漫まんな少女にしても、失意のほどは察するに余りある。

「たぶん、もう泣き疲れて寝てると思うわ」

「そうか……」

　リリーシャは賢い子だ。中途半端な慰めの言葉では、到底響くことはないだろう。

　今はそっとしておこう──二人はそう結論した。




　アーヴェイとルイーズが工房で話している頃──

　リリーシャは一人、自室のベッドで枕に顔をうずめていた。

　泣き疲れて眠り、目覚めたら外はもう暗くなっていた。そのまま目を閉じても眠りはやってこず、観念してベッドの隅で膝を抱き寄せて丸くなる。

　風に揺れるカーテンの隙間から銀色の月光が部屋に滑り込んでくる。

　机や棚にはリリーシャが小遣いで買い集めた小物が並べられており、壁にはファウの雑誌記事に掲載されたアーヴェイの写像板フオトグラフの切り抜きが張ってある。他にも、この街で暮らしてきたリリーシャの思い出の品が所狭しと飾られていた。

　そんな慣れ親しんだ部屋からも、もうすぐ出ていかなければならなくなる。そうなってしまえば、この街の思い出そのものが消えてしまうように思えて、リリーシャは張り裂けそうな胸の痛みに唇を噛かんだ。

　この家とも、親しくなった人とも、離れることになってしまう。それは永遠とは限らないけれど、十二歳のリリーシャにとっては永えい劫ごうの別離にも等しい隔絶だ。

　──なんでこんなことに。

　ほとんど無理やりみたいに巻き込まれたアーヴェイが、あんなに頑張ってくれた。エルルカも全然名前が知られていないフェレース工房のために武器をいくつもデザインしてくれた。ファウだって、なんだかんだいってフェレース工房の宣伝に協力してくれた。

「みんな……みんな頑張ったのにぃ……なんで──」

　なぜ、と疑問を繰り返していたリリーシャだったが、ふと──嗚咽おえつが止まった。

「…………違う」

　唐突に、気づく。

「違う……そうじゃない……わたしは……っ！」
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　──わたしだ。

　みんなが目標を達成しようと頑張った──そう思っていた。

　血の気が引き、背筋を冷たいものが走り抜ける。

『みんな』だなんて、どの口で言っているのか。まるで、当事者であるかのように。

（わたしだけが、なにもしてない……）

　フェレース工房が続いていくことを、リリーシャは誰よりも願っていた。

　そして、願っただけだった。

　実際には、リリーシャは工房のためになにかをするどころか、遺跡探索に付いていったことでアーヴェイの足を引っ張りすらした。きっと、アーヴェイは一人で遺跡探索を続けていた方が成果を出せたはずなのだ。

　それなのに──アーヴェイと一緒にいたいという自分の願望だけで行動した。

　なにもできなかったなんて、言い訳にすらならない。自分の意志でなにかをすることすら思いつかなかったのだから。

　リリーシャはアーヴェイに、遺跡に興味があると言った。だから、アーヴェイのサポーターにしてくれと。けれどそれは口実に過ぎず、アーヴェイのように本気で遺跡に人生をかけている人間の情熱にはまったく及ばない。そんな生半可な覚悟で遺跡に潜っていた自分に、アーヴェイの隣にいる資格なんて、最初からなかった。

　そして今、自分の居場所すら失いかけている。

　──このまま終わっていいのか？

　胸の中で、誰かが自分に問いかける。それは、幼い頃から読よみ漁あさってきた冒ぼう険けん譚たんの主人公の声であり、アーヴェイの声であり、自分の声だ。

　リリーシャは袖そでで顔をごしごしこすって涙を拭ぬぐうと、キッと虚空を睨にらみつける。

　泣なき止やんだリリーシャの瞳には、はっきりとした意志の光が宿っていた。

　自分のするべきことを、頭の中で高速で組み立てていく。泣き疲れた疲労があるはずだが、むしろ頭は冴さえわたり、どこまでも鋭敏になっていく。

　銀色の月明りが差し込む薄闇の中、少女は決意する。

　自分の大切なものを、大切な人たちが集うこの場所を、守るために──





　　　　◇






　どんな苦境にあろうと、夜は明ける。

　アーヴェイは自室の古ぼけた天井を見上げながら、自身をとりまく状況について考える。

　借金の返済期日は明日。今日明日中に返済金を用意できなければ、フェレース工房の命運は尽きる。

　そうなれば、自分はどうなるだろうか？

（もともと契約は一カ月限定で結んだものだし……フリーに戻るだけ、か）

　山の中で育ち、人との繋つながりなどほとんどないまま少年期を終えた。遺跡都市に出てきてからも、共に遺跡の深奥を目指す仲間と都合よく出会えるなどということもなく、数十万人が住む都市の中で一人で生きてきた。

　一人でいることには慣れていたはずだ。それなのに、今はフェレース工房がなくなって一人になることが、どうしようもなく受け入れがたい。

　認めよう。振り回されてばかりの一カ月間だったが、それでもあの工房で過ごす日々はアーヴェイにとって楽しいものだったのだ。

　自分になにかできることはないか──そう考えた時、ひとつの案が浮かぶ。

（未踏査領域で、一いちか八ばちか遺物を探す、か）

　ハイリスクハイリターンの狩場。何人もの冒険者が返り討ちに遭っている場所だ。価値ある遺物を発見できれば、工房の借金を返すことができるかもしれない。

　リリーシャをつれていくわけにはいかないが、自分ひとりならあるいは──

　そんなことを考えていると、唐突に薄いドアを叩たたく音が響いた。

「アーヴェイくん、いる!?　ねぇ、お願い、出てきて！」

　扉越しの切羽詰まった声はルイーズのもの。

　なんだろう、と思いながら扉を開くと、顔面蒼そう白はくなルイーズが荒い息をついていた。

「どうかしたのか？」

「アーヴェイくん、リリィちゃんは来てない？」

「リリーシャ……？」

　無論、来ていない。アーヴェイの肩越しに部屋を見たルイーズもそれを察したのだろう。「あぁ、もう……！」と焦じれたように声をあげる。いつにない焦った様子に、アーヴェイの頭から眠気が飛ぶ。

「なにがあった？　リリーシャがどうかしたのか？」

「いなくなっちゃったのよ！　朝起きたらどこにもいなくて……！」

　悲鳴じみた声で叫ぶルイーズ。

　昨晩まで落ち込んでいたリリーシャの不在。ただならぬものを感じ、アーヴェイも表情が強こわ張ばる。

　リリーシャがどこへ行き、なにをしようとしているか──見当はつかないが、心配しているルイーズを安心させることが先だ。

「とりあえず、リリーシャが行きそうな場所を当たろう」




　ややあって──アーヴェイとルイーズは、エルルカの工房を訪れていた。

　勝手知ったるなんとやら、作業場にまで入っていくと、相変わらず限界まで作業に没頭したあげくに寝落ちしたらしく、作業台に突っ伏して寝ていたエルルカに遭遇する。

「んー……リリーシャぁ？」

　アーヴェイの呼び声に瞼まぶたをこすりながら、エルルカが眠たげな声をあげる。

　眠っていたらしいことを考えれば、恐らく空振りだろうと思ったのだが、

「来たよー、ついさっき。一時間くらい前かな」

　あっさりとエルルカは言う。

「来たの!?　どこっ、中にいるの!?」

　勢い込むルイーズに、エルルカが「おわっ」と身を引く。

「いや、もういないけど……ていうか、工房のお使いで来たんじゃないの？」

　返事を聞いて肩を落とすルイーズ。「え、なに、どういうこと？」と困惑の視線を送ってくるエルルカに、アーヴェイは事情を説明する。

「はぁ……そんなことになってたんだ」

「それより、工房の使いってのはどういう意味だ？」

　憔しよう悴すいして椅子に座り込んだルイーズにかわり、アーヴェイが問う。

「んー、あーしがコンテスト用に作った剣あるじゃん。《ヘイルストーム》。あれが必要だから借りて来いって言われた、って」

　確認の視線を送ると、ルイーズは首を振る。

「そんなこと、頼んでないわ……」

「あー……マジかー。あーしも寝ぼけてたからなぁ、そのまま渡しちゃった。……てか、あれの拡張ユニット作ってたのに、肝心の基幹部がなけりゃ実験もできないじゃん……」

　後半はひとり言らしくぶつぶつ呟つぶやくエルルカ。

「リリーシャが《ヘイルストーム》を……？　なんのために──」

　工房の存続が厳しくなり、落ち込んでいたリリーシャ。

　行動力のあるリリーシャが動き出したのなら、それは目の前の問題を打破しようとしているのではないか。

「……ルイーズさん。リリーシャの部屋に、リュックはあったか？」

「リュック……？」

「リリーシャが遺跡に行くときに背負っているリュックだ」

　ルイーズは不思議そうにしながらも、今朝見た娘の部屋の光景を思い出す。

「リュックは……なかったわ。……っ、まさか……！」

　その言葉の意味に思い至ったルイーズが、顔を青くする。

　返答を聞くや──アーヴェイは駆けだしていた。

「アーヴェイくん……！　…………──！」

　背後でルイーズがなにか言っていたが、既にアーヴェイは聞こえる範囲にいない。

　焦燥に突き動かされたアーヴェイの足は、遺跡協会の支部へと向かっていた。

（リリーシャ……なんて無茶を──！）

　舌打ちする。リリーシャの行動の予測はついた。アーヴェイ自身が考えたことを、リリーシャは実践するつもりなのだ。

　すなわち──守護機械兵ガーデイアンが徘はい徊かいする、未踏査領域の探索を。







「えっと……この道がこれで……あの細い道がこっちに繋つながってて……」

　慎重にマップを確認しながら、リリーシャは遺跡を一人進んでいた。

　──遺跡協会第十支部の受付をすり抜けて遺跡へ潜るのは、案外簡単だった。

　少し前までは、身の程知らずの冒険者が守護機械兵に挑もうとしたり、未発見の遺物目当てで遺跡に潜っていたが、一人残らず返り討ちに遭い、命からがら逃げ戻ってきた。

　そのため、今の遺跡内は静かな一方、情報を得ようとする冒険者たちは遺跡協会支部に集い、情報交換をしていた。

　それらの話を盗み聞きし、未踏査領域の位置については見当をつけることができた。後は、協会支部の混雑に紛まぎれてゲートをくぐり抜けるだけだった。

「……よしっ！」

　通ってきた道のマッピングを終え、順調に目的地に近づいていることを確信すると、リリーシャは勇ましく拳を握りしめる。

（わたしが、工房を守るんだ──！）

　無力感が裏返っての行動力が、リリーシャを動かしていた。

　自分にもできることがあるはず──そんな、若者特有の根拠なき万能感は英雄願望や好奇心となり、時として人を死地へ誘う。だからこそ、ルイーズはリリーシャが上手に転べるように、アーヴェイに冒険者見習いとしての教育を任せた。

　幸か不幸か、リリーシャは物覚えがよく、なにより応用力が高い。乾いたスポンジが水を吸うように、短期間の訓練ながらリリーシャは遺跡の歩き方を身に着けていた。

　目指すは未踏査領域。そこで価値のある遺物を発見できれば、きっと工房の閉鎖は回避できる。

　と──

　リリーシャの聴覚が、通路の先から響く羽音を捉とらえた。

「…………っ！」

　咄とつ嗟さに通路の端、出っ張った岩の陰に身を寄せ、リュックに挟んでいたシートを広げてかぶる。自然の岩のような色彩のそれはリリーシャの姿を岩に同化させる。

　まもなく、頭上をいくつもの羽音が通過していく。

　吸きゆう血けつ蝙こう蝠もりと俗称される魔獣だ。似たような生き物は普通の動物にもいるが、魔獣種のそれは牛馬すらも一瞬で動けなくさせる麻ま痺ひ毒を持っている。そうしてから、獲物の血を集団で一滴残らず吸い尽くすのだ。

　空を飛ぶこともあり、真正面から相手にするのは面倒な相手だ。しかし、その生態を知っていれば回避する手段はある。吸血蝙蝠は音の反響で獲物を見分ける。そのため、シートを被かぶって岩に紛まぎれるのがもっとも簡単なやり過ごし方だ。

　息を潜めるリリーシャの頭上を、幾重にも重なる羽ばたきの音が遠ざかる。危機が去ったのを確認すると、リリーシャはほっと息をついた。

　──大丈夫。わたしはやれる……！

　アーヴェイに教えられた知識があれば、安全に遺跡を進み、遺物を持ち帰ることができる。自分を鼓舞すると、リリーシャは行軍を再開する。

　それからは魔獣との遭遇もなく、やがて大きな下り階段へと到達した。地底の底まで延びていきそうな階段は、仄ほの暗ぐらい闇へと続いている。

　ごくり、と息を呑のむ。リリーシャは自分の頬を軽く張って、胸の奥から湧き上がりかけた弱気を振り払う。

　リリーシャはリュックから飛び出す、布に巻かれた剣の柄つかに触れる。

　エルルカが地竜の魔力核を組み込んだ《ヘイルストーム》は、その高い魔力増幅率によってリリーシャでも大きな威力を出せる逸品だ。お守り代わりではあるが、もしもの時は役に立ってくれるはず。

　リリーシャは大きく頷うなずいて自分を鼓舞すると、リュックの紐ひもをぎゅっと握り、第二階層に続く闇へと足を踏み入れていった。







　遺跡協会第十支部にたどり着いたアーヴェイは、受付に食ってかかるように問う。

「小さな子供がこなかったか!?」

「ひぃっ!?　な、なんですか、あなたは……!?」

　気の弱そうな男性の受付係が怯おびえて身を引く。

「だからっ！　小さな女の子がここを通らなかったかって聞いてるんだ！　歳としは十二！」

「お、女の子……？　なんで協会支部に女の子が……？」

　要領を得ない受付係にアーヴェイは舌打ちする。普段利用している第九支部なら、アーヴェイがリリーシャを連れていることは周知されている。しかし、この第十支部ではそうはいかない。一から説明する時間ももどかしく、アーヴェイは唇を噛かむ。

「アーヴェイ？　どうしたの？」

　かけられた声に振り向くと、見知った顔があった。

「カーロ！　リリーシャを見なかったか!?」

　肩をつかんで声を張り上げるアーヴェイに、友人のカーロは目を白黒させて戸惑う。

「お、落ち着いてよ……リリーシャって、アーヴェイが連れてる小さな子だよね？」

「ああっ、そうだ！　ちっちゃくて、なんか変な動物のリュックを背負った、十二歳の子供だよ！　好きなものはパフェ、嫌いなのはパセリだ！」

「歳としとか好みはよくわかんないけど……じゃあやっぱり、さっきちらっと見えたの、あの子だったのかも……」

「見たのか!?　いつだ!?」

「一時間くらい前かな。姿が見えなくなったから帰ったのかと思ってたけど……」

　遺跡への入口であるゲートを見る。この混雑だ。小柄なリリーシャなら、受付係に気づかれないよう、通過するのも容易だろう。

「……って、ちょっとアーヴェイ!?　どうしたの!?」

　カーロの言葉を無視して、アーヴェイはゲートを飛び越えて遺跡へと突入する。

　受付係がなにか叫んでいるのが聞こえたが、無視する。今は一分一秒が惜しい。

　遺跡に入って間もなく、三さん叉さ路ろに行き当たる。

「くそっ……、どっちだ、リリーシャ……!?」

　ふと、通路の一つの低い位置──ちょうど、リリーシャの目線の高さのあたりに、白墨チヨークで書かれた矢印を見つける。自分が通った道を間違えないようにするための、冒険者の知恵。誰が書いたものかの識別のためにイニシャルなどの記号を併記するが、そこにある戯画化デフオルメされたウサギのマークはリリーシャのサインだ。

　教えたとおりの基本を、忠実に守っているらしい。

　アーヴェイは駆けだす。印を辿たどれば、最短距離でリリーシャに追いつけるはずだ。

（無事でいろよ、リリーシャ……！）

　追いついたその先に、少女の亡なき骸がらが転がっているかもしれないという最悪の未来を意識して頭から締め出し、アーヴェイは駆ける。

　そうして、全力疾走のままいくつかの分岐路を曲がり、横道を抜けた時──アーヴェイの眼前に、立ちはだかるものがいた。

「……っ、こんな時に……ッ！」

　行く手を遮るように現れたのは魔獣の群れ──後ろ足で直立する狼おおかみのような魔獣、人狼ウエアウルフだ。伝承のそれとは違い人間のような知性はもたないが、統率の取れた群れで獲物を追い立て、発達した前肢の爪で器用に攻撃を仕掛ける、危険な魔獣である。

　冒険者が集まってきたことで本来の縄張りを追われ、遺跡内を放浪しながら獲物を求めているのだろう。

　殺気立った人狼ウエアウルフが五体。本来なら、アーヴェイも撤退を考える相手なのだが──

　躊躇ためらいなく、腰から《ファフニール》を抜いて構える。

「悪いが、まどろっこしいことしてる時間はねぇ。最初から全力でいかせてもらう──！」

《ファフニール》の魔術機巧を起動。赤熱した刃やいばが空気を熱し、対たい峙じする人狼たちが熱気とアーヴェイの気迫に一瞬たじろぐ。それでも魔獣としての本能が上回ったか、一斉にアーヴェイへと飛びかかってきた。

　気合いの一声と共に、アーヴェイは魔獣の群れを迎え撃った。







　第二階層の石造りの通路を、リリーシャは一人、慎重に進む。

　時折魔獣の痕こん跡せきを見つけるものの、匂いを誤ご魔ま化かす香り袋をリュックに提げているからか、嗅きゆう覚かくに優れた類の魔獣がたまたま近くにいないからか、ここまで危ない目に遭わずに進むことができた。リリーシャの能力というよりは、幸運によるところも大きいだろう。

　マッピングし、白墨チヨークで印を付けながら目的地へ向かう。そうして、第二階層に降りてから三十分ほどが経過した頃──リリーシャの目の前に、石積みの壁が崩れた光景が現れた。

（着いたっ！　未踏査領域への入り口……！）

　歓喜を抱くと同時、緊張感が喉をひりつかせる。この先には守護機械兵ガーデイアンが巡回しているはずだ。無警戒に突入していきなり鉢合わせ、なんてことになっては目も当てられない。

　耳を澄ませるが、守護機械兵らしき足音は聞こえない。リリーシャは意を決し、未踏査領域へと踏み込む。

　一歩目を踏み入れた途端、思いのほか高く響いた足音に心臓が縮み上がる。硬直するが、特に反応はない。薄い胸をなでおろすと、リリーシャは改めて未踏査領域を見渡した。

　柱が等間隔で林立する広大な空間だ。柱や壁のあちこちに、他の冒険者が残していったと思おぼしき恒常灯が設置されている。これでステンドグラスと信徒席があれば教会のようだな、とリリーシャは思った。

　広間からは数か所、通路が延びている。壁に書き込まれた白墨チヨークの痕跡から、ほとんど探索されていない通路を選ぶ。

　通路には恒常灯がまだ設置されていないため、ランプに火を着けて慎重に進む。途中、何度も分かれ道に当たるが、白墨で印をつけ、マッピングしながら進んでいく。

　しかし──やがて行き止まりに突きあたった。

「外れですか……」

　ため息を吐ついて引き返そうとする。

　と──かすかに、頬を撫なでる風の感触。

「…………？」

　遺跡の中にも空気の流れはあるが、普通はもっと緩やかなものだ。

　感覚を研ぎ澄ませ、風が漏れてくる場所を探す。

　ふと、壁の低い位置に、わずかな隙間が開いているのを見つけた。風はその奥からきているらしい。小柄なリリーシャだから、むき出しの頬で風を感じることができたのだろう。

（なんだろう……？）

　ともあれ、リュックから小型のシャベルを出して突き立ててみる。その部分は石ではなく粘土のようなものが詰められてあるらしい。風化していたか、ぽろぽろと剥はがれていく。

　やがて、数十センチ幅ほどの四角い穴が姿を現す。リリーシャなら、どうにかぎりぎり入れそうだ。

「隠し扉……じゃ、ないですよね」

　穴の奥からはかすかに光が漏れだしてきている。

　思い切って通ってみることに決める。頭から身を滑り込ませていくが、途中でリュックがつっかえたので、一度腕を抜いてから通り、後からリュックを引っ張り込む。

「ふぅ」ため息をつき、顔をあげ──リリーシャは呼吸を忘れた。

　そこは、円形闘技場コロツセウムのような、巨大なすり鉢状の空間だった。リリーシャがいるのはその外縁部。しかし闘技場と違い、整然と並んでいるのは観客席ではない。

　そこに連なるのは、無数の半透明の結晶体だった。

　その様はさながら、水晶の森。数十センチから一メートル強まで、高さにばらつきのある両端の尖とがった角かく錐すい状じようの水晶が、床面に設置された機械的な台座の上に浮遊している。それが、円形の巨大な空間に整然と並べられていた。

　その中央には、全ての水晶柱を統べる統治者のように、一際高く、巨大な水晶柱が鎮座している。

　水晶柱が放つかすかな光が複雑に反射することで空間全体が輝いているかのようだ。水晶の半数以上が倒れ、あるいは砕けていてもなお、古代の神をまつる神殿を思わせる神秘性があった。

　どこからか地下水が流れ込んでいるのか、最も低い位置になる中央部には水が溜たまっており、崩れた壁や柱の一部は地下世界に適応した苔こけ植物に浸食されつつある。

　朽ち果てた古代の神殿。その荘厳な光景に、リリーシャは陶然と吐息を漏らす。

「きれい……」

　なにか意味のある空間なのだろうが、知識のないリリーシャには想像がつかない。

　しばらく見み惚とれて動きを止めていたリリーシャだが、ハッと自分の目的を思いだす。

（いけない、いけない……遺物を探さないとっ！）

　とはいえ、どこを探せばいいものか。人が日常的に使っていたり、武器などを保管していた場所にも見えないから、運び出せるようなものがあるかわからない。

　近くにある倒れた水晶柱に目を留める。

「……これ、一個だけ持っていったら怒られますかね……」

　言いながらも、さすがになにかしら意味があって置かれているものだろうと推測はできる。後で研究団体に睨にらまれたら、それはそれで困る。

「むぅ……やっぱり、持ち帰れそうなものはないみたいですね……」

　どこか他の場所を探すしかないでしょうか──と、ひとり言を呟つぶやいた時だった。

　──視線。

「…………っ!?」

　ぞわっと悪寒を感じ、振り向く。

　──そこに、リリーシャをじっと見据える、虚無を湛たたえた目があった。

　それは、一見して蜘く蛛ものような外見をしていた。六本の足が生える本体は、縦三メートル、直径一メートルほどの巨大な円筒形。三つの短めの円筒が一本の軸で繋つながっているような構造で、中央の短円筒に埋め込まれた円い眼レンズが、ぎょろりとリリーシャを見つめている。

（守護機械兵ガーデイアン……！）

　──そう呼びならわされる、慈悲なき鋼の殺さつ戮りく者しや。

　空に煌きらめく星すら手中に収めたと言われる神話時代の超技術──その粋を結集して作られ、数千年の時を経てなお愚直に自らの領域を守り続ける、生ける者の天敵にして命持たぬモノ。

　初めて見る異形の機械兵器に、リリーシャは心臓が凍るような感覚に陥る。

　蛇に睨まれた蛙かえるのように硬直するリリーシャだったが、守護機械兵はいつまで経たっても動きを見せない。

　そこで、ようやく気付く。守護機械兵は六本の足のうち三本がひしゃげ、胴体にあたる円筒部もへこみ、中の機構が一部覗のぞいていた。

　完全に壊れ、沈黙しているようだ。

「び……びっくりしたぁ……」

　まだドクドクいっている心臓を、薄い胸と肋ろつ骨こつ越しに撫なでつつ、恐る恐る守護機械兵の残ざん骸がいに近づくと、ひしゃげた外装の隙間から内部を覗き込む。

「確か、守護機械兵のパーツは高く売れるんでしたね……」

　それに、未発見の機構だったら回収して解析できれば、新たな技術発展にもつながる。解析された技術の利用権利は、発見した冒険者が所属する工房が優先して持てる。

「なにか、持ち出せそうなものがあればいいんですけど」

　おっかなびっくりの手つきで残骸に手を伸ばす。エルルカであれば器用に分解したりもできるのかもしれないが、リリーシャは必要な工具もスキルも持っていない。

　ひしゃげた装甲に手をかけてこじ開けようとするも、びくともせず。

「んんーっ！　…………ん？」

　ふと、装甲の隙間の奥に、わずかに光を受けて輝くものが見えた。

　手を伸ばすと、指先がつるりとした感触に触れる。もともとしっかりと固定されていなかったのか、ぽろりと零こぼれ落おちるように、それは装甲の隙間から転がり出た。

　ことん、と音を立てて床に転がったのは、拳大の緑色の球体だった。

「…………？　これは……魔力核？　でも、色が違いますし、丸いですし……」

　魔力核は赤いが、その球体は深い緑色だ。拾ってみると、熱くも冷たくもない。形も魔獣の魔力核とは違い、綺き麗れいな球体だ。

「……まぁ。別にこれは？　わたしが無理やり外したわけじゃないですし？　たまたま？　そう、たまたま外れたのです」

　誰にともなく言い訳めいたことを口にし、一人でうんうんと頷うなずく。

「たまたまだから、これを拾うのは自然なことだし、元に戻すのも無理そうですしぃ……うん、しかたがないですね。いやぁ、ほんとしかたないなー。とりあえず、これはわたしが預かっておきましょう」

　いやどんな居直り強盗だとアーヴェイがいれば突っ込まれそうな理論武装を一人で展開し、ポケットに突っ込む。

　その直後だった。

　ゾクッ──

　脊せき髄ずいを引っこ抜かれて代わりに氷柱つららを突っ込まれたような寒気。絶対的な脅威がすぐそばにあるという生物的本能が、全力全開で逃げろ逃げろ逃げろと警鐘を鳴らしている。

　生存本能と、恐怖心と、それを確認せずにはいられないという好奇心がせめぎ合い──リリーシャは後ろを振り向いた。

　そこに、守護機械兵ガーデイアンはいた。

　破損している個体と形状は同じ。だが、その個体は脚部を欠かすことも、装甲がひしゃげることもなく、完全な状態で稼働していた。

　立ち上がった全高はおよそ三メートル強、重量にすれば数トンはあるだろう。

　周囲には気を配っていた。音を聞き逃さないようにしたし、見落としがちな物陰にも意識を向けて安全を確認してきた。

　けれど、そんなリリーシャが学んできたことを全てあっさりと飛び越えて、なんの物音もたてず──それは唐突にリリーシャの背後に現れていた。

　──ォン──

　唸うなるような駆動音をたて、本体部に埋め込まれた眼レンズが赤く光る。

　無味乾燥な機械の目は生物のような揺らぎがなく、それゆえに魔獣とは別種の危機感を抱かせる。

　魔獣であれば追い払う方法はいくつも学んできた。相手が嫌がる強烈な臭い、火、眼球を刺激する粉末──そういった弱点を適切に突けば、魔獣との争いは避けることが可能だ。

　だが、この鋼鉄の殺さつ戮りく者しやは違う。ひとたびこちらを〝敵〟と認識すれば、一切の容赦も油断もなく、自分を蹂じゆう躙りんするだろう。

　わずかな身じろぎすらもが敵対行為とみなされるのではないかという恐れが、指の一本に至るまで体を麻ま痺ひさせる。気を利かせた心臓が自ら動きを止めるんじゃないかという気すらして、いやいっそそうしてくれた方がいいかも、あれでも心臓って止まったら死ぬからダメじゃんとかそんな無為な思考が頭に浮かんでは通り過ぎる。

　一秒が無限にも感じられる瞬間が続き──唐突に、守護機械兵ガーデイアンのレンズの光が蒼あおへと変じ、リリーシャに興味を失ったかのように踵きびすを返した。

（…………へ？　……助かった……の？）

　緊張のあまり呼吸も忘れていたらしく、肺に溜たまった二酸化炭素を一気に吐き出す。

　守護機械兵はあたりを歩きながら、ゆっくりとレンズの埋め込まれた短円筒を巡らせて周囲を見渡す。その姿はこの水晶の森の主か、あるいは財宝を持ち出そうとする賊が入らないか見張る門番のようだった。

　何人もの冒険者が命からがら逃げかえってきたという相手が、なぜリリーシャを敵視しないのかはわからない。いずれにしろ、気が変わらないうちに逃げた方がいいだろう。

（そぉーっと、そぉーっと……）

　にらめっこをするように守護機械兵を見据えながら、後ろ向きに後退ずさるリリーシャ。

　と──段差に躓つまずき、リリーシャは尻餅をつく。

「あづっ……、……！」

　それに守護機械兵が反応するのではないかと慌てて口を塞ふさぐが、特に反応はない。

　ふと、視界の端をはらりと布切れのようなものがよぎる。それはリリーシャがお守り代わりにエルルカの所から持ち出してきた《ヘイルストーム》を包んでいた布だった。布がはだけ、わずかに《ヘイルストーム》の柄つかが覗のぞく。

　──ォォン──

　低い駆動音。

　歩き去ろうとしていた守護機械兵が足を止め、レンズをリリーシャへ向けた。

（……っ、武器に反応した!?）

　先に侵入した冒険者と違い、リリーシャに反応しなかった理由がわかった。冒険者なら誰でも持っているもの──すなわち武器をリリーシャは身に帯びていなかったからだ。

「あっ、あのそのっ！　これはその、そういうんじゃなくってですね！　お守りっ、ただのお守りですっ！」

　言い訳が通じる相手だとは思えなかったが、冷や汗をかきながら弁解するリリーシャ。

　感情を宿さない機械の眼めがリリーシャを睥へい睨げいする。

「…………だめ？」

　次の瞬間──レンズに灯ともった光が、蒼あおから赤へと変じた。

「ですよねー……」

　やけくそ気味な乾いた笑いをこぼし──リリーシャは守護機械兵ガーデイアンに背を向けて、入ってきた通路へと突っ走る。

　背後から、関節部の駆動によって六本の足が蠢うごめく音が、高速で迫ってくる。

「こないでくださーい───っ！」

　叫びながら、水晶柱の間をジグザグに逃げる。守護機械兵にとって水晶柱は破損させるわけにはいかないものなのか、巨体をぶつけないように動く分、直線でリリーシャを追えず、その差は開いていく。

　転びそうになりながらも通路に続く穴に飛び込むリリーシャ。リュックがつっかえながらも通過、その際に足がもつれて転んでしまう。

　直後、守護機械兵の巨体が壁を突き破り、反対側の壁に衝突した。衝撃を受けて壁に亀裂が走る。

　もしもリリーシャが転んでいなければ、その頭部は壁と機械の脚部の間でトマトのように潰されていたことだろう。

　ぞっとしながら、リリーシャは這はいずるように守護機械兵から離れる。

　動きを止めていた守護機械兵が身じろぎ。レンズの眼めをリリーシャに向ける。

「し、しつこいですぅぅぅぅぅ……！」

　リリーシャはもつれそうになる足に活を入れ、躓つまずきそうになりながら走り出した。







「あぁあああぁ──ッ！」

　気合いの一声と共に振るった炎熱を纏まとう斬撃が、最後の人狼ウエアウルフを袈け裟さ懸がけに斬り捨てる。

　肩口から腰まで、体を横断する斬ざん線せんを刻まれた人狼は、苦痛の遠とお吠ぼえをあげて絶命した。

　肩を大きく上下しながら呼吸を整えるアーヴェイ。劣勢の戦いを短時間で決着させるべく無茶した結果、その身にはいくつもの裂傷を負っていた。生命を脅かすほどの出血こそないものの、体を動かすたびにあちこちの傷が自らの存在を主張するように痛みを訴える。

　出し惜しみせず《ファフニール》の最大許容魔力を注ぎ込み続けたのも、体への大きな負担となっていた。内ない勁けいを操るための呼吸法で過剰に励起された体内魔力を鎮め、体への負担を軽減する。興奮により活性化していた血流も落ち着き、出血も抑制される。

　きっかり十秒だけを呼吸の調整に費やし、アーヴェイは俯うつむいていた顔をあげる。

（くそっ……！　余計な時間を食っちまったッ！）

　人狼五体を屠ほふるのにかけた時間は、おおよそ五分──単ソ独ロ冒険者としては破格の成果。だが、今はそんなことよりも進むことが重要だ。

　すぐにリリーシャを追うべく、壁に刻まれた印を探す。

　しかし──

（……っ、印が無い!?）

　ここにきてそんなはずはないと見渡して、気づく。

　戦闘のさなか、魔獣が叩たたきつけられて崩れた壁がある。崩れた石材のひとつに、見覚えのあるマークと矢印。

　アーヴェイがいるのは、いくつもの道が収束する地点。その矢印がどこを向いていたのか、もはや判別は不可能。

　一刻を争うこの状況で、リリーシャの足取りが途絶えてしまった。

「…………っ！　どっちだ!?」

　手当たり次第に探すには、分かれ道が多すぎる。

「リリーシャ、どこにいる!?」

　叫ぶ声に返る言葉はない。遺跡の中を反響する声は、やがて闇に呑のまれて消える。これでは、仮にリリーシャから呼びかけがあっても位置を特定するのは難しいだろう。

　内側から身を焦がす焦燥感とは裏腹に、アーヴェイの足は止まった。







　短い足を精いっぱいの速さで回転させて、リリーシャは地下遺跡第二階層を駆ける。

「はぁ、はぁ、はぁ……、くぅ……！」

　小さな胸骨を押し上げんばかりに肺は収縮を繰り返すが、到底酸素の供給が間に合わない。けれど、少しでも足を止めれば瞬く間に守護機械兵ガーデイアンに追いつかれるという恐怖がリリーシャを突き動かしていた。

　守護機械兵の足は速い。そのうえ、体を支える六本の多脚は小回りに優れ、凹凸のある足場でも危なげなく通過する。

　来た時は慎重に進んだ道を、全速力で逆に辿たどっていく。魔獣と出くわさずに済んでいるのは単なる幸運か、あるいは魔獣も守護機械兵を避けているからか。

（どうしよう、どうしよう、どうしよう……っ！）

　酸欠のせいか、思考がうまくまとまらない。

　それでもどうにかアーヴェイから教わったことを思いだし、リリーシャはリュックの側面のホルダーに固定していた卵型の物体に手を伸ばす。

　振り返りざまに投とう擲てき。

　守護機械兵ガーデイアンはこれを攻撃と判断したか、足の一本を持ち上げ、先端の爪で両断。

　直後──真っ白な光が遺跡の通路を塗りつぶす。

　光をまともに浴び、視覚に当たる機能が一時的に麻ま痺ひしたのだろう。守護機械兵は足を止め、胴体部の円筒部分を小刻みに回して見失ったリリーシャを探そうとする。

　その隙にリリーシャは守護機械兵を置き去りにして距離を離す。

　さきほど通過した、柱が並ぶ空間に出る。柱の一つを背にして、リリーシャは喘あえぐように酸素を貪りながら高速で思考を回す。

（どうしよう……っ、どうすればいいの……!?）

　エルルカ手製の閃せん光こう玉はあれ一つっきり。それも一時しのぎにしかならない。間もなく守護機械兵もこの広間に現れるだろう。

　第一階層にまで逃げ込めれば通路が狭くなるため、守護機械兵の動きも鈍るかもしれない。けれど、第一階層に繋つながる階段まではまだ距離がある。確実に途中で追いつかれる。

（こわい、こわい、こわい……っ！）

　ここまで逃げられたのが嘘うそのように足がすくみ、涙が溢あふれそうになる。

　ガシャン、ガシャン──機械の足音が響き、心臓が破裂しそうなほどに跳ね上がる。閃光のダメージから回復した守護機械兵が、この広間に入ってきたのだ。

「…………っ！」

　咄とつ嗟さに漏れそうになる悲鳴を、口を手で覆って飲み込む。

　足音が着実に近づいてくる。

（気づかれてる……!?）

　すぐに柱の陰から飛び出して逃げるべきか──恐怖のあまり誤った判断を下しそうになる自分をどうにか自制する。

　今はやり過ごそう。漏れそうになる悲鳴を必死に抑え、リリーシャはじっと息を潜める。

　ガシャン、ガシャン、ガシャン──リリーシャにとっては死神にも等しい守護機械兵の足音を、背にした柱越しに感じる。

　そのまま通り過ぎてくれれば、やり過ごせる──そんなリリーシャの希望的観測をあざ笑うかのように、守護機械兵は柱の裏で動きを止めた。

　守護機械兵の本体を構成する円筒が開き、内部機甲の一部が露あらわになる。レンズを基点として、剥むき出だしになった内部機構に沿って一周するように光の帯が走る。

　ヒィィィィィン──可聴域ぎりぎりの甲高い異音が高まっていく。

　次の瞬間、空気を叩たたいたような破裂音と共に、不可視の波が全方位に放たれた。

「…………っ!?」

　迸ほとばしった波動が柱や壁、床、天井に乱反射し、リリーシャの三半規管を揺さぶる。たまらず膝をつくリリーシャ。

（な、なに……!?）

　攻撃手段にしては衝撃が中途半端だ。一瞬眩暈めまいのような感覚に陥ったが、それだけだ。

　──直後、リリーシャが背にしていた円柱が砕かれた。円柱を構成していた石材が石いし飛礫つぶてとなってリリーシャを襲う。

「っ……、つぅ……！」

　幸い、リュックが緩衝材になったため腕や足にいくつか破片がぶつかっただけで大きな怪け我がはせずに済んだ。だが、

　ガシャン──

　振り仰いだリリーシャが見たのは、脚部の一本を振り上げた守護機械兵ガーデイアンだった。その一薙なぎによって円柱を粉砕したらしい。もしもリリーシャが膝をついていなければ、頭がはじけ飛んでいたことに気づいてゾっとする。

　先ほど放たれた衝撃の波──あれによって位置を知られたとしか思えない。恐らくは、蝙こう蝠もりの反響定位エコーロケーシヨンに似たような索敵手段だったのだろう。

　振り下ろされる脚部が地面を砕く前に、リリーシャは立ち上がって駆け出す。

「いやだ、いやだ、いやだ、いやだ……！」

　もはや理性はない。間近に感じた死の感触に、死に物狂いで走る。

　まっすぐに通路を目指して走っていたリリーシャの体が、不意に浮き上がった。

「っ……!?」

　守護機械兵の脚部の一本が、先端部についた三本爪でリリーシャのリュックを鷲わしづかみにし、リリーシャごと宙ちゆう吊づりにしていた。

　勢いよく振り回されたリリーシャの腕がリュックから抜け、放物線を描いて数メートルを飛ひ翔しよう。背中から壁に叩たたきつけられ、肺の中の空気を一気に絞り出される。

「かっ……、は……っ！」

　地面に落下、あまりの激痛に背中を丸めてうずくまりたくなる。

　それでも生存本能が無理やり体を動かし、呼吸もままならないままに壁に寄りかかるように立ち上がる。

　その華きや奢しやな肩に、守護機械兵の脚部の爪が突き刺さった。

「ヅっっ……!?」

　最初に感じたのは、熱だった。肩に焼きごてでも押し当てられたかのような熱さを感じ、一拍の後には途方もない激痛が意識を塗りつぶす。

「ああぁぁあああああああああぁああああああああああああぁぁ…………！」

　体験したことのない激痛に、目の奥で火花が無数に弾はじけた。

　喉が裂けてあふれ出したかのような絶叫が際限なく迸ほとばしるが、それを自分の耳で聞き取る余裕すらない。

（痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い──！）

　痛いという思考が頭蓋骨の中で乱反射し、正気を失う寸前までリリーシャを追い詰める。

「ああああああああああああぁぁぁああぁぁあああ……っ、ぁ…………っ」

　それでもやがては息切れを起こし、絶叫はしゃくりあげるような嗚咽おえつに変わる。

　流れ出す血は衣類を染め、指先から床に滴って血だまりを作る。

「いっ……、ぐっ……ひぐっ……！」

　しゃくりあげるたびに痛みがじわじわと全身に広がっていく。

　恐怖と絶望と後悔が押し寄せる。なぜ、こんな場所に来てしまったのか。なぜ、自分も役に立てるなんて思ってしまったのか。

（こわいよ……お母さん……っ、アーヴェイさん……っ！）

　ふと──縋すがるように胸中で吐露した名前が呼び水となったように、アーヴェイの言葉が脳裏で蘇よみがえる。

『常に生き延びることを考えろ』

　それは、一番最初にアーヴェイがリリーシャに教えたことだ。

『遺跡には危険が溢あふれてる。だから、成功することとか報酬とかじゃなく、なによりも生き延びることを第一に考えて行動しろ』

　教えを守らず、身の程知らずにも一人で遺跡に潜った結果がこれだ。自分がなにもできていないことを焦り、工房を失うことを嫌がり、単純な道理もなにもかもをすっ飛ばして根拠のない万能感に酔い、行動した果てがこの有り様だ。

　アーヴェイに近づきたいと思った。その隣に立ちたいと思った。だというのに──自分は一歩も前進できていない。せっかく、アーヴェイが自分を鍛えてくれたのに──

『それと──』

　記憶の中のアーヴェイが、言葉を続ける。

『どんな苦境でも、最後まで諦あきらめるな。諦めずに粘れば、どうにかなる──かもしれん。例えば、物語の英雄ヒーローみたいなのが助けに来たり、とかな』

　英雄譚たんの英雄ヒーローは、いつだって誰かを守るために駆け付ける。けれど、助けられる側は、ただ助けられるのを待っているだけじゃいけない。足あ掻がいて、もがいて、それでもどうにもならなかった時に現れるもの──それが英雄だ。

　──自分は、最後まで足掻いたか？

　守護機械兵ガーデイアンの脚部を、無事な右手でつかむ。

「……ッ、ううぅぅう……っ！」

　やせっぽちの細い腕で、肩に突き刺さった爪を引き抜こうと力を込める。

　当然ながら、それはぴくりとも動かない。それでも歯を食いしばり、顔を真っ赤にしながら、

「負け……ないっ！」

　リリーシャは吼ほえる。

　守護機械兵ガーデイアンではなく、自分に言い聞かせるように。

「わたしは……っ、絶対にっ！　負けないっ！」

　最後の瞬間まで諦あきらめずに戦う──力は弱くとも、その意志だけは負けないという気概を込めて、リリーシャは守護機械兵を睨にらみつける。

「だって……」

　視線に不屈の意志を乗せ、リリーシャは啖たん呵かを切る。

「わたしは──アーヴェイさんのパートナーだもんッ!!」

　そんなリリーシャの気迫に圧倒された、などということがあるはずもないが──一瞬、守護機械兵の拘束が緩んだ。

　それがなんの奇跡でもいい。リリーシャは一瞬の隙を見逃さず、細い腕に全力を込める。

「……っ、あぁああああぁっ……！」

　そして──ついに肩から爪が抜けた。

　右手で出血を抑えながら守護機械兵を睨みつける。

「わたしはこんなところで死なない……死ねないっ！　絶対に……生きてアーヴェイさんのところへ帰るんだッ！」
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　守護機械兵ガーデイアンの脚部が持ち上がる。少女の言葉を否ひ定ていするように。

　今度こそ侵入者の息の根を止めんと先端の爪を槍やりのように構え、リリーシャに突き出す。

　圧倒的な死をもたらす一撃に、しかしリリーシャは目を逸そらさない。

　曲げた膝に力をため、低い姿勢で飛び込むように転がる。体のすぐ上を空振りする守護機械兵の脚部。構わず、すぐに起き上がって駆ける。

　向かうのは広場の出口ではない。そこまでたどり着く前に追いつかれるのは確実だ。

　リリーシャが駆けた先にあるのは、守護機械兵に放り捨てられたリュック──そこから覗のぞく剣の柄つかを握ると、リリーシャは一気に引き抜いた。

　鞘さやから抜け、露あらわになる刀身。リリーシャは両手で柄を握り、《ヘイルストーム》を構える。

　剣を手にしたリリーシャに守護機械兵が迫る。

（怖い……、怖いけどっ！）

　背中を見せたらだめだ。

　目を見開いて、守護機械兵の動きをしっかり見る。

　振り上げられ、勢いをつけてしなる守護機械兵の脚部。

（──今っ！）

　魔力を込めて《ヘイルストーム》を起動。

　エルルカが仕上げた《ヘイルストーム》はリリーシャのつたない魔力運用にも応え、その機能を発揮する。

　展開された《ヘイルストーム》の魔力力場が刀身を幅広く、そして長大に延長させる。

　先日の《スパーダ》の力場とは違う、高密度の魔力で緑に光る力場は神話に語られる聖剣のようでもある。

　リリーシャは守護機械兵の攻撃へと剣の腹を向けるように構え、

　パァン──！

　甲高い音を立てて、ガーディアンの脚部に張り巡らされた魔導絶ぜつ縁えん被ひ膜まくと《ヘイルストーム》の魔力力場が相互干渉を起こし、弾はじけた衝撃の波がリリーシャの矮わい躯くを揺さぶる。

「…………っ！」

　後ろに倒れそうになりながらも踏ん張る。刀身そのもので受けていたら、当然リリーシャに耐えられるようなものではない。

　一方、守護機械兵はリリーシャ以上のノックバックを受けている。リリーシャ側は力場で受けているのに対し、守護機械兵は機体表面の魔導絶縁被膜で直接触れているため、相手の方が衝撃が大きいのだ。

　結果──リリーシャの矮躯であっても、ギリギリで攻防が成立する。

　守護機械兵の攻撃は続く。

（──右っ！）

　再び、魔力力場と魔導絶ぜつ縁えん被ひ膜まくがぶつかり合う破裂音。

（手がびりびりする……！　剣を手放さないだけで精一杯……だけどっ！）

　渡り合えている。三発、四発と繰り返される守護機械兵ガーデイアンの攻撃を、リリーシャはこれまで振り絞ったことのない、極限の集中力でしのぐ。

　魔導絶縁被膜と魔力力場のぶつかり合いで生まれる衝撃の波動が叩たたきつけられる度、リリーシャの矮わい躯くは吹き飛ばされそうになる。

　薄皮一枚隔てたところを死神の手が撫なでていく悪寒を感じながら、薄氷を踏むような攻防に耐え続ける。

　それは、ただ身を守るという戦い。攻撃を凌しのぐことだけが、リリーシャにできる唯一の抗あらがい。

　反撃の糸口をつかむ余裕なんてない。どちらが体力に優れるかなど考えるまでもない。

　それでも、諦あきらめない。

　一秒が十倍にも感じられる極限状況の中、守護機械兵の猛攻を凌ぎ続ける。

　左肩の傷がじくじくと痛み、血が流れるにつれて寒気を覚え始める。

　一瞬──目が霞かすみ、《ヘイルストーム》への魔力供給が途絶える。

（……っ、いけない……！）

　魔力力場に揺らぎが生じる。

　その隙が、明暗を別わけた。

　中途半端な力場は守護機械兵の一撃を弾はじききれず、刀身に接触。

　もとより少女の細腕、さらに片腕は怪け我がでほとんど力が入らない。到底耐えきれる衝撃ではなく、リリーシャの手から《ヘイルストーム》が弾き飛ばされた。

　飛ばされた《ヘイルストーム》を思わず視線で追い──その頭上に、守護機械兵の脚部が迫る。

「あ────」

　振り下ろされる巨大な脚が、やけにゆっくり迫る。

　自分みたいな子供なんて容易たやすく潰してしまえるそれは、なんの慈悲もなく、鋼鉄の意志で侵入者に裁きを下す。

　今まさに、強きよう靭じんな機械の足がリリーシャを圧おし潰そうとして──




　一条の閃せん光こうが、守護機械兵の脚部を弾き返した。




　弾かれた衝撃で体勢を崩し、後退する守護機械兵。

　入れ替わりに、流星のごとき勢いで飛び込んできたその人物は、靴底で地面を削り、守護機械兵の前へと立ちふさがる。

　その姿に、リリーシャはかつて見た光景を重ねる。

　あの時のように、その青年は自分の危機に駆け付けてくれた。

　あの時のように、その青年はこともなげに脅威を退けた。

「──遺跡に潜るなら命の覚悟を決めろ。そのうえで生き延びるための最善を尽くせ──そう教えたわけだが」

　そう言って──あの時のように、青年はリリーシャを振り返った。

「ま──こんなバケモノが相手じゃあ、生きてただけで及第点かね」

　その声に、自分を見る目に──リリーシャの胸の奥から、途方もない安あん堵どが湧きあがる。

「アーヴェイさん……！」

「ったく、無茶しやがって。帰ったら説教だな」

「あぅ……」

　冗談めかして言うアーヴェイに、リリーシャはへこんだ声をあげる。

　アーヴェイの声にも安堵があった。大きな心配をかけたことを、今更ながらに思い知る。

　呆あきれられて、見放されてもおかしくないくらい馬鹿なことをした。なのに、助けに来てくれた。

　反省しなければいけないのに、申し訳ないと思うのが先であるはずなのに──それでも、どうしても嬉うれしさの方が上回ってしまう。

「おまえの戦ってる〝声〟が聞こえた。だから、ここまでまっすぐに走ってこれた」

「声……？」

「魔力だ。最近はずっと一緒にいたからな。──おまえの魔力は、よく覚えてる」

　リリーシャは思いだす。アーヴェイは他人の魔力を感知することができると。

「でも、遠くからはわからないんじゃ……？」

「ああ。けど、増幅された魔力なら話は別だ」

「増幅……？　……あ──」

《ヘイルストーム》。魔術機巧に組み込まれた魔力核は、使用者の魔力を増幅させる。

　生徒の奮闘を褒める教師のように微笑ほほえみ、

「おまえの粘り勝ちだ、リリーシャ。──よく頑張ったな」

　アーヴェイはそう言ってくれた。

　なら──リリーシャの抗あらがいは、決して無駄ではなかったということで。

《ヘイルストーム》を手にして、ただ耐えるという戦いに挑んだことにも意味があって。

　最後まで諦あきらめなかったからこそ、

（──アーヴェイさんは、わたしを見つけてくれた）

　小さな胸に膨れ上がった感情が、熱い雫しずくとなってこぼれる。

　嬉しいのに、涙が溢あふれる。

「やっぱり──」

　頬を温かい涙で濡ぬらしながら、リリーシャは微笑ほほえむ。




「アーヴェイさんは、わたしのヒーローです」




　その言葉に、アーヴェイは笑い飛ばすように──あるいは照れたように──鼻を鳴らす。

「そうかい。──それなら、ここで選手交代だな」

　アーヴェイはリリーシャから視線を外すと、眼前に鎮座する巨大な守護機械兵ガーデイアンに向き直り──宣言する。

「ここからは、俺の出番だ」







　アーヴェイは決して、物語の英雄などではない。

　冒険を求めて遺跡都市に来たものの、日々の糧を得るだけで精いっぱいの、どこにでもいるただの男でしかない──

（……はずだったんだけどな。けどまぁ──しょうがねぇよなぁ）

　アーヴェイは小さくため息を吐つき──その頬にかすかに笑みを浮かべる。
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　どういうわけか、目の前の少女にとって自分は物語の英雄と同じものに見えているらしい。正直、買かい被かぶりだと思うし、期待をかけられたところで荷が重い。

　かつて自分が物語の英雄に憧あこがれたように、この少女もまた自分に憧れているのだとしたら──自分は、この少女の英雄ヒーローにならなくてはならない。

　相手は神話時代の〝生きた遺物〟とでも呼ぶべき規格外の脅威──守護機械兵ガーデイアン。くまなく覆われた魔導絶ぜつ縁えん被ひ膜まくのせいで、奥の手の内ない勁けい破壊も通じない、アーヴェイにとっての天敵。本来なら、敵かなわない相手には逃げの一手をとるべきだ。だが──

「リリーシャ。先に逃げろ。俺はここでこいつの相手をする」

　守護機械兵の挙動を油断なく見張りながら、アーヴェイは有無を言わせぬ口調で言う。

　リリーシャは顔をくしゃっと歪ゆがめる。

「でも……！」

「おまえに教えたのは生き残り方だ。戦い方じゃない」

　唇を噛かむリリーシャ。なんだかんだで賢い少女だ。自分がだだをこねても事態が好転しないことは理解しているだろう。

　不安げなリリーシャに、アーヴェイは不敵な笑みを浮かべて振り返る。

「心配すんな。ずっと一人でやってきたんだ。この程度の相手、負ける気がしない」

　無論、嘘うそだ。勝算などない。それを見透かされたかはわからないが、しばし俯うつむいて逡しゆん巡じゆんし──リリーシャは顔をあげる。

「ぜったい……ぜったい、無事でいてくださいね。約束ですからっ！」

　そう叫ぶと、通路へと飛び込んでいった。

　リリーシャが去ったのを見届け、アーヴェイは守護機械兵に向き直る。

　アーヴェイを明確な脅威と認識したか、守護機械兵はリリーシャを追おうともしない。

「……約束ときたか」

　アーヴェイは苦笑する。

　実を言えば、ここに辿たどり着くまでの戦いで、体は外側も内側も既に満まん身しん創そう痍い。あちこちから出血しているし、左腕は骨にまで響く鈍痛があり、常時集中を阻害している。内勁破壊を何度も使ったせいで体内の気の流れも滞りがちだ。

　けれど──その程度のハンデ、諦あきらめる理由にはならない。

「約束しちまったからな。──生きて帰らないわけには、いかねぇだろ」

　アーヴェイは不敵な笑みを浮かべると、人差し指をくいっと曲げて守護機械兵を挑発。

「来いよ、骨こつ董とう品ひん。神話時代の戦闘兵器ってのがどれほどのもんか──見せてみろッ!!」







　リリーシャは一目散に遺跡の出口を目指す。

　逃げるためではない。アーヴェイを助けるためだ。

（アーヴェイさん、怪け我がしてた……わたしのせいで、無茶したんだ……！）

　そんなアーヴェイを一人で置いてきたことが悔しい。それもこれも、自分が身の程知らずなことをしたせいだ。せめて、アーヴェイの助けになってくれる人たちを連れて来なければ──その一心で、リリーシャは遺跡を駆ける。

　第一階層へと戻り、自分がつけた印を逆に辿たどっていく。途中からは、アーヴェイが倒してきたであろう魔獣の死し骸がいが道しるべのように続く。アーヴェイはこれだけの数の魔獣と一人で戦いながら、自分を助けに来たのだ。

　自分の不ふ甲が斐いなさに涙が出そうになるが、後悔するのは後だ。今はとにかく、前へ。

　角を曲がると同時、なにかに衝突して尻餅をつく。

「っとと……って、リリーシャっ!?」

　驚いた声に顔をあげると、エルルカが驚いた顔でこちらを見下ろしていた。

「あんた血が……っ、見せて、応急処置を……」

「アーヴェイさんを助けてください！」

　自分の怪我など知らぬと言わんばかりのリリーシャに、エルルカは言葉を切る。

「アーヴェイがどうしたの？」

「一人で守護機械兵ガーデイアンを食い止めてるんですっ！　早く助けに戻らないと……！」

　興奮してまくしたてるリリーシャを落ち着かせるように、エルルカは怪我をしていないほうの肩に手を置く。

「落ち着きなって。まずはあんたの治療だ」

「僕がやるよ」

　エルルカの後ろからさっと出てきた冒険者が、リリーシャの肩の傷を確認して応急処置を始める。

「あーしが遺跡に着いたら、ちょうどこの兄さんが潜ろうとしてたところでね。アーヴェイの知り合いだそうだよ。──それよりリリーシャ、状況を詳しく」

　リリーシャはアーヴェイが置かれている状況を簡潔に説明する。

「なるほど……それはたぶん、アラクネ型って呼ばれてるタイプの守護機械兵だ。調査隊が遭遇した記録を読んだことがあるけど、とにかく防御性能が高いらしい」

　エルルカは苦々しく言う。

「アーヴェイが持ってる《ファフニール》じゃ、到底太刀打ちできない……いや、待って。リリーシャ、あーしのところから持ってった《ヘイルストーム》はどうした？」

「……落としました。アーヴェイさんが戦ってるところに……あの剣なら倒せるんですかっ!?」

　期待しながら問うリリーシャだが、エルルカは首を振る。

「いや、あれだけじゃ駄目だ。けど──」

　エルルカは背中に背負っている荷物に視線を送る。盾のようなシルエットにも見えるが、それにしては一部が薄く細くなっており、二等辺三角形に近い形状だ。

「それは……？」

「あの剣の拡張ユニットだよ」

「拡張……？」

　聞きなれない言葉に首を傾かしげるリリーシャ。

「もともとあれは、他のパーツと組み合わせて色んな機能を発揮できるように設計したものなんだ」

　よくわからないが、それがあればより強力な武器になるということか。

「それを届ければ、アーヴェイさんは勝てるんですかっ!?」

　勢い込むリリーシャに、しかしエルルカは表情を曇らせて告げる。

「あーしの計算上は、ある程度の魔導絶ぜつ縁えん被ひ膜まくなら破壊できるレベルの出力は出せるはず……なんだけど。使い手への負担が大き過ぎるんだ。アーヴェイが倒れる直前まで魔力を注ぎ込んでも、攻撃が通るかどうか……」

「そんな……！」

　希望が指の隙間から零こぼれていく感触に、リリーシャはすとんと膝を落としてしまう。

　その拍子に、ころん、と──リリーシャの服のポケットから転がり落ちるものがあった。

　緑色の光を放つ拳大の球体。それを目にしたエルルカが、ぎょっとしたように目を瞠みはる。

「リリーシャ……これ、どこで拾ってきたの？」

「え……？　あ……未踏査領域の奥にあった変な部屋で、壊れてた守護機械兵ガーデイアンの中に入ってたんですけど」

　拾い上げた球体を、エルルカは信じられないものを見るように凝視する。

「これ……たぶん、守護機械兵の動力源だ。とんでもない密度の魔力が凝縮されてる……魔動力機関車だって余裕で動かせるくらい。普通ならとっくに魔力の過剰収束を起こして暴発しかねないくらいなのに、安定してる……どういう技術なの……？」

　エルフの目を通して見た球体がどんな代物に映っているか、リリーシャには知りようもない。だが、それがとんでもない代物であろうことは推察できた。

　ふと、リリーシャは思いつく。

「あの……それを使って、その、拡張ユニット……ですか？　それを動かすことって、できないんですか？」

「確かに、これを外付けの動力源として組み込めば、余裕でおつりがくるくらいの魔力が引き出せる……けど、このままじゃだめだ。流れ込んだ魔力があっという間に過剰収束を起こして暴発するのは目に見えてる。魔力の流れを制御する方法でもなければ……──」

　不意に、エルルカの言葉が尻切れになり、口元に指を当てて思考に没頭する。

「使い手を中継して……普通なら使用者が確実に……けど、あいつなら…………？」

「エルルカさん……？」

　ぶつぶつとひとり言を囁ささやき続けるエルルカの耳に、リリーシャの声は入らない。

「──よし」

　なにかの算段がついたらしく、エルルカはリリーシャに真剣な視線を向ける。

「リリーシャ。これをアーヴェイが使えるように、魔術機巧を組み直す。今、ここで」

　魔術機巧の製作というのは、ミスがあれば暴発事故を起こしかねないほど繊細で、極限の集中力を求められる作業だ。それを、エルルカはろくな明かりもないこの場でやって見せるという。

「組みあがったら、アーヴェイのところへ届けに行く。だから──」

「わたしが届けます！」

　エルルカの言葉に被かぶせて、リリーシャが言う。

「アーヴェイさんのもとへ届けるのは、サポーターであるわたしの役目ですっ！」

　その瞳に宿る決意は固く、反論を許さない。

　エルルカはなにか言おうと口を開きかけて──結局、言葉を飲み込んで苦笑を浮かべた。

「帰れ、っていうつもりだったんだけど……聞きそうにないよね、その顔は」

　工具を魔法のように両手に取り出し、エルルカは唇の端を上げて笑む。

「──任せな。五分で仕上げる」







　守護機械兵ガーデイアンの爪をサイドステップで回避。守護機械兵の超重量が旋回、体勢が安定していないところへ次の刃が迫る。

「…………っ！」

　見切ったつもりだった守護機械兵の爪はアーヴェイの腹筋を掠かすめ、新たな傷を刻む。

　生物とは一線を画する、予備動作がほとんどない動きは予想しづらく、傷は着実に増えていく。

（手数が違いすぎる……っ！）

　距離をとって着地すると同時、視界がぶれる。血を流し過ぎたか。体内の魔力を賦ふ活かつすることで痛みと疲労を誤ご魔ま化かしてきたが、いい加減限界が近い。

　にわかに、守護機械兵の脚部のひとつが先端を開き、骨組みだけの傘のような機構を露出。その先端に、青白い雷光が灯ともる。

　恐らく、搭載されている遠距離攻撃兵装。

「ようやく本気出したか……！」

　できれば、最後まで舐なめ切ってくれていた方がよかったのだが。

　傘状の兵装から、視認できない速度で雷撃が迸ほとばしる。

　その一瞬前に跳躍して回避──することをも守護機械兵ガーデイアンが見越していると想定し、空中で柱を蹴って強引に軌道修正。

　わずか数十センチ横の大気を焼き焦がす雷撃。高温で膨張した空気に煽あおられながら着地。地を這はうような低姿勢で柱の陰から陰へと身を移し、相手の視覚センサをかく乱。

　直撃すれば即死は免れない雷撃の鞭むちをすんでのところで回避し続ける。

（接近戦を挑もうにも六本の脚が邪魔、離れれば即死級の雷撃……どうする？）

　リリーシャはもう地上まで逃げただろうか。

　一瞬、自分もさっさとケツをまくって逃げることを考える。

（いや、後ろから直撃を喰くらうのがオチか）

　刻一刻と疲労は蓄積している。勝負をかけるなら今の内だ。

（魔導絶ぜつ縁えん被ひ膜まくに遮られて、装甲を無効化する浸しん透とう勁けいは通用しない──なら！）

　手に握った《ファフニール》に許容量以上の魔力を込める。過剰励起を避けるための安全機構は、エルルカに頼んで改造済みだ。

　刃やいばが纏まとう灼しやく熱ねつが温度を上げ、青白く色を変じ始める。

（もってくれよ──！）

　体内の勁を高速循環。血流を速め、筋繊維を補強し、神経系を極限まで鋭敏化。

　内ない勁けい術の奥義が一つ──〝天てん神じん羅ら刹せつの相〟。

　守護機械兵の雷撃放射。

　貫いたのはアーヴェイの残像。既にその身は守護機械兵の知覚域の外にある。

〝殺さつ間けん天てん足そく〟。足に集めた内勁を地形に反発させることで瞬間加速する移動術。

　直線的な攻撃である雷撃をジグザグ軌道で回避。守護機械兵の視覚センサを翻ほん弄ろうし、彼我の距離を瞬く間に塗りつぶす。

　守護機械兵がこちらの残影を追って回頭。

　遅い。神経を鋭敏化したアーヴェイの眼めには全てがスローに映る。

　地を蹴り、柱を蹴り、天井をも足場として雷撃の追尾を振り切る。

　守護機械兵の直上に到達。守護機械兵の胴体部めがけて急降下。落下の勢いを乗せた一撃が、古代兵器へと縦一直線に斬りこむ。

　が──浅い。

　魔導絶縁被膜の防御。《ファフニール》の灼熱刃は守護機械兵の装甲表面を削るにとどまる。

　なれど、防ぎえぬものもある。

《ファフニール》の高熱が生んだ光が視覚センサを潰す。

　その刹那の隙が、アーヴェイを敵の懐まで滑り込ませる。

　オーバーヒート寸前ながらも、未いまだ機能を保っている《ファフニール》を両手で握り、低い位置から掬すくい上あげるような刺突。

　狙ねらうは一点、脚部つけ根の関節部位。

（ここなら魔導絶ぜつ縁えん被ひ膜まくは関係ない──！）

　ただ一点の勝ち筋を引き寄せるべく放たれた渾こん身しんの突き。

　白熱する刃は狙いを外さず、火花を散らしながら本体と脚部の接合部へと侵入。

　刃やいばの半分ほどが刺さり、けれどそこで止まる。

　浅い。だが、勝機はこの一瞬にしかない。

　全力で魔力を込める。性能限界を超えた魔力が流れ込み、《ファフニール》の炎熱が守護機械兵ガーデイアンの内部で暴れ狂う。狙うは熱による中枢機構の機能不全。

「いい加減……ッ、おとなしくしろッ！」

　堅けん牢ろうを誇る守護機械兵であっても、熱の逃げ場がない内部から加熱されることは想定していなかったらしい。命無き鋼の殺さつ戮りく者しやが、痛みに身を捩よじるように暴れまわる。

　その動きも徐々に弱まり、視覚センサであるレンズの光が明滅を始める。

（いける、か……!?）

　だが、光明が見えた矢先──手に伝わってきたのは、無情にも《ファフニール》の剣身が音を立てて破損していく感触。

（…………っ！　まずい、割れる──！）

　次の瞬間──鐘が砕けたような残響の尾を引き、ファフニールの剣身から柄つかまでが一気に砕け散った。

　あと一歩というところで、勝機が遠ざかる。

　それを待っていたかのように再び暴れ出す守護機械兵。

　しがみついていた手が引ひき剥はがされ、宙に放り出される。

（……っ、しま……ッ！）

　薙なぎ払はらいが腹部を直撃。腹筋を容易たやすく貫いた衝撃が骨を軋きしませる。

　投げ捨てられる人形のように、十メートル以上の距離を水平飛ひ翔しよう。勢いが落ちないまま柱に背中から叩たたきつけられ、背骨が軋む音が頭蓋骨にまで響く。

「…………っ、が……っ！」

　腹、背中、内臓。筆舌に尽くしがたい激痛の多重層が意識を根こそぎ砕きかけ、けれど痛みで意識を失いきれない悪夢のようなループ。呼吸困難から無意識に空気を取り込もうとするが、引ひき攣つる横隔膜と連携が取れず、肺が捩ねじ切きられるような苦しさが上乗せされてしばしこの世の地獄を味わう。

　守護機械兵の本体装甲が開き、内部に溜たまった熱を放射する。絶好の攻撃チャンスではあったが、立ち上がる事すらできない。放熱している間はこちらの身も安全かもしれないが、むしろそれは苦しみが長引くだけのような気もする。

（…………っ、流石さすがに、死んだか……？）

　痛みに耐えながら、どこか他ひ人と事ごとのように自分の死を意識する。

　立て、と脳が命令を下すも、途中のどこかで神経が断線したかのように体が言うことを聞かない。

　──ああ、もう、くそったれが。こんなところで終わりか。

　かっこつけてリリーシャに逃げろとか、約束したから生きて帰らなきゃとか言っておいて、この様ざまだ。それ見たことかと祖父が眉間に皺しわを寄せている様子が目に浮かぶが、祖父はまだ故郷の山で健在なはずなので迎えの役を引き受けることはなさそうだ。

　放熱が済んだか、守護機械兵ガーデイアンは装甲を閉じると脚部を唸うならせながら近づいてくる。《ファフニール》を突き立てた脚部は動かないらしく、引きずるようにして残り五本の足での歩行は多少ぎこちない。

「……命がけの対価が足一本ってのは……、割に合わなすぎだろ」

　どうにか上半身を起こして背後の柱にもたれ、皮肉で自分を鼓舞しようとするが、

（あ……ダメだ、これ。ほんとに力はいんねぇ）

　それ以上は、まったく動けそうになかった。

　守護機械兵が数歩手前で足を止める。脚部の一本を持ち上げ、先端の爪を槍やりのようにすぼめる。それで一突きにするつもりか。それならば一撃で死ねそうだ。機械風情が人道のなんたるかを心得ているとは思わないが、案外気が利くらしい。

　走そう馬ま燈とうを見るように、時間の流れがスローに感じられる。

　粘性の高い液体で満たされたような世界で、鈍重な動きで自分へと振り下ろされる槍と、どこからか飛来してきた矢が空中で交錯する。

（…………え？）

　アーヴェイの眼前で槍と矢が衝突。魔獣素材の白い鏃やじりから魔力の閃せん光こうが膨れ上がり、槍が弾はじかれて守護機械兵の体勢が崩れる。

「アーヴェイさんっ！」

「…………っ！」

　その声で、意識が鮮明になる。

　声に引き寄せられた視界が捉とらえたのは、リリーシャ。肩に巻かれた包帯は赤く染まり、体中汚れだらけで息を切らし──少女はそこにいた。

　こんなあべこべな話があるか。リリーシャを助けるためにここで守護機械兵を食い止めていたというのに、そのリリーシャが戻ってきてしまった。

「リリーシャ……ッ、なんで来た！」

「アーヴェイさんを助けに！」

　間髪入れない返事に、アーヴェイは声を失なくす。

「アーヴェイ、立って！　長くは抑えられない！」

　エルルカが弓に新たな矢をつがえながら声を張り上げる。その横ではカーロが剣を構えている。

「助太刀するよ、アーヴェイ！」

　だったらこいつら連れて戻れ、と言いたいところだが、それこそ背中から襲われて一巻の終わりだ。

　守護機械兵ガーデイアンの視覚センサがエルルカへと向く。その直後、続く矢が直撃。守護機械兵が爆炎に包まれる。

「リリーシャ、走って！」

　エルルカの合図を受けたリリーシャが、こともあろうか戦場の真っただ中へと駆けだす。向かう先はアーヴェイではない。

　エルルカは守護機械兵の狙ねらいがリリーシャに向かないよう、射撃を続けている。

　守護機械兵の脚部が持ち上がり、先端が開いて雷撃機構が露出。空気が爆はぜるような異音と共に雷撃の帯が迸ほとばしる。

「避よけろッ──！」

　横薙なぎの雷撃が柱を次々に破砕しながらエルルカとカーロに迫る。

　カーロが咄とつ嗟さにエルルカに覆いかぶさって引き倒し、頭上を通り過ぎる数千度の高熱の鞭むちを間一髪でやり過ごす。

　その間に守護機械兵の死角を走り抜けていたリリーシャが辿たどり着いた場所には、剥むき出だしになった一振りの直剣。

「アーヴェイさん、使って下さいッ！」

　リリーシャが小さな体で勢いをつけ、剣をアーヴェイへと放り投げる。

　足元に滑り込んできたのは、エルルカがコンテスト用に作っていた新型モデル──《ヘイルストーム》。

　だが、そのリリーシャの動きが守護機械兵に見み咎とがめられた。

「あっ……！」

　自分へと向けられる守護機械兵の温度無き視線に、リリーシャが凍りつく。

　その瞬間──アーヴェイの思考が弾はじけた。

　一息の呼吸で内ない勁けいの体内循環を活性化、賦ふ活かつされた数憶数兆の細胞が一丸となってアーヴェイの体を突き動かす。

　脳ではなく脊せき髄ずいが命令を下す、思考を置き去りにした本能的行動。アーヴェイの全存在が、魂と呼ぶべきものが、リリーシャを守れと叫ぶ。

《ヘイルストーム》を拾い、構え、魔力を流す──全てが淀よどみなく行われる。

　最速で守護機械兵ガーデイアンを追い抜き、リリーシャを庇かばう位置に滑り込む。

《ヘイルストーム》を振り上げて迎撃。守護機械兵の脚部の振り下ろしを間一髪で食い止める。

　接触面で魔力力場と魔導絶ぜつ縁えん被ひ膜まくが拮きつ抗こう。二つの力が相互干渉を起こした結果、迸ほとばしる壮絶な火花と切削音。

　だが、そこで限界が来た。ガクンと膝が落ちる。一瞬だけ内ない勁けいで活を入れた体はしかし、既に内側までボロボロ。守護機械兵の攻撃の重さに耐えられるものではなかった。

「このっ！」

　エルルカの援護射撃。魔力を込めた矢が守護機械兵の側面に命中。爆風に煽あおられて転倒する守護機械兵。

「逃げろ……リリーシャ」

　わずかにできた猶予にリリーシャを逃がそうと考えるが、しかしリリーシャは背負っていた布包みを差し出してくる。

「アーヴェイさんっ、これを……、……っ！」

　リリーシャの顔が引きつる。

　振り返るアーヴェイの眼前で、膨大な熱量が膨れ上がる。

　雷撃。既に放出直前までエネルギーが収束している。回避できる距離ではない。

　莫ばく大だいな光輝が膨れ上がる。鉄を容易たやすく融解させるほどの高熱が放たれるまで、あと二秒、一秒──

「リリー……──！」

　アーヴェイの絶叫ごと周囲一帯の光景を塗りつぶす白熱の光こう芒ぼうが迸る。

　一切の慈悲も、容赦もなく──神代の兵器の一撃は、二人の姿を光の渦に飲み込んだ。




「そん、な……！」

　目の前の光景に、カーロが絶望したように呻うめきをあげる。

　アーヴェイとリリーシャは光の中に飲み込まれた。未いまだ放出され続けている雷撃の奔流の中で生存できるはずもない。あるいは、塵ちりひとつ残らず蒸発してしまったか──

　険しい顔でその光景を見つめていたエルルカが、不意に眉まゆを曲げる。

「…………、待って。なにかおかしい」

「え……？」

　なぜ、あの守護機械兵は雷撃の放射を止めないのか。神話時代の兵器とてエネルギーは無尽蔵ではない。無駄に力を浪費するような不合理なこと、するはずがない。

　そしてなにより──

「雷撃が……割れてる？」

　直線上に放たれている雷撃の放射が、ある一点から川が支流に分かれるように、細かな光の帯に拡散している。まるで誰かがその奔流の真っただ中で、激流に抗っているかのように。

　一度に放てるエネルギーに限界があるのか、守護機械兵ガーデイアンの放つ雷撃が徐々に細くなり、ついには消失する。

「は……ははっ！」

　エルルカは自分の予測を笑う。

　塵ちりも残らず蒸発した？　──否。




　そこに、アーヴェイは立っていた。




　少女リリーシヤをその背に守り、絶対的な死を免れない状況にあって、しかし──予想を、絶望を裏切り、確かにそこにいた。

　ひとつ──その手の武器に劇的な変化があった。

　アーヴェイの右腕が、盾と刃やいばが一体化したような奇妙な武器で覆われている。

　強いて言えば、カタールと呼ばれる刀剣が形状としては近いか。握った柄つかに対して垂直に刃が延びる刀剣だが、アーヴェイの持つそれは腕全体を幅広い刃が覆い、後端は肘を越えて肩の近くまで届いている。アーヴェイの身長にも匹敵するほどに長大な異形の武器。

　魔力の光が紋様を描く表面からは、一回り大きな魔力力場が盾となって展開されている。先端を床に突き立て、魔力障壁で守護機械兵の雷撃を逸そらしたのだ。

「ははっ……防ぎきっちゃったよ、あれを！」

　テンションが一気に跳ね上がったエルルカが、カーロの背中をばしばし叩たたきながら叫ぶ。

「……どうなってんだ？」

　一方のアーヴェイは、雷撃を防ぎ切ったことに唖あ然ぜんとしていた。

　と、右腕に装着した武器から放出される魔力障壁が輝度を増し、余剰魔力が音を立てて漏れはじめる。

「っ、なんだ……!?　勝手に出力が上がってる……!?」

「アーヴェイ！　そいつの──《アイギス》の動力源には、守護機械兵と同じ動力源を組み込んであるの！」

「なっ……!?　またそんな物騒なものをっ！」

「だからっ、あんたが制御するの！　そいつはあんたが使うことを前提にした回路なの！　言ってみれば、あんたはその武器の一部！　放っておけば魔力の臨界反応が起こって、あんた自身が巻き込まれて死ぬよ！」

「……っ、それを早く言えッ！」

　慌てて右手の武器──《アイギス》とやらに意識を向ける。

　動力源が内蔵されていると思おぼしき部位からとてつもない魔力が溢あふれ、回路に流れ込んでいるのがわかる。通常、魔術機巧は使用者が魔力を注ぎ込むことで機能を発揮するが、この武器において使用者は内蔵された動力源と魔術回路を繋つなぐ部品でしかないらしい。

《アイギス》そのものを体の一部と捉とらえ、魔力の流れに意識を向ける。途方もない魔力の奔流を感じる。

　魔力の流れは水の流れに似ている。流し過ぎると水圧に耐えきれず、通り道であるホース自体が破裂する。その流れを指先で探るように捉える。

　大量の水が流れて暴れ狂うホースを握り、水量を調節するイメージ。内ない勁けい術を会得したアーヴェイだからこそできる、繊細な魔力の調整。

　徐々に魔力障壁の光が収まり、盾として適した規模に安定した。

（とんだ欠陥兵器だな、こりゃ……！）

　冷や汗をかきながら思う。

　手綱を緩めれば出力が上昇、しかし制御を誤ると自滅する。人馬一体ならぬ、人器一体にして成立する、まったく新しい設計思想の魔術武装。こんな両極端ピーキーな性能の武器、誰が使いたがるというのか。

　それでも──今はこれが必要だ。

　守護機械兵ガーデイアンが脚部の爪で切り付けてくる。咄とつ嗟さに《アイギス》で迎撃。

　魔導絶ぜつ縁えん被ひ膜まくと魔力力場が干渉し合い、鉄板を裂くような異音が轟とどろく。

　二合、三合と守護機械兵と切り結んでも、まったく力負けしていない。

（いける……！）

　問題は、アーヴェイの体がどこまでもつかだ。制御を誤らないよう、最大限の注意を払いながら戦うのは、さすがに神経が擦り減る。

（疲弊した今の体で、いったい何分持つ……？）

　守護機械兵の無尽蔵とも思えるエネルギーに対し、自分の体力は有限だ。未いまだにこちらが不利なのは変わらない。

　だが──

　アーヴェイはちらりと背後を見る。リリーシャは逃げる気など微み塵じんも見せず、ただアーヴェイをまっすぐ見つめ返す。

（まったく……信頼されたもんだな）

　いったい自分のどこを買われているのかは知らないが──すぐ後ろにいる少女のことを思うと、とっくに搾りかすだと思っていた体の奥底から力が湧きあがってくる。

（何分持つか？　──ンなこと知るか！）

　アーヴェイは吼ほえる。

　振り下ろされる脚部をステップで回避しつつ迎撃の斬り上げ。接触の瞬間、手綱を緩めて刃やいばを延長、脚部を両断する。

　挟みこむように二本の爪が同時に迫る。垂直に跳ねて体を横に倒し、刃の隙間をすり抜ける。着地と同時に本体への斬撃。振りぬかれた刃が魔導被ひ膜まくを突破、装甲に深々と亀裂を刻む。

　──通った。神話時代の魔術兵器の装甲を、アーヴェイの攻撃が上回った。

　四本足となった守護機械兵ガーデイアンが、残る脚部で床面を蹴って後退。柱を背にして巨体を支える。

　と、唐突に守護機械兵の本体装甲が開いた。露あらわになる内部機構──その中心には光を放つ緑色の球体。

　アーヴェイは本能的に理解する。緑の球体、あれこそが守護機械兵のコアなのだ。無尽蔵にも思われる魔力の根源。動力源であるはずのそれを、攻撃に使おうとしている。

「アーヴェイ、魔力が収束してる！　防御を……！」

（防御だって？　──冗談だろ！）

　一笑に付す。

《アイギス》を正面に構える。手綱を緩め、一気に波は濤とうのごとき魔力を《アイギス》へ流し込む。

　求めるのは、守るための盾であると同時に、貫くための槍やりとしてのフォルム。

　より攻撃的なイメージを。あらゆる敵を貫く、強きよう靭じんで鋭い一撃を。

　魔力の力場がより長く、鋭く、なにより強く、前方へと延長。力場が角かく錐すい状じようの穂先を形成する。

　──それはさながら、重装騎兵の突撃槍ランスだ。

　魔力力場で延長された長大な突撃槍を掲げ、アーヴェイは少女を守る騎士のごとく守護機械兵に相対する。

　本来の許容上限を超える魔力に《アイギス》本体が軋きしみを上げ始める。

　エルルカが息を呑のむ。

「一四〇パーセント……一八〇……！　魔力を込めすぎだ！　回路がもたないよ！」

「いいや……まだ足りない。この程度じゃあ、こいつは壊せない！」

　守護機械兵のコアの先に魔法円が多重展開、砲身のように立体的に連なる。

　両者ともに、ギリギリまで魔力を収束させてから攻撃に転じようという意図。

　薄暗い遺跡に一対の太陽が現れたかのごとく、相克する二者が極限まで魔力を収束させる。

　そして──ついに二つの太陽が力を解放する。

　守護機械兵ガーデイアン側の拡大する一方だった光が中央に収束。

　放たれる極大の雷撃。進路上のあらゆる微分子を焼き尽くしながら、死の熱線が迫る。

　対するアーヴェイは魔力から変換された力を極限まで圧縮。《アイギス》背部の噴出孔から一挙に解放、自身を矢として射出。

　躱かわそうともせずに、真っ向から雷撃の奔流へと突っ込む。

　魔力障壁に衝突した雷撃が飛沫しぶきとなって散り、周囲の柱を、床を、天井を、砕き、焦がし、溶解させる。

　千の雷鳴を束ねたが如ごとき轟ごう音おんが空間を圧し、遺跡全体が震えるような地鳴りが起こる。

　床が鳴動し、立つことすらままならない状況の中、アーヴェイは突き出した右腕を支え、守護機械兵の力に真正面から挑む。

「おおぉおおおおぉおおおおおおおおおおおおぉぉおおおおおおおッ────!!」

　動力源から流れ込む魔力を武器の臨界値ギリギリで制御する。アーヴェイの体に逆流しかけた魔力の奔流が腕の皮膚を裂き、血がしぶく。暴れ狂う力に振り回されそうになりながら、激痛に耐える。

　痛みと疲労で意識が漂白され、遠のきかけ、

「──アーヴェイさんっ！」

　繋つなぎとめるのは少女の声。

「わたしはアーヴェイさんを信じてます！　アーヴェイさんは誰より強いです！　世界一強いです！　だから──勝ってください！　勝って、一緒に帰りましょう！」

　なんの根拠もない、子供の言葉。

　──けれど、その言葉が、アーヴェイの意識を繋ぎとめる。さらなる熱をくれる。

「おぉぉおおおおおおぉおおおおぉぉらぁぁあああああああああッ────！」

「出力……想定最大値の三○○パーセントを越えた！」

《アイギス》から処理しきれない余剰魔力が光となってあふれ出し、フレームに罅ひびが入る。武器も、右腕も、極限の魔力に耐えきれずに自壊寸前。

　だが──拮きつ抗こうしていた力の天てん秤びんがついにアーヴェイへと傾き、雷撃の奔流の中を遡さかのぼり始めた。

　一瞬、守護機械兵がわずかに身を引いた。機械兵器に感情があるはずもないが、けれど、それはまるでアーヴェイに恐れを抱き、思わず一歩退いたかのようにも見え。

　対して、アーヴェイは進んだ。後退など考えもせず、死線の一歩先へ踏み込んだ。

　その一歩──どんな絶望的状況でも前に進むことを選べる人間の、後退ではなく前進のための一歩が、勝利を引き寄せる。

　アーヴェイの身が、雷撃を遡る箒ほうき星ぼしとなって守護機械兵へ迫る。

「おおぉぉぉおおおッ!!」

　魔力力場の槍やりが、ついに守護機械兵ガーデイアンの動力源たる結晶体へと届いた。

　穂先が結晶体に突き立ち、亀裂が走る。




　次の瞬間──結晶体が粉々に砕け散り、あふれ出した光が遺跡内部を真昼のように照らした。
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　狭い路地を抜けると、午前の日差しと共に都市の街並みが目に飛び込んできた。

　日に日に強くなりつつある日差しは傷が癒えたばかりの体には少々厳しくも感じられたが、これもリハビリだと思って喧けん騒そうに一歩を踏み出す。

　宣伝広告があちこちに張られる絢けん爛らんな街並み。鎧よろいに身を包んだ冒険者。威勢のいい売り文句で客を引き寄せようとする露天商。氷菓子を齧かじりながら歩く少女たち──

　大陸随一の大都市へと発展した遺跡都市の喧騒は、あらゆる価値観の人間を内包する。

　ほんの一週間ほど前、足元の遺跡でアーヴェイが繰り広げた死闘など知らぬとばかりに、人々は日常を送る。

（ま──そんなもんだよな。この街は）

　日帰りで冒険に繰り出せる、非日常と日常が混ざり合う、奇妙な都市空間。

　歪いびつと言えば歪だろう。けれど、そんな危うい均衡の中で発展してきたこの街は、他にはない活気を持っている。最近はそれにも慣れてきた。自分もようやく、この都市の住民になれたということだろうか。

（帰る場所ができたから、かねぇ）

　寝床としている安アパートメントの話ではない。

　そんなことをつらつらと考えているうちに、アーヴェイはフェレース工房に辿たどり着いた。

　作業場の職人たちに片手を上げて挨あい拶さつしつつ、事務所の扉を開く。

　そこには、いつもの騒がしいメンツがそろっていた。

「あっ！　おはようございますっ、アーヴェイさん♪」

　真っ先に駆けてきたのは、アーヴェイより頭二つ分ほど小さな少女。

「おはよう、リリーシャ。傷はもういいのか？」

　リリーシャは苦笑いを浮かべて、左肩をそっと撫なでる。

「まだ痛みますけど、だいじょぶです」

　遺跡から帰還したリリーシャは、遺跡協会に常駐している医術師によってすぐに手当てを受けた。幸い、後遺症は残らないという。

　それはそれとして、あれからめちゃくちゃルイーズに怒られたらしい。てっきり、ルイーズはこれを機にリリーシャを遺跡に近寄らせないようにするのかと思ったが、

『リリィちゃんでも着られる、軽くて丈夫な防具が必要ね。どこの工房のがいいかしら？　いえ、いっそのことうちでも防具部門を作ろうかしら……？』

　と、極めてアクティブに今後の対策を検討していた。

「アーヴェイさんは、もうだいじょぶなんですか？」

　内ない勁けいによる細さい胞ぼう賦ふ活かつは便利だが、問題は限界を超えて無理やりにでも体を動かせるということだ。酷使した体の内外共に消耗が激しく、昨日まで寝込んでいた。リリーシャやルイーズが代わる代わるお見舞いに来てくれたので、それほど不便はなかったのが幸いだ。

「まだちょっとだるいけど、問題ないよ」

「……ごめんなさい、アーヴェイさん。わたしのせいで、大変な目に遭わせちゃって」

　しゅんとしょげるリリーシャの頭に手を置く。

「いいさ。無事に帰れたんだから。──もう、一人で遺跡に潜ったりするなよ？」

「はいっ！」

　元気に返事するリリーシャに、アーヴェイは苦笑する。あれだけのことがあっても冒険者の道を諦あきらめない気の強さは、母親譲りか。

「アーヴェイさんアーヴェイさん、聞いてくださいよー」

　うきうき顔でファウが近寄ってくる。

「ファウの記事、読者の反応がよくってぇ──なんと！　原稿料を上げてもらえそうなんすよ！」

「そりゃよかったな」

「まー、写像板フオトグラフも撮れれば言うことなかったんすけど……アーヴェイさん、もう一回守護機械兵ガーデイアン探して、ぶっ壊してくれないっすかね？」

「お断りだこの野郎っ。気楽に無茶苦茶言ってんじゃねぇ」

　ちなみに、守護機械兵ガーデイアンの撃破に立ち会えなかったことを知った時は、アーヴェイの怪け我がを心配するよりも「特ダネを逃したっす───！」と悲嘆に暮れたらしい。商魂たくましいというか、ほんとクズだな、こいつ。

「ともあれ、これからもフェレース工房の追跡記事は書き続けるんで、よろしくお願いするっすよ！」

　それには曖あい昧まいに答えつつ、工房を見渡して褐色の肌の少女に目を留める。

「エルルカ、なんかお偉いさんから声がかかってるらしいな」

　聞けば、今回の一件が耳に入り、都市の技術者を統括する工房組合フアクトリー・ギルド本部の方からも声がかかっているらしい。エルフであるエルルカの能力を提供すれば、都市の工房全体の技術に革新がもたらされるかもしれないとかなんとか。

「あー。まーね」

　椅子に後ろ向きに腰掛け、気のない返事をするエルルカ。

「まーね、って……いい話なんじゃないのか？」

「や～、そうなんだろうけどさ。あーしはあーしで勝手にやれりゃいいやって。むしろめんどい。だからまぁ、適当に流してるよ」

　組合本部のチームに招しよう聘へいされるのは技術者としては名誉なはずだが、この反応である。あくまで自分の作品開発に没頭したいのだろう。

　名誉や地位に興味がない辺り、徹底しているなとある意味感心する。エルルカは誰に評価されなくても、自分の道を進み続けられる強さがあるのだろう。

（まぁ、そこは俺も似たようなもの……いや、違うか）

　アーヴェイが一人でやってきたのは、そうしたかったからではなく、そうせざるを得なかったからだ。そんな風に自分の性質を客観的に見られるようになったことに、アーヴェイは自分で気づく。

　いずれにしろ、エルルカはこれからもフェレース工房にデザインを提供してくれるつもりらしい。

「そうそう、アーヴェイくん。ようやく話がついてね。借金の返済は先延ばしにしてもらえることになったわ～」

　ルイーズがアーヴェイにコーヒーを出しながら、ほっとした声音で告げる。

「へぇ……あの強欲そうな金貸しが、よく折れたな」

「そこはちょおっと知り合いに頼んで、商人同盟側に話を通してもらったの。同盟からの要請で、あと半年は待ってもらえるわ」

　なるほど。都市で商売をする者は皆、商人同盟トレーダー・アライアンスの判断には従わねばならない。金貸しもまたひとつの商売であるため、要請には逆らえなかったのだろう。

「なにせ、守護機械兵ガーデイアンを単独撃破したんですもの。そんな武器を作った技術者と冒険者が所属する工房をみすみす潰すのは、都市の発展にマイナスだって。商人同盟側もわかってくれたみたい」

　ルイーズは簡単に言っているが、根回しのために奔走したことは容易に想像できる。

「それにね、守護機械兵を倒したことが評判になって、いくつか仕事の依頼も回ってきてるの。忙しくなりそうだわ～」

　困ったような口調ながら、ほくほく顔のルイーズ。経営者として不安もあったようだが、本来の前向きな彼女らしい様子に、アーヴェイも安あん堵どする。

　アーヴェイが破壊した守護機械兵の素材を売ることで、当面の運営資金も確保できた。

　とはいえ、なにも問題はないとは言えない。工房の借金は残っているし、固定客がついたわけでもない。都市中に名が知れる人気工房となるには、まだまだ歩き始めたばかりだ。

　それでも、前に進んでいる。

　後は、アーヴェイがどうするかだけだ。

　そんな内心を読み取ったというわけでもないだろうが、

「それで──アーヴェイくんは、どうするの？」

　今晩夕飯食べてく？　とでもいうような気軽さで、ルイーズが問いかける。

　ごたごたのせいで先送りになっていたが──既に仮契約の一カ月は過ぎている。〝誓約ゲツシユ〟は効果を失い、アーヴェイはフェレース工房の所属ではなくなっている。今回、名が売れたことをキャリアアップに、他の工房に売り込みに行ったところでなんら問題はない状態だ。

「アーヴェイさん……」

　不安と期待が入り混じり、そわそわしている様子のリリーシャ。

　ちらりとファウがこちらの表情を窺うかがう。エルルカも興味なさげな風を装いつつ、流し目を送ってくる。ルイーズはにこにこと微笑ほほえみながら首を傾かしげる。

　そんな面々を見回し──アーヴェイはふっと吐息を漏らして微笑する。

「そうだな──」

　答えは、とっくに決まっていた。




　──もうしばらく、この工房の一員としてやっていこう。




　その意思を告げるべく、アーヴェイは口を開いた。

[image: ]


　　　　◇






　神話の時代が終しゆう焉えんを迎え、国家間の戦乱に終止符が打たれた時代。

　英雄が求められない時代に、それでも未知の神秘に挑もうとする者たちがいた。




　世界を闇に飲み込もうとする巨悪がおらずとも、人はなにかに挑み続ける。

　これは、日々の生活に四苦八苦しながらも、それでも夢とロマンを追い求めずにはいられない、愛すべき愚か者たちの物語。




　人は彼らを──冒険者と呼んだ。






あとがき






　お久しぶりです。もしくは初めまして。秋あき月つき煌こう介すけです。

　前作、前々作を読んでくださった方も、今回が初の秋月作品という方も、本作を手に取って頂いたこと、心よりお礼申し上げます。




　さてさて、今回もファンタジーであります。

　とはいえ、空中都市が舞台の前々作や、世界の終わりが迫る世界が舞台の前作とは一風変わって、近代的な世界観となっております。イメージとしては、産業革命が起こった後の西欧社会が近いでしょうか。

　本作の舞台は、特殊な力が宿った聖剣や魔剣が大量生産されるようになり、普通に店で買えるという世界です。

　必然、この作品世界において、普通の冒険者と一線を画する存在だったはずの『勇者』というものは存在しません。岩に刺さった聖剣を抜かなくても、バイトすれば店で買えるので。

　冒険者という職業も、頼りになるけど荒々しくて近寄りがたくもある無頼漢──というイメージから、武具工房と契約して、時には看板役として表舞台に顔を出す洗練された存在へと変化しております。情報誌には人気冒険者のグラビアがインタビュー記事と共に載ります。ブロマイドなども売られてそうですね。

　一見して、冒険とは無縁の気楽な世界にも見えますが、物語の中心は遺跡都市。

　足元に広がるのは、神話時代の地下大遺跡。

　そこに眠るは、かつての英雄たちが使っていた伝説の武具をはじめとした、古いにしえの遺産。そして、それらを守る古代の自律兵器──

　そんな、日常と非日常、未来と過去が交錯する都市を舞台とした物語、いかがでしたでしょうか？




　冒険は、どんな時代、どんな場所でだってできる。

　未知へ挑む好奇心と、一歩を踏み出す勇気さえ持っていれば。

　たぶん、それは現実世界にも言えることで──とかなんとかいい話っぽくしようかとも思いましたが、単純娯楽小説として書いてるので、物語世界で生きる彼ら彼女らの日々をのんびり眺めてもらえれば、作者としては十分であります。




　冒険ということで、ちょっと私事を。

　引っ越しました。いや正確に言えばまだしてないんですが。このあとがきを書いているのが、まさに引っ越しの荷造りをしている真っただ中。

　この本が出る頃には新居に移っております。とはいっても、別になにがあったというわけではなく、ちょいと都会に出て、仕事しやすい環境を整えようというだけです。生活環境を変えるのもひとつの冒険ということで。（小市民）

　本好きならわかってもらえると思いますが、持っていく漫画や小説は最小限にしようとしているのですが、取捨選択が難しい。

　単に好きな本を選んでいると数が多くなりすぎるし、参考になる作品に限定しようとしても、やっぱり絞り切れない……

　電子書籍で買った本はこういう時迷わないのがいいですね。でもやっぱり紙の本をめくるの好きなんで完全移行はなかなかできない。手触りや質感も含めてひとつの商品、みたいなとこありますし。




　ここでイラストについて触れさせていただきます。

　今回は、イラストレーターの八やつ葉は様にイラストを描いていただきました。

　表紙絵のアーヴェイが「おまえのような主人公がいるか！」と思うくらい悪人顔で大満足でございます（笑）。ヒロインであるリリーシャが、アーヴェイの袖そでをきゅっと握っているのも、二人の関係・距離感が表現されていてとてもいい感じです。

　エルルカ、ファウといったサブヒロインズ＋ルイーズも特徴が外見によく出ていて可愛かわいらしいし、「なんか変な動物のリュック」くらいの雑な指定だったリリーシャのリュックを面白可愛く仕上げてくださいまして、もう言うことありません。

　さらには武器までかっこいいとか……最高では？

　今作でもイラストレーター様に恵まれ、ほんっとこの仕事していてよかったと思います。




　最後に、関係者諸氏にお礼を。

　担当編集様、ならびに編集部の皆様。企画段階から紆う余よ曲きよく折せつありましたが、おかげさまでこうして本として出版することができまして、感謝しかありません。

　イラストを担当してくださった八葉様。人、モンスター、武器、小物など多彩なデザインをいずれもハイクォリティに仕上げて下さり、感激しております。

　校閲様をはじめ、出版に携わった多くの方々。今回もお世話になりました。

　それでは、次の本でまたお会いできることを祈っております！





平成30年　９月　秋あき月つき煌こう介すけ







電子書籍特典　書き下ろし短編





　近年、遺跡都市では実用性のみならずファッション性も装備品に求められるようになった。それは冒険者に限らず、すぐに一般人の服飾にも及ぶようになる。

　若者たちにとって、関心のある装備品ブランドの情報交換は話題の中心だ。

　そしてここ、フェレース工房でも、そんな話題で盛り上がる者たちの姿が──




「アーヴェイさんに似合うのは、絶対にワイルドな【Hound DOG】の革製装備ですっ！　ワイルドなアーヴェイさんには、あそこの狩人風衣装がぴったりですっ！」

「いや～、あの強面だと【BLOOD EDGe】の悪役風ファッションがぴったりでしょ。あそこのは一部の男性に人気で、悪役になり切る冒険者も多いんすよ。けど、着こなせるのは一部の上級者だけなんっす。その点、アーヴェイさんはやばいくらいにはまってるっす！」

「……おまえら、さっきからなんの話をしてるんだ？」

　今日も今日とて言い争うリリーシャとファウを見かね、アーヴェイが口を挟む。

「あっ、いいところに来ました、アーヴェイさん！　実は、こういう大会があるんですっ！」

　リリーシャが突き出したのは、ファッション専門雑誌の一ページ。

「遺跡都市ベストドレッサー・コンテスト……？」

「これにアーヴェイさんが出るなら、どこのブランドの服がいいかって話してたんです！　アーヴェイさんが好きなのは、狩人系ファッションですよね!?」

「いやいや、魔王系コーディネートを着こなせるのはアーヴェイさんを置いて他にいないっす！　素材を生かすのは大切っすよ！」

「魔王系……」

　変な分類でくくられて、どうにも微妙な気分だった。

【BLOOD EDGe】は非常に癖の強いブランドだと聞く。雑誌をめくってみても、肩や肘に無駄に棘が生えていたり、ドクロをモチーフにした装飾が散りばめられていたりと、アーヴェイの感性からするとどうにもむず痒いものを感じる。

「けど、武器の性能はわりとまとも……いや待て。『《ダインスレイヴ・ハードカスタム》、特徴は柄のドクロの目が光る』。……なんのために？」

「あと、『魔力を紫の煙として放出、使用者は暗黒のオーラを纏う。※煙は人体には無害です』って書いてるっすね」

「ただの演出かよっ！　思いっきりイロモノじゃねぇか！　……ったく、おまえら、お遊びはこれくらいにして、次の遺跡探索のプラン相談するぞ」

「でも、もうエントリーしてあるっすよ」

「……………………は？」

「ですから、アーヴェイさんの参加は正式に受理されてるっす」

「いやいや！　なに勝手なことしてくれてんの!?　今すぐにキャンセルを──」

「その必要はないわっ！」

　バン！　と勢いよく扉を開き、姿を見せたのはルイーズ。

「うぉっ!?」

「うふふ──驚いたようね。アーヴェイくんが来る前から潜んでいた甲斐があったわ」

「なにやってんのこの経営者!?　……いや、それより、これはどういうことだ？　あんたも一枚かんでんのか？」

「ええ。──アーヴェイくん。フェレース工房経営者として命じます。コンテストに出てきてちょうだい。そして栄冠を勝ち取るのよ！」

「……なんのために？」

「だぁって～、楽しそうじゃない♪」

　うっわー……マジか、この経営者。職権乱用にもほどがある。

「アーヴェイさん、一緒に優勝、めざしましょうねっ！」

　そういうことになってしまった。




　そして、コンテスト当日。

　アーヴェイは嫌々ながらもコンテスト控室にて、用意された装備を身に纏ったのだが。

「……おい。どういうことだ、これは？」

　鏡に映った自分の姿に、どんよりとした目でアーヴェイは呻く。

「コンセプトは〝神を憎み、地獄より復讐のために蘇った古の狂戦士〟だそうっす！」

　アーヴェイの姿はなんというか──やばかった。

　むき出しの骨格を思わせる、黒に近い紫の装甲が禍々しい鎧。魔獣の頭骨をそのまま使っているのか、仰々しい兜からは捻じれた角が生えている。両手足の手甲・具足からは大型肉食獣を思わせる爪が伸び、背中には無数の突起物が生えていた。

「どこの暗黒騎士だよっ！　気合入りすぎだろ!?　観客全員ドン引きするわっ！」

　今日開かれるのは、比較的カジュアルなコンテストのはずだ。場違いなことこの上ない。

「アーヴェイさんの写真、取材したことのある【BLOOD EDGe】のデザイナーに見せたら、めちゃくちゃ気に入っちゃったみたいで。気合い入れて作ってくれたっすよ」

「ううぅ、すみませんアーヴェイさん……わたしがじゃんけんで負けたばっかりに……！」

　いやそこは話し合いで折衷案を模索しろよ、とは本気で落ち込んでいるリリーシャには言えない。アーヴェイはため息を吐くと、リリーシャの頭に手を置く。

「もういいさ。気にするな、リリーシャ。──行ってくる」

「アーヴェイさん……！」

　──覚悟は決めた。さあ、向かおう。コンテストという名の公開処刑場に──！

　勇ましく出立するアーヴェイの姿にリリーシャは感激し、ファウは「やっぱロリコンっすね」とのたまった。




　その後、コンテストは悪目立ちした末にあっさり落選したものの、アーヴェイの名は【BLOOD EDGe】愛好者の間でしばらく語り継がれたという。
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